(19) 日 本 国 特許 庁 (JP) ing mF 

(51) Int. Cl. FI 
A61B 17/12 (2006. 01) A61B 

(21) 出願 番号 特 願 2006-519707 (P2006-519707) 

(86) (22) 出願 日 平成 15 年 10 月 23 日 2003.10.23) 

(85) 翻訳 文 提出 日 平成 17 年 6 月 20 日 2005.6.20) 

(86) 国際 出願 番号 PCT/US2003/033750 

(87) 国際 公開 番号 WO02004/078023 

(87) 国際 公開 日 平成 16 年 9 月 16 日 2004.9.16) 

(31) 優先 権 主張 番号 60/420, 555 

(32) 優先 日 平成 14 年 10 月 23 日 2002.10.23) 

(33) 優先 権 主張 国 米国 (US) 

(31) 優先 権 主 張 番 号 60/471,520 

(32) 優先 日 平成 15 年 5 月 15 日 2003.5.15) 

(33) 優先 権 主張 国 米国 (US) 


(54) 【 発 明 の 名 称 ] 動脈 閣 処 置 デ バイ ス お よび 方 法 


(57【 要約 】 

BARU 7 SFC S 1 の 形状 、 お よび カテ ー 
テル 内 に 装填 可能 な 畳 まれ た 構成 で ある 第 2 の 形状 を A 
する 、 畳 な お こと が で きる 部 材 を 備え る 、 動 脈 次 を 原 位置 
で 処置 する た め の 動 脈 彰 処 置 デ バイ ス 。 動 脈 癌 処置 デバ 


イス は 、 動 脈 韻 の 管 腔 内 で 第 1 の 形状 に 戻る こと が で き 
る 。 幾 つか の 動脈 益 処 置 デ バイ ス は 、 展 開 可 能 な 部 分 、 


お よび 、 展 開 可 能 な 部 分 と 一 体 の 突出 部 分 を 備え る 。 展 
開 可 能 な 部 分 は 、 動 脈 交 の 内 壁 に 接し て 静 置 され 、 そ れ 
を 支持 する こと が で き 、 デ バイ ス の 挿入 お よび 位置 決め 
を 容易 に する た め 外 科 医 は 突出 部 分 を 把持 する こと が で 
きる 。 他 の デバ イス は 、 比 較 的 単純 な 形状 を 有 し 、 一 部 
位 に 複数 イン プラ ント する こと が で きる 。 処 置 法 も 開示 
する 。 
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( 特許 請求 の 範囲 】 

( 請求 項 1 】 

貴 乳 類 、 任 意 に ヒト の 動脈 交 を 原 位置 で 処置 する た め の 動 脈 交 処 置 デ バイ ス で あっ て 、 
記 処 置 デ バイ ス は 、 弾 性 が あり 畳む こと が で きる 少な く と も 1 つの イン プラ ント を 備え 
前 記 イ ンプ ラン ト は 、 前 記 イ ンプ ラン ト が 前 記 動 脈 溜 壁 を 支持 で きる 第 1 の 膨張 し た 構 
成 か ら 第 2 の 畳 ま れ た 構成 に 畳 むこ と が で き 、 前 記 イ ンプ ラン ト は 、 弾 性 圧縮 性 ポリ マー 
フォ ー ム を 備え 、 前 記 畳 むこ と が で きる イン プラ ント は 前 記 動 脈 交 の 中 に 送達 可能 で あり 
、 前記 イン プラ ント は 前 記 動 脈 交 を 完全 に 充 寒 し な い 、 動 脈 間 処置 デバ イス 。 

( 請求 項 2 】 

前 記 電 むこ と が で きる イン プラ ント が 展開 可能 な 部 分 お よび 突出 部 分 を 備え 、 前 記 展 開 
可能 な 部 分 が 動脈 韻 の 内 壁 に 接し て 静 置 され 、 そ れ に 支持 を 提供 する こと が で き 、 前 記 突 
出 部 分 は 前 記 展 開 可 能 な 部 分 と 一 体 で あり 、 前 記 イ ンプ ラン ト の 挿入 お よび 位置 決め の た 
め に 把持 する こと が で きる 、 請 求 項 1 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 

( 請求 項 3 】 
前 記 フ ォ ー ム 部 材 は 、 前 記 フ ォ ー ム 本 体内 の フォ ー ム の 細 孔 表面 が 親水 性 に な る よう に 


前 


i 


= 


任意 に 親水 性 フォ ー ム 材 の コー ティ ング で コー ティ ング され て いる 疎水 性 フォ ー ム 骨格 部 
材 を 含む 、 請 求 項 1 に 記載 の 動脈 冶 処置 デバ イス 。 
( 請求 項 4 】 

前 記 フ ォ ー ム 部 材 は 、 前 記 フ ォ ー ム の 細 孔 表面 お よび 前 記 フ ォ ー ム の 細 孔 全体 が 親水 性 
フォ ー ム で コー ティ ング され て いる 疎水 性 フォ ー ム 骨格 部 材 を 含み 、 前 記 親水 性 フォ ー ム 
が 薬理 学 的 試 剤 、 任 意 に フィ ブリ ン ま た は 線維 芽 細 胞 成 長 因 子 ま た は その 両方 を 担持 する 
、 請 求 項 3 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 

( 請求 項 5 】 

前 記 動 脈 痛 を 安定 化 さ せる た め 協 働 す る こと が で きる 1 対 の イン プラ ント を 備え る 、 請 
求 項 1 に 記載 の 動脈 疹 処置 デバ イス 。 

( 請求 項 6 】 


E 意 に 略 ワ イン グラ ス 形 の イン プラ ント で ある 一 つの イン プラ ント は 、 前 記 動 脈 交 の 吾 
部 に 配置 され る こと が で き 、 上 且つ 前 記 動脈 冶 内 に 展開 し て 洞 に 隣接 する 前 記 動 脈 彰 壁 を 支 
持 す る 展開 部 分 を 有 し 、 任 意 に 略 マ ツ シ ュ ルー ム 形 の イン プラ ント で ある 、 も う 一 方 の イ 
ンプ ラン ト は 、 動 脈 交 内 に 配置 され る こと が で き 、 上 且つ 前 記 動 脈 交 の 筆 部 と 反対 側 の 動脈 
交 壁 を 支持 する 展開 部 分 を 有する 、 請 求 項 5 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 7 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 エ ラス チン 、 線維 芽 細胞 の 増殖 を 促進 で きる 成長 因子 、 薬 理学 的 
試 剤 、 硬 化 剤 (sclerotic agent), 炎症 物 質 、 遺 伝 学 的 作用 の ある 治療 薬 お よび 遺伝 子 工 
学 に よる 治療 薬 か ら な る 和 群 か らら 選択 さ れる 1 種類 以上 の 生物 活性 物質 を 更に 含む 、 請 求 項 
1 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 

( 請求 項 8 】 

1 組 の 複数 の イン プラ ント を 備え 、 前 記 組 が ある 範囲 の 異な る イン プラ ント サイ ズ 、 任 
意 に 2 ~ 約 1 0 の 異な る サイ ズ 、 お よび 、 あ る 範囲 の 異な る イン プラ ント 形状 、 任 意 に 1 
つ 以 上 の サイ ズ の 2 ~ 約 6 の 異な る 形状 を 備え る 、 請 求 項 1 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 


LT 


L 


( 請求 項 9 】 
前 記 イ ンプ ラン ト の 前 記 展開 部 分 が 、 前 記 動 脈 痛 壁 と 接触 する 凸 状 の 外面 、 お よび 凹 状 


の 内 面 を 備え る 、 請 求 項 1 に 記載 の 動脈 癌 処置 デバ イス 。 

[ 請求 項 1 0 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 網状 生物 耐久 性 エラ スト マー マト リッ クス を 備え る 、 請 求 項 1 に 記 
KO OH IMU NTA, 


{ 請求 項 1 1 】 
前 記 イ ンプ ラン ト が 網状 生物 耐久 性 エラ スト マー マト リッ クス を 備え 、 前 記 イ ンプ ラン 
ト が 圧縮 か ら の 弾性 回 復 を 示す 、 請 求 項 1 に 記載 の 動脈 癌 処置 デバ イス 。 
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【 請求 項 1 2 】 
複数 の イン LFY PA E E NM a OT 
ンド の 中 空 容 積 を 有する 弾丸 形 で あり 、 任 意 に 円 形 、 正 方 形 、 長 方 形 、 多 角 
形 の 断面 を 有 し 、 pi ee RR RL a RO 
する 、 請求 項 1 CHRROMMAUBT NTA, 
【 請求 項 1 3 】 

前 記 ポ リマ ー フ ォ ー ム が 、 綱 状 生物 耐久 疾 
に 記載 の 動脈 溜 処置 デバ イス 。 

請求 項 1 4 】 

前 記 少 な く と も 1 つの イン プラ ント の 形状 が 、 配 備 部 位 で 前 記 壁 の 形状 に 適合 し な い 、 
a ee ee 
【 請求 項 1 5 】 

WLM. RCE hb の 動脈 痢 を 原 位置 で 処置 する た め の 動 脈 交 処置 デバ イス で あっ て 、 
前 記 動 脈 交 が 内 容積 を 画定 する 内 壁 を 有 し 、 前 記 処 置 デ バイ ス が 少な く と も 1 DOBRA 
能 な イン プラ ント を 備え 、 前 記 少 な く と も 1 つの 膨張 可能 な イン プラ ント が 、 前 記 イ ンプ 
ラン ト を 送達 する よう に 構成 され て いる 第 1 の 比較 的 小さ い イ ンプ ラン ト 構成 か ら 、 第 2 
の 比較 的 大 きい イン プラ ント 構成 に 膨張 可能 で あり 、 前 記 比 較 的 大 きい イン プラ ント 構成 
の 前 記 少 な く と も 1 つの イン プラ ント は 前 記 動 脈 痛 の 内 壁 の 一 部 だ け に 支持 を 提供 し 、 前 
記 少 な く と も 1 つの イン プラ ント は 、 脱 張 可 能 な ポリ マー フォ ー ム を 備え 、 前 記 少 な く と 
も 1 つの イン プラ ント は 、 前 記 第 1 の 比較 的 小さ い イ ンプ ラン ト hR TaT A E BK KE 
可能 で ある 、 MIM WBT NTA, 

{ 請求 項 1 6 】 

前 記 ポ リマ ー フ ォ ー ム が 、 網 状 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス で ある 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 

動脈 冶 処 置 デ バイ ス 。 
【 請求 項 1 7 】 
前 記 ポ ボ ポリマー フォー ム が 、 網 状 生物 耐久 性 エラ スト マー マト リッ クス で ある 、 請求 項 1 


ラス トマ ー マ ト リッ クス で ある 、 請求 項 1 


rt 


Ly 


5 (Ic MO WA BMT NTA, 

【 請求 項 1 8 】 

前 記 ポ リマ ー フ ォ ー ム が 、 弾 性 を 有する 、 請 求 項 15 に 記載 の 動脈 疹 処置 デバ イス 。 

【 請求 項 1 9 】 

前 記 ポ ボリ マー フォ ー ム が 、 比 較 的 大 きい 構成 に 形成 され 、 前 記 容 積 に 送達 する た め 後 で 


圧縮 され 、 前 記 第 1 の 膨張 し た 構成 に 膨張 され る 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ 


請求 項 2 0 】 

前 記 ボ ポリ マー フ ォ ー ム が 、 網 装 = 
動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 
請求 項 2 1 】 

ポリ マー フォ ー ム を 備え る 前 記 イ ンプ ラン ト が 、 配 備 部 位 に 送達 する た め 、 カ テー テル 
に 装填 可能 な ほど 十分 に 小さ < く 圧縮 され 得る 、 請 求 項 1 9 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 2 2 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 動 脈 交 震 、 エ ンド リー ク 、 ま た は 、 エ ンド グラ フト と 動脈 痛 と の 
間 の グラ フト 周囲 空間 で 使用 され る よう に 構成 され て いる 生物 耐久 性 部 材 を 備え る 、 請 求 
項 2 0 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 2 3 】 

前 記 ポ ボ ポリマー フォー ム は 、 前 記 デ バイ ス が 前 記 内 容積 内 に 収容 され て いる と き 、 前 記 内 

こ お け る 細胞 の 内 方 成長 (ingrowth) お よび 増殖 を 促進 する の に 十分 な 、 前 記 動 脈 痛 の 前 
記 内 璧 へ の 血液 な どの 体液 の 流れ を 提供 する よう に 位置 決め され 、 構 成 さ れ 、 お よび その 
よう な 寸法 に 作ら れる 流体 通路 を 前 記 ポ リマ ー フ ォ ー ム に 画定 し て いる 、 請 求 項 1 5 に 記 
KO DWM UBT NTA, 

【 請求 項 2 4 】 


ラス トマ ー マ ト リッ クス で ある 、 請求 項 B 3 に 記載 の 
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Wa HUY -DA-ADS, MKREFAKY-VRhUYAFIACHS, HRB 3 に 記載 の 


E RMIT INT A, 
【 請求 項 2 5 】 

前 記 ポ ボ ポリマー フォー ム が 相互 接続 され て いる 複数 の スト ラッ ト を 備え 、 前 記 ス トラ ッ ト 
は 、 前記 相 互 接続 され て いる スト ラッ ト が 支え る 前 記 内 壁 の 一 部 を 支持 する よう に 、 前 語 
内 壁 の 一 部 を 支え る 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 2 6 】 

前 記 ポ ボ ポリマー フォー ム が 、 網 状 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス で あり 、 前 記 ス トラ ッ ト A, 
相互 接続 され た 開放 細 孔 を 画定 する 、 請求 項 2 5 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 
【 請求 項 2 7 】 

第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント を 更に 備え 、 前 記 第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント が 比較 
的 小さ い 構 成 か ら 比 較 的 大 きい 構成 に 膨張 可能 で あり 、 前 記 第 2 の イン プラ ント BRA 
能 な ポリ マー フォ ー ム を 備え 、 前 記 第 2 の イン プラ ント が 前 記 比 較 的 小さ い イ ンプ ラン ト 
構成 で 前 記 動 脈 痛 内 に 送達 可能 で あり 、 前 記 膨 張 可 能 な イン プラ ント お よび 前 記 第 2 OW 
張 可 能 な イン プラ ント は 、 前 記 内 壁 の 一 部 が 前 記 イ ンプ ラン ト と 接触 し な いよ うに 構成 さ 
れ 、 そ の よう な 寸法 に 作ら れ て いる 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 

{ 請求 項 2 8 】 

第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント を 更に 備え 、 前 記 第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント が 比較 
的 小さ い 構 成 か ら 比 較 的 大 きい 構成 に 膨張 可能 で あり 、 前 記 第 2 の イン プラ ント ABR A 
能 な ポリ マー フォ ー ム を 備え 、 前 記 第 2 の イン プラ ント が 前 記 比 較 的 小さ い イ ンプ ラン ト 
構成 で 前 記 動 脈 痛 内 に 送達 可能 で あり 、 前 記 膨 張 可 能 な イン プラ ント お よび 前 記 第 2 の 脱 
張 可 能 な イン プラ ント は 、 前 記 イ ンプ ラン ト 間 に 空 間 が ある よう に 構成 され 、 そ の よう な 
寸法 に 作ら れ て いる 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 

{ 請求 項 2 9 】 

前 記 ポ リマ ー フ ォ ー ム が 、 網 状 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス で ある 、 請求 項 2 8 に 記載 の 
動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 
( 請求 項 3 0 】 

更に 、 前 記 イ ンプ ラン ト の 突出 部 分 が 、 前 記 イ ンプ ラン ト の 位置 決め を 容易 に する た め 
外科 医 に 把持 され る よう に 構成 され 、 そ の よう な 寸法 に 作ら れ 、 位 置 決め され る 、 請 求 項 
1 5 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 3 1 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 本 質 的 に 全て 網状 生物 耐久 性 エラ スト マー マト リッ クス で 形成 さ 
れ て いる 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 3 2 】 

前 記 圧 縮 性 フォ ー ム と は 異な る 材料 で 製造 され る 要素 を 更に 備え る 、 請 求 項 1 5 に 記載 
の 動脈 冶 処 置 デ バイ ス 。 

( 請求 項 3 3 】 

前 記 ポ リマ ー フ ォ ー ム が 網状 エラ スト マー マト リッ クス で あり 、 前 記 要 素 が 前 記 圧 縮 性 
フォ ー ム と は 異な る 材料 で 製造 され 、 屈 曲 性 が ある 、 請 求 項 3 2 iR O E IRA M ET 
TZ, 

【 請求 項 3 4 】 

前 記 網 状 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス と は 異な る 材料 で 製造 され る 前 記 要 素 が スト ラッ ト 
状 で ある 、 請求 項 3 3 に 記載 の 動脈 冶 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 3 5 】 

前 記 ス トラ ッ ト が 、 支 持 機能 を 果たす の に 好適 な 材料 特性 を 有する 、 請 求 項 3 4 に 記載 
の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 

( 請求 項 3 6 】 
前 記 ス トラ ッ ト が 支持 ロッ ド で ある 、 請 求 項 3 5 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 
【 請求 項 3 7 】 
前 記 網 状 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス と は 異な る 材料 で 製造 され る 前 記 要 素 が 、 支 持 機能 
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を 果たす の に 好適 な 材料 特性 を 有する 、 


【 請求 項 3 8 】 
前 記 イ ンプ ラン ト が 、 


記 イ ンプ ラン ト を 通る 血 流 を 可能 に する よう に 構成 され て いる 、 


HAMLET INT A, 


(5 


請求 項 3 3 に 


) JP 2006- 521907 A 2006. 9. 28 


al KO Gh WRIT NTA, 


前 記 内 壁 の 表面 に お ける 細胞 代謝 を 支持 する の に 十分 な 量 の 、 前 


請求 項 1 5 に 記載 の 動脈 


[ 


5 
処 
( 


mA E 


請求 項 3 9 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 
な 構造 に 作ら れ て いる 
置 デ バイ ス 。 
請求 項 4 0 】 

前 記 イ ンプ ラン ト の 材料 特性 は 、 前 記 イ ンプ ラン ト が 好適 な 位置 に 入る よう 
る よう な も の で ある 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 欧 処置 デ バイ ス 。 
請求 項 4 1 】 

前 記 イ ンプ ラン ト は 、 
載 の 動脈 疹 処置 デバ 
求 項 4 2 】 

記 イ ンプ ラン ト が 、 
求 項 4 3 】 

記 細長 い 構成 は 、 断 面 が 実質 的 に 丸い 、 
求 項 4 4 】 

記 イ ンプ ラン ト が 、 
WHA, 
請求 項 4 5 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 
Sk Wier Ns 
請求 項 4 6 】 
前 記 イ ンプ ラン ト が 、 
置 デ バイ ス 。 
請求 項 4 7 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 実 質 的 に 、 ブ ライ ンド の 中 
る 、 請求 項 4 3 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 
請求 項 4 8 】 

記 イ ンプ ラン ト が 、 実質 的 に 、 任 意 に 端 部 の 開放 し た 中 空 容積 を 有する 円 雛 台形 状 と 
構成 され る 、 請求 項 4 3 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 

求 項 4 9 】 

記 イ ンプ ラン ト が 、 
て 構成 され る 、 
求 項 5 0 】 
記 イ ンプ ラン ト 
Fis 

求 項 5 1 】 
前 記 イ ンプ ラン ト が 、 
間 処 置 デ バイ ス 。 
HK IRS 2 】 

記 動 脈 韻 が 、 動 脈 と 流体 連通 し 、 前 記 動 脈 の 管 膝 内 に 配置 され る シー ス を 更に 備え る 
求 項 15 に 記載 の 動脈 間 処 置 デ バイ ス 。 

な 3] 

ツン プラ ント は 、 
H5 4 】 

ラス トマ ー 材 料 の ウェ ブ を 更に 備え 、 


可能 に する よ 
記載 の 動脈 次 


代謝 を 促進 する 血 流 を 
請求 項 1 5 に 


前 記 内 壁 の 表面 に お ける 細胞 
隆起 お よび 窪み の ある 表面 を 有する 、 


に 操作 され 


ay 
ュー 


oul 
att 


EAC thi CWS. 請求 項 4 0 


ay 
Z 


完全 に 配備 され て いる と き 、 
イス 。 


cu 


ult 


E R O BAM WT NTA, 


請求 項 1 5 に 


as 


H 長 い 構成 を 有する 、 


ML a] oul 
He = at 


a 


al KO G WRIT NTA, 


請求 項 4 2 に 


ou mb a 
at rid 


£ 


記載 の 動脈 癌 処置 


実質 的 に 円 柱 と し て 構成 され る 、 請 求 項 4 3 に 


ay 
Z 


Th 


円 柱 ま た は 正 円 柱 と し て 構成 され る 、 請 求 項 4 3 に 記載 


実質 的 に 弾丸 形状 と し て 構成 され る 、 請 求 項 4 3 に 記載 の 動脈 冶 


空 容積 を 有する 弾丸 形状 と し て 構成 さ 


実質 的 に 、 正 方 形 、 長 方 形 、 ま た は 多角 形 の 断面 積 を 有する 円 柱 
請求 項 4 3 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 


(aC Rat & 


(cd AO E Hk HB ML a 


か ら 不 規則 な 切抜き が 除去 され る 、 請 求 項 15 


へき 


ul 
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請求 項 1 5 Z EROR 


に: 


予め 圧縮 され た 構成 で 包装 に 収容 さ 


Bult 
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at ah 
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構成 が リブ 状 で ある 、 請 求 項 1 5 ROSIA NTA. 
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前 記 エ ラス トマ ー 材 料 が リブ に よっ て 支持 され 
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2. PRB] SIRMROMMAMET NTA, 
A RIGS 5 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 支 持 部 材 を 備え 、 開 放 空 間 を 画定 する 骨格 構造 を 有 4 する 、 請 求 項 
1 5 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 5 6 】 

前 記 イ ンプ 


テー 
Du 


1 


ト が 、 固 体 フ ォ ー ム 部 材 で ある 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 癒 処置 デバ イ 


N 
< 


4 o 
ht 


請求 項 5 7 】 

前 記 イ ンプ ラン ト は 、 構成 が 実質 的 に 円 柱 で ある 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バ 
イス 。 
請求 項 5 8 】 
前 記 ポ ボ ポリマー フォー ム が 相互 接続 され た 連続 的 な 気泡 を 画定 する 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 
動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 
【 請求 項 5 9 】 

前 記 ポ リマ ー フ ォ ー ム が 、 網 状 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス で ある 、 請求 項 5 8 に 記載 の 
E ik MIT INT A, 

[ 請求 項 6 0 】 

前 記 ポ ボリ マー フォ ー ム が 、 高 液体 透過 性 を 有する 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 冶 処 置 デ バ 
イス 。 

[ 請求 項 6 1 】 

前 記 ボ ポリ マー フォ ー ム が 、 網 状 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス で ある 、 請求 項 6 0 に 記載 の 
動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 

[ 請求 項 6 2 】 

前 記 ポ リマ ー フ ォ ー ム が 、1 セン チ メ ー ト ル 当 り 細 孔 1 4 て 60 個 の 密度 を 有する 細 有 孔 
を 画定 する 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 6 3 】 

前 記 ポ リマ ー フ ォ ー ム が 、 綱 状 生物 耐久 性 
2 に 記載 の 動脈 汐 処置 デバ イス 。 

【 請求 項 6 4 】 

前 記 ポ ボ ポリマー フォー ム が 、1 セン チ メ ー ト ル 当 り 細 孔 16~ て 32 個 の 密度 を 有する 細 孔 
を 画定 する 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 
請求 項 6 5 】 

前 記 ポ ボ ポリマー フォ ー ム が 、 ポ リカ ー ボ ネー ト ポ リ オー ル 成 分 お よび イソ シア ナー ト 成分 
を 含む 、 生 物 耐久 性 エラ スト マー ポリ ウレ タン マト リッ クス を 含む 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 
動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 
{ 請求 項 6 6 】 

前 記 生 物 耐 久 性 網状 エラ スト マー マト リッ クス が 、 ポ リカ ー 
ポリ ウレ タン 、 有 炭化 水素 、 ま た は 、 こ れ ら の 混合 物 ま た は 
記載 の 動脈 汐 処置 デバ イス 。 

項 6 7 】 
前 記 フ ォ ー ム が 成長 因子 を 含む 、 
項 6 8 】 
フォ ー ム が 血 餅 形 成 を 促進 する エラ スチ ン を 含む 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 冶 処 置 
バイ ス 。 
請求 項 6 9 】 

前 記 フ ォ ー ム が 放射 線 不 透過 性 物質 を 含む 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 
[ 請求 項 7 0 】 

貴 乳 類 、 任 意 に ヒト の 動脈 交 を 原 位置 で 処置 する た め の 動 脈 欧 処置 デバ イス で あっ て 、 
前 記 動 脈 韻 が 内 容積 を 画定 する 内 壁 を 有 し 、 前 記 処 置 デ バイ ス が 、 少 な く と も 1 つの 膨張 
可能 な イン プラ ント を 備え 、 前 記 少 な く と も 1 つの 膨張 可能 な イン プラ ント が 第 1 の 比較 
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的 小さ い イ ンプ ラン ト 構成 か ら 第 2 の 比較 的 大 きい イン プラ ント 構成 に 膨張 可能 で あり 、 
前 記 比 較 的 大 きい イン プラ ント 構成 の 前 記 少 な く と も 1 つの イン プラ ント が 前 記 動 脈 間 の 
内 壁 の 少な く と も 一 部 に 支持 を 提供 し 、 前 記 少 な く と も 1 つの イン プラ ント が 膨張 可能 な 
エラ スト マー マト リッ クス を 備え 、 前 記 少 な く と も 1 つの イン プラ ント が 前 記 第 1 の 比較 
的 小さ い イ ンプ ラン ト 構成 で 前 記 動 脈 交 内 に 送達 可能 で あり 、 前 記 エ ラス トマ ー マ ト リッ 
クス は 、 前 記 デ バイ ス が 前 記 内 容積 内 に 収容 され て いる と き 、 前 記 内 壁 に お ける 細胞 の 内 
方 成長 お よび 増殖 を 促進 する の に 十分 な 、 前 記 動 脈 韻 の 前 記 内 壁 へ の 血 流 を 提供 する よう 
に 位置 決め され 、 構 成 さ れ 、 そ の よう な 寸法 に 作ら れ て いる 流体 通路 を 前 記 エ ラス トマ ー 
マト リッ クス に 画定 し て いる 、 動 脈 交 処置 デバ イス 。 

【 請求 項 7 1 】 

前 記 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス が 、 綱 状 コ 
に 記載 の 動脈 韻 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 7 2 】 

前 記 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス が 、 相 互 接続 され て いる 複数 の スト ラッ ト を 備え 、 前 記 
スト ラッ ト は 、 前 記 相 互 接続 され て いる スト ラッ ト が 支え る 前 記 内 壁 の 一 部 を 支持 する よ 
うに 、 前 記 内 壁 の 一 部 を 支え る 、 請 求 項 7 0 に 記載 の 動脈 彰 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 7 3 】 

第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント を 更に 備え 、 前 記 第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント が 比較 
的 小さ い 構 成 か ら 比 較 的 大 きい 構成 に 膨張 可能 で あり 、 前 記 第 2 の イン プラ ント が 膨張 可 
能 な エラ スト マー マト リッ クス を 備え 、 前 記 第 2 の イン プラ ント が 前 記 比 較 的 小さ い イ ン 
ント 構成 で 前 記 動 脈 問 内 に 送達 可能 で あり 、 前 記 膨 張 可 能 な イン プラ ント お よび 前 記 
の 膨張 可能 な イン プラ ント は 、 前 記 内 壁 の 一 部 を 前 記 イ ンプ ラン ト と 接触 し な い 状 態 
て お く よ う に 構成 され 、 そ の よう な 寸法 に 作ら れ て いる 、 請 求 項 7 0 に 記載 の 動脈 痛 
デス バイ: 入る 
求 項 7 4 】 

2 の 膨張 可能 な イン プラ ント を 更に 備え 、 前 記 第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント が 比較 
さい 構成 か ら 比 較 的 大 きい 構成 に 膨張 可能 で あり 、 前 記 第 2 の イン プラ ント は 膨張 可 
能 な エラ スト マー マト リッ クス を 備え 、 前 記 第 2 の イン プラ ント が 前 記 比 較 的 小さ い イ ン 
プラ ント 構成 で 前 記 動 脈 冶 内 に 送達 可能 で あり 、 前 記 膨 張 可 能 な イン プラ ント お よび 前 記 
第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント は 、 前 記 イ ンプ ラン ト 間 に 空 間 が ある よう に 構成 され 、 そ 
の よう な 寸法 に 作ら れ て いる 、 請 求 項 7 0 に 記載 の 動脈 間 処 置 デ バイ ス 。 

[ 請求 項 7 5 】 

前 記 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス が 、 MK 
に 記載 の 動脈 溜 処置 デバ イス 。 

{ 請求 項 7 6 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 前 記 膨 張 可 能 な エラ スト マー マト リッ クス と は 異な る 材料 で 製造 
され る 、 屈曲 可 能 な 要素 を 備え る 、 請 求 項 G1 0 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 
【 請求 項 7 7 】 

前 記 網 状 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス と は 異な る 材料 で 製造 され る 前 記 要 素 が スト ラッ ト 
状 で ある 、 請求 項 7 6 に 記載 の 動脈 欧 処置 デバ イス 。 

【 請求 項 7 8 】 

前 記 ス トラ ッ ト が 、 支 持 機能 を 果たす の に 好適 な 材料 特性 を 有する 、 請 求 項 7 7 に 記載 
OO Wk BMT NTA, 
請求 項 7 9 】 

前 記 ス トラ ッ ト が 支持 ロッ ド で ある 、 請 求 項 7 8 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 
[ 請求 項 8 0 】 

前 記 圧 縮 性 フォ ー ム と は 異な る 材料 で 製造 され る 前 記 要 素 が 、 支 持 機能 を 果たす の に 好 

適 な 材料 特性 を 有する 、 請 求 項 7 6 に 記載 の 動脈 彰 処 置 デ バイ ス 。 
[ 請求 項 8 1 】 
前 記 イ ンプ ラン ト が 、 前 記 内 壁 の 表面 に お ける 細胞 代謝 を 促進 する 血 流 を 可能 に する よ 


ラス トマ ー マ ト リッ クス で ある 、 請求 項 7 0 
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うな 構造 に 作ら れ て いる 隆起 お よび 窪み の ある 表面 を 有する 、 請 求 項 7 0 に 記載 の 動脈 痛 
処置 デバ イス 。 
[ 請求 項 8 2 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 細 長い 構成 を 有する 、 請 求 項 7 0 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 
【 請求 項 8 3 】 

前 記 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス が 網状 エラ スト マー マト リッ クス で あり 、 前 記 細 長い 構 
成 は 断面 が 実質 的 に 丸い 、 請 求 項 8 2 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 8 4 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 支持 部 材 を 備え 、 開 放 空 間 を 画定 する 骨格 構造 を 有する 、 請 求 項 
7 0 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 8 5 】 

貴 乳 類 、 任 意 に ヒト の 動脈 交 を 原 位置 で 処置 する た め の 動 脈 交 処 置 デ バイ ス で あっ て 、 
前 記 動 脈 交 が 内 容積 を 画定 する 内 壁 を 有 し 、 前 記 処 置 デ バイ ス が 少な く と も 1 DOBRA 
能 な イン プラ ント を 備え 、 前 記 少 な く と も 1 つの 膨張 可能 な イン プラ ント が 第 1 の 比較 的 
小さ い イ ンプ ラン ト 構成 か ら 第 2 の 比較 的 大 きい イン プラ ント 構成 に 膨張 可能 で あり 、 前 
記 比 較 的 大 きい イン プラ ント 構成 の 前 記 少 な く と も 1 つの イン プラ ント が 前 記 動 脈 痛 の 内 
璧 の 少な く と も 一 部 に 支持 を 提供 し 、 前 記 少 な く と も 1 つの イン プラ ント が 膨張 可能 な ポ 
リマ ー フ ォ ー ム を 備え 、 前 記 イ ンプ ラン ト が 、 前 記 内 壁 の 表面 に お ける 細胞 代謝 を 促進 す 
る 血 流 を 可能 に する よう な 構造 に 作ら れ て いる 隆起 お よび 寂 み の ある 表面 を 有する 、 動 脈 
交 処 置 デ バイ ス 。 

[ 請求 項 8 6 】 

貴 乳 類 、 任 意 に ヒト の 動脈 交 を 原 位置 で 処置 する た め の 動 脈 交 処 置 デ バイ ス で あっ て 、 
前 記 動 脈 准 が 内 容積 を 画定 する 内 壁 を 有 し 、 前 記 処 置 デ バイ ス が 、 少 な く と も 2 DOR 
可能 な イン プラ ント を 備え 、 前 記 少 な く と も 2 つの 膨張 可能 な イン プラ ント は 、 第 1 の 比 
較 的 小さ い イ ンプ ラン ト 構成 か ら 第 2 の 比較 的 大 きい イン プラ ント 構成 に 膨張 可能 で あり 

前 記 比 較 的 大 きい イン プラ ント 構成 の 前 記 少 な く と も 2 つの イン プラ ント の うち 少な く 
と も 1 つが 前 記 動 脈 痛 壁 に 少な く と も 幾ら か の 支持 を 提供 し 、 前 記 イ ンプ ラン ト が 膨張 可 
能 な ポリ マー フォ ー ム を 備え 、 前 記 膨 張 可 能 な イン プラ ント が 、 前 記 第 1 の 比較 的 小さ い 
イ 
【 


ンプ ラン ト 構成 で 前 記 動 脈 癌 内 に 送達 可能 で ある 、 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 

請求 項 8 7 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 動 脈 閣 を 安定 化 さ せる よう に 互い に 協 働 す る よう 
に 構成 され 、 そ の よう な 寸法 に 作ら れる 、 請 求 項 86 に 記載 の 動脈 汐 処置 デバ イス 。 

( 請求 項 8 8 】 

前 記 デ バイ ス に より 可能 に な る 前 記 イ ンプ ラン ト の 周囲 お よび それ を 通る 血 流 が 、 前 記 
内 壁 の 表面 に お ける 細胞 成長 を 可能 に する の に 十分 で ある 、 請 求 項 8 6 CHROMA UW 
置 デ バイ ス 。 

( 請求 項 8 9 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 前 記 治 癒 プ ロ セ ス を 促進 する 前 記 動 脈 疹 へ の 血 流 を 促進 する よう 
に 、 前 記 動 脈 交 の 全 内 容積 を 占め な い 、 請 求 項 8 6 に 記載 の 動脈 癒 処置 デバ イス 。 

【 請求 項 9 0 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 重量 脈 圧 を 減衰 させ 、 破 裂 の リス ク を 低減 する の に 十分 大 きい 、 
ARIS 9 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 
請求 項 9 1 】 

前 記 各 イン プラ ント の 容積 が 、 前 記 動 脈 交 の 内 容積 より 実質 的 に 小さ い 、 請 求 項 8 6 に 
記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 
{ 請求 項 9 2 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 互い に 実質 的 に 同一 で ある 、 請求 項 8 6 に 記載 の 動脈 殴 処置 デバ イ 

ス 。 
( 請求 項 9 3 】 
哨 乳 類 、 任 意 に ヒト の 動脈 彰 の 処置 法 で あっ て 、 前 記 動 脈 交 が 内 容積 を 画定 する 内 壁 を 


10 


20 


30 


50 


(9) JP 2006- 521907 A 2006. 9. 28 


し 、 前 記 処 置 は 、 少 な く と も 2 つの 膨張 可能 な イン プラ ント を 前 記 動 脈 間 に 送達 し 、 前 
イン プラ ント の 第 1 の 比較 的 小さ い イ ンプ ラン ト 構 成 か ら 第 2 の 比較 的 大 きい イン プラ 
ト 構 成 へ の 膨張 を 可能 に する こと を 含み 、 多 数 の イン プラ ント は 、 前 記 動 脈 癌 に 送達 さ 
前 記 比 較 的 大 きい イン プラ ント 構成 で 前 記 動 脈 彰 壁 に 少な く と も 幾ら か の 支持 を 提供 
、 前記 送 達 は 、 前 記 イ ンプ ラン ト が それ ぞ れ 第 1 の 比較 的 小さ い イ ンプ ラン ト 構成 に 
て いる 間 に 起 こる 、 動 脈 交 の 処置 法 。 
請求 項 9 4 】 

前 記 送 達 が カテ ー テ ル を 使用 し て 実施 され る 、 請 求 項 9 3 に 記載 の 動脈 彰 の 処置 法 。 


Bul 
att 
ai 
wH 
pani 
i<e) 
ol 


MPM. ERK KE k oR CMBTZELOOMMBUBTNT AZADORIERCH PT, 
前 記 動 脈 溜 が 内 容積 を 画定 する 内 壁 を 有 し 、 前 記 製 造 法 が 生物 耐久 性 エラ スト マー ポリ ウ 
レタ ンマ トリ ックス を 含む お ポリ マー フォ ー ム を 形成 する こと を 含み 、 前 記 生 物 耐久 性 エラ 
スト マー ポリ ウレ タン マト リッ クス が ポリ カー ボネ ー ト ポリ オー ル 成 分 と イソ シア ナー ト 
成分 を 含み 、 重 合 、 架 橋 、 お よび 発泡 させ て 得 ら れる フォ ー ム を 形成 し た 後 、 前 記 得 られ 
る フォ ー ム を 網状 化す る こと に よっ て 形成 され る 、 製 造 法 。 
( 請求 項 9 6 】 

前 記 フ ォ ー ム が 形成 後に 成形 され る 、 請 求 項 95 に 記載 の 動脈 癒 を 処置 する た め の 動 脈 
交 処 置 デ バイ ス の 製造 法 。 

【 請求 項 9 7 】 

前 記 フ ォ ー ム が 人 金 型 で 成形 され る 、 請 求 項 9 5 に 記載 の 動脈 交 を 処置 する た め の 動 脈 交 
処置 デバ イス の 製造 法 。 
( 請求 項 9 8 】 

直 乳 類 、 任 意 に ヒト の エン ドリ ー ク の 処置 法 で あっ て 、 前 記 エ ンド リー ク が 逆流 する 血 
液 供給 流 を 有 し 、 前 記 処 置 が 前 記 エ ンド リー ク の 近傍 に 少な く と も 1 つの 膨張 可能 な イン 
プラ ント を 送達 し 、 前 記 イ ンプ ラン ト の 第 1 の 比較 的 小さ い イ ンプ ラン ト 構成 か ら 第 2 の 
比較 的 大 きい イン プラ ント 構成 へ の 膨張 を 可能 に する こと を 含む 、 エ ンド リー ク の 処置 法 


[請求 項 9 9 】 

前 記 送 達 が カテ ー テ ル を 使用 し て 実施 され る 、 請 求 項 9 8 に 記載 の エン ドリ ー ク の 処置 
法 。 

【 請求 項 1 0 0 】 

動脈 痛 の 処置 法 で あっ て 、 

a) 処置 され る 動脈 痛 を 画像 化し 、 そ の サイ ズ お よび 局所 解剖 学 的 形態 を 決定 する 段階 


b ) 前 記 動 脈 疹 の 処置 に 使用 する た め 、 請 求 項 1 に 記載 の 動脈 疹 処置 デバ イス を 選択 す 
る 段階 、 お よび 
c ) 前 記 動 脈 痛 処 置 デ バイ ス を 前 記 動 脈 消 に イン プラ ント する 段階 、 
を 含む 方 法 。 
請求 項 101】 
d ) 前 記 動 脈 冶 処置 デバ イス を カテ ー テ ル に 装填 する 段階 、 
e ) 動脈 を 通し て 前 記 カ テー テル を 前 記 動 脈 冶 に 送る 段階 、 お よび 
f ) 前 記 動 脈 痛 内 に 前 記 動 脈 冶 処置 デバ イス を 位置 決め し 、 解 放す る 段階 、 
pa 


テー 


を に 含む 、 請 求 項 1 00 に 記載 の 方 法 。 
【 請求 項 1 02】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 網状 生物 耐久 性 エラ スト マー マト リッ クス を 含む 、 請求 項 98 に 計 
載 の 方 法 。 


( 発明 の 詳細 な 説明 】 
【 技術 分 野 】 
[0001] 
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関連 出願 の 相互 参照 

本 出願 は 、2 003 年 5 月 15 日 に 出願 され た 米国 仮 出願 第 60/ プ 471,520 号 ( 
代理 人 整理 番号 1 1 300-0003-888) お よび 2002 年 10 月 2 3 日 に 出願 さ 
れ た 同 第 60 ノ 420,555 号 (代理 人 整理 番号 PDCO5) の 利益 を 請求 する 。 前記 
各 特 許 出願 の 全開 示 内 容 は 、 そ れ を 明確 に 参照 する こと に よっ て 本 明細 書 に 組み 込ま れる 
連邦 政府 に よっ て 支援 され た 研究 また は 開発 に 関す る 記述 

該当 な し 。 

本 発明 は 、 血 管 動脈 韻 お よび 他 の 類似 の 血管 異常 を 処置 する た め の 方 法 お よび デバ イス 
に 関す る 。 

[l 背景 技術 】 

[0002] 

以下 の 背景 の 記載 は 、 本 発明 に 先行 する 関連 技術 分 野 で 知ら れ て いな か っ た が 、 本 発明 
に より 提供 され た 洞察 、 発 見 、 理 解 、 若 し く は 開示 、 ま た は 開示 の 関連 を 包含 し 得る 。 本 
eae iene ee: 下記 に 具体 的 に 示さ れる 場合 も ある が 、 本 発明 の 他 の 
この よう な 寄与 は その 文脈 か ら 明 ら か で ある 。 

ae 

心臓 血管 系 は 、 適 切 に 機能 する と き 、 身 体 の 全て の 部 分 に 栄養 を 供給 し 、 こ れ ら の 部 分 
か ら 老 廃物 を 排 江 する た め に 運ぶ 。 そ れ は 、 本 質 的 に は 、 和 血管 を 通し て 血液 を 移動 させ る 
た め に 圧力 を 供給 する ポン プ で ある 心臓 と 、 動 脈 と 呼ば れ 、 心 臓 か ら 離 れる 方 に 導く 血管 
と 、 静 脈 と 呼ば れ 、 心 臓 の 方 に 血液 を 戻す 血管 と を 含む 、 閉 鎖 系 で ある 。 心臓 の 放出 側 に 
は 、 大 動脈 と 呼ば れる 大 きい 血管 が あり 、 そ こ か ら 如 官 を 含む 身体 の 全て の 部 分 に 繋が る 
多く の 動脈 が 分 岐 し て いる 。 動脈 は 、 そ れ ら が 供給 する 領域 に 近づく に つれ 、 先細り に な 
っ て 小さ い 動 脈 に な り 、 小 動脈 と 呼ば れる 更に 小さ い 動 脈 に な り 、 最終 的 に 毛細 血管 に 接 
続 す る 。 毛細 血管 は 、 酸 素 を 含む 栄養 の 外側 へ の 拡散 と 、 二 酸化 炭素 を 含む 老廃 物 の 内 側 
へ の 拡散 が 起こ る 微細 な 血管 で ある 。 毛細 血管 は 、 小 静脈 と 呼ば れる 小さ い 静 脈 に 接続 す 
る 。 小 静脈 は 、 よ り 大 きい 静脈 に 接続 し 、 こ れ が 、 下 大 静脈 お よび 上 大 静脈 と 呼ば れる 1 
対 の 大 きい 血管 に よっ て 血液 を 心臓 に 戻す 。 

[0004] 
図 1 を 参照 する と 、 動 脈 ] お よび 静脈 は 、 膜 と し て 知ら れる 3 層 か ら な る 。 a 
れる 内 層 2 は 、 薄 く 平 滑 で あり 、 内 皮 か ら 構 成 さ れ 、 ま た 、 和 血小板 凝 集 を 抑制 する こと に 
よる 血 餅 形 成 の 防止 、 お よび 、 血 管 収 縮 と 血管 拡張 の 調節 な どの 機能 を 果たす 生化 学 物質 
を 分 泌 す る 、 弾 性 お よび コラ ー ゲ ン 線 維 に 富む 結合 組織 膜 上 に ある 。 中 膜 と 呼ば れる 中 間 
層 は 、 平 滑 筋 4 お よび 弾性 結合 組織 5 か ら な り 、 血 管 の 周囲 寸法 の ほとん ど を 占め る 。 外 
膜 と 呼ば れ 、 和 結合 組織 で 形成 され て いる 薄い 外層 6 は 、 血 管 を 周囲 組織 に 固定 する 。 
[0005] 
中 膜 3 は 動脈 と 静脈 で は 差異 が 認め られ 、 動脈 中 の 方 が 心臓 に よっ て 動脈 の 壁 に 加え ら 
れる 血圧 が より 高く 、 そ れ に 耐え る た め に 、 よ り 厚 く な っ て いる 。 強 抽 な 弾性 結合 組織 は 
心室 収縮 で 起こ る 血圧 と 血液 量 の 急激 な 増加 に 耐え る 十分 な 弾性 を 動脈 1 に 付与 する 。 
[0006] 
動脈 の 壁 、 と り わ け 、 そ の 壁 の 中 膜 3 が 脆弱 で ある と き 、 脆 弱 な 動脈 1 の 部 位 が 血圧 に 
よっ て 拡張 また は 膨張 する 可能 性 が あり 、 角 果 状 動脈 約 また は 小 震 性 動脈 交 と 呼ば れる 折 
Oe e7 M2) が 生じ る 可能 性 が ある 。 動脈 1 OF DAI] の 円 周 の 周り に 膨張 する 場 
A. OMSK IS ( M3) と 呼ば れる 。 脆弱 さ に よっ て 動脈 の 中 膜 に 縦 方 向 の 断 
裂 が 起 る 場合 、 そ れ は 解離 性 動脈 滋 と 呼ば れる 。 小寺 性 動脈 疹 は 脳 の 周り に 位置 する 動脈 
分 岐 9 ( 図 4 お よび 図 5 ) で み ら れ る こと が 多い 。 解離 性 動脈 交 は 胸部 大 動脈 お よび 腹部 
大 動脈 で み ら れ る こと が 多い 。 周囲 組織 に 対す る 動脈 交 の 圧力 、 と り わ け 折 動 は 痛み を 引 
き 起 こす 可能 性 が あり 、 ま た 、 組 織 の 損傷 も 引き 起こ す 場 合 が ある 。 し か し 、 動 脈 交 は 無 
症候 で ある こと が 多い 。 動脈 交 近 傍 の 血液 は 乱 流 に な っ て 血 餅 の 形成 に つなが る 可能 性 が 
あり 、 そ れ が 様々 な 身体 器官 に 運ば れる 場合 が あり 、 そ こ で 、 脳 血管 障害 、 心 筋 梗塞 、 お 
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よび 肺 血栓 症 を 含む 、 様 々 な 程度 の 損傷 を 引き 起こ す 場 合 が ある 。 HikAOMAL. MR 
が 漏出 し 始め る と 、 症 状 は 生命 を 脅かす ほど に な り 、 数 分 で 急速 に 致命 的 に な る こと が あ 
る 。 

【0007】 

静脈 で は 血圧 が 比較 的 低い た め 、 静 脈 の 「 動脈 交 」 は 存在 せ ず 、 従 っ て 、 本 発明 の 記載 
は 動脈 に 関す る が 、 有 用 で あれ ば 、 静 脈 内 で の 適用 は 本 発明 の 範囲 に 入る も の と 理解 され 
た い 。 

【0008】 

動脈 韻 の 原因 は 、 ま だ 調査 中 で ある 。 し か し 、 研 究 者 ちら に よっ て 、 動 脈 癌 に 繋が る 可能 
性 が ある 血管 の 結合 組織 の 脆弱 さと 関連 する 遺伝 子 が 識別 され た 。 ま た 、 高 脂 血 症 、 ア テ 
ロー ム 性 動脈 硬化 症 、 脂 肪 分 の 多い 常食 、 高 血圧 、 喫 煙 、 外 傷 、 特 定 の 感染 、 特 定 の 遺伝 
病 ( マル ファ ン 病 な ど ) 、 肥 満 、 お よび 運動 不足 な ど 、 動脈 痛 と 関連 する 更 な る 危険 因子 
も 識別 され た 。 他 は 健康 で 比較 的 若い 人 、 お そら く 30 代 前 半 の 人 で も 脳 動脈 交 が 発生 す 
る こと が 多く 、 多 く の 早 死 と 関連 が あっ た 。 

[0009] 

脆弱 化し て いる 動脈 壁 に 血圧 が 作用 する こと に よっ て 引き 起こ され る 動脈 の 拡張 で ある 
動脈 次 は 、 人 が 二 足 歩行 する よう に な っ て か ら 起 こっ た 。 現代 で は 、 動 脈 流 を 処置 する 多 
く の 方 法 が 提案 され て お り 、 例 えば 、 グ リー ン ・ ジ ュ ニ ア (Geene Jr.) ら は 、 米 国 特許 第 
6,165, 193 号 明細 書 で 、 サ イズ お よび 形状 が 動脈 癌 に 実質 的 に 追従 する カス タマ 
イズ され た 圧縮 性 フォ オー ムイ ンプ ラン ト を 提案 し て お り 、 そ の イン プラ ント は 、 処 置 さ れ 
る 特定 の 動脈 痛ま た は 他 の 血管 部 位 を 画像 化し 、 モ デル を 作る こと に よっ て 製造 され る 。 
この プロ セス は 、 複雑 で 高価 で ある 。 他 の 特許 は 、 ス テン ト ま た は バル ー ン な どの デバ イ 
AX OMB BAL ( ナグ ル ラ イタ ー(Naglreiter) ら 、 米 国 特許 第 6, 379,3295 
明細 書 ) 、 そ の 後 、 ス テン ト の 領域 に ヒド ロ ゲ ル を 導入 し て 欠陥 の 修復 を 試み る (ソー ニ 
— (Sawhney) ら 、 米 国 特許 第 6 , 379,373 号 明細 書 ) こ と を 開示 し て いる 。 
[0010] 
更に 他 の 特許 は 、 薬 物 ま た は 他 の 生物 活性 物質 の コー ティ ング を 有する ステ ント な どの 
デバ イス を 動脈 交 に 導入 する こと を 提案 し て いる (グレ ゴリ ー(GQregory)、 米 国 特許 第 6 
, 372,.228 号 明細 書 ) 。 他 の 方 法 に は 、 カ テー テル を 介し て 自己 硬化 性 また は 自己 
キュ ア 性 物質 を 動脈 疹 内 に 導入 する こと に より 動脈 癌 を 修復 する 試み が 挙げ られ る 。 その 
物質 が 原 位置 で キ を ユア また は 重合 し て フォ ー ム プラ グ に な る と 、 そ の プラ グ を 貫通 し て 管 
腔 を 配置 する こと に よっ て 血管 を 再 疎 通す る こと が で きる ( ヘー ステ ィング メス (Hastings) 

米国 特許 第 5, 7 2 5, 568 号 明細 書 ) 。 
[0011] 

I ORE ORRI, EERI, DREA AL, 、 ス トリ ング 、 ワ イヤ 、 ま た は 
コイ ル 状 材料 な どの デバ イス ( ブー ク (Boock)、 米 国 特 許 第 6 , 312, 421 号 明細 書 
) 、 ま た は 繊維 を 編ん だ 袋 ( グリ ー ン ハー ル (Greenhalgh)、 米 国 特許 第 6 , 3 4 6 , 1 1 
7 号 明 細 書 ) を 動脈 交 の 管 腔 に 導入 し て 動脈 交 内 の 空隙 を 充 塞 する こと を 教示 し て いる 。 
導入 され る デバ イス は 、 動脈 交 を 安定 化 ま た は 補強 する ヒド ロ ゲ ル 、 薬 物 、 ま た は 他 の 生 
物 活性 物質 を 担持 する こと が で きる ( グリ ー ン ・ ジ ュ ニ ア (Greene Jr.) ら 、 米 国 特許 第 6 
,229,.619 号 明細 書 ) 。 

[0012] 

当該 技術 分 野 で 既知 の 別 の 処置 は 、 動 脈 韻 の 腔 内 に 、 生 体 適 合 性 ポリ マー お よび 生体 適 
合 性 溶媒 を 含む 寒 栓 形成 組成 物 と 共に 白金 マイ クロ コイ ル を カテ ー テ ル で 送達 する こと を 
含む 。 留置 され た コイ ル ま た は 他 の 非 粒子 状 試 剤 は 格子 の 役割 を し 、 そ の 周り に ポリ マー 
沈殿 物 が 成長 し 、 そ れ に よっ て 血管 に 血栓 が 形成 され る と 言わ れ て いる ( エバ ンス (Evans 
) ら 、 米 国 特許 第 6, 335, 384 号 明細 書 ) 。 

[0013] 

この よう な 方 法 お よび デバ イス に は 様々 な 問題 が ある こと が 本 発明 に 関し て 理解 され て 
WS. MAI, 動脈 痛 の 処置 が 成功 すれ ば 、 イ ンプ ラン ト さ れ た どの デバ イス も 長 時 間 体 
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内 に 存在 し な けれ ば な ら ず 、 そ の た め 、 拒 絶 反応 に 対す る 耐性 が な けれ ば な ら ず 、 避 作用 
を 引き 起こ す 物 質 に 劣化 し て は な ら な い 。 白金 コイ ル は この 点 に 関し て 十分 に 満足 の いく 
も の で ある か も し れ な い が 、 白 金 コ イル は 本 質 的 に 高価 で あり 、 動脈 交 の 周り の 血液 の 拍 
動 に よっ て 、 コ イル の 移動 、 動 脈 交 の 不 完全 な 封鎖 、 ま た は 血 餅 の 細分 化 な どの 問題 が 生 
じ る 場合 が ある 。 イ ンプ ラン ト が 動脈 問 を 完全 に 閉塞 せ ず 、 動脈 痛 壁 を 効果 的 に 封鎖 し な 
い 場 合 、 拍 動 す る 血液 が イン プラ ント お よび 膨張 し た 血管 壁 の 周り で し み 出 し 、 イ ンプ ラ 
ント の 周り で 動脈 癌 の 再 形 成 を 引き 起こ す 。 

[0014] 

oO WR MLE AKOSS OXER, AMC. PMC. RE DS Ha a pe PE DS 
ある 。 

【 発明 の 開示 】 
【 発明 が 解決 し よう と する 課題 】 
【0015】 

本 発明 で 認識 され る よう に 、 先 行 す る 提案 の これ ら の 欠点 に 鑑み て 、 動 脈 痛 の 漏出 また 
は 再 形 成 を 防止 する 方 式 で 動脈 韻 を 支持 お よび 封鎖 する こと が で きる 安価 な 動脈 益 処 置 が 
必要 と され て いる 
【 課題 を 解決 する た め の 手 段 】 

[0016] 

本 発明 は 、 課 題 を 解決 する 。 安価 で 、 な お 且つ 動脈 彰 を 効果 的 に 支持 お よび 封鎖 で きる 

SMALE デバ イス お よび 方 法 を 提供 する 課題 を 解決 する 。 

[0017] 

7 OREZ RATO, ARM, WAM, ¢CUOHUELOMMRABe EME TUAE 
Z D O HRUE A EEL, COMB NA A, TYTY, Ae 
支持 で きる 第 1 の 膨張 し た 構成 か ら 第 2 OBRENKMMKBOILEMBCXS. DRLE 
1 つの 弾性 的 に 畳む こと が で きる イン プラ ント を 備え 、 第 2 の 畳 ま れ た 構成 で は 、 BD 
と が で きる イン プラ ント は 、 例 えば カテ ー テ ル の 中 に 装填 可能 で 、 愚 者 の 血管 系 内 を 通 
れる こと に よっ て 動脈 交 に 送達 可能 で ある 。 本 発明 に 従っ て 、 eur 
は 、 動 脈 交 の 管 腔 内 で 膨張 し た 構成 に 戻り 、 動 脈 交 を 支持 する よう に 、 十分 な 弾性 、 ま 
ee OO イィ イン プラ ント は 
動脈 冶 内 の 水力 が 動脈 交 壁 に イン プラ ント を 押し 当て る 傾向 を 有する よう に 構成 され る 
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0 0 1 8 】 

本 発明 の 特徴 は せ 、 グ リー ン ・ ジュニア (Creene Jr.) ら に より 記載 され る デバ イス が 意 
され て いる よう に 、 イ ンプ ラン ト 、 ま た は 複数 の イン プラ ント ( 2 つ 以 上 使用 され る 場合 
は 、 動 脈 韻 また は 他 の 血管 部 位 を 完全 に 充 寒 し て は な ら ず 、 む し ろ 、 イ ンプ ラン ト に 
好ま し く は イン プラ ント の 周り を 血液 が 通過 する よう に 、 動 脈 痛 内 に 十分 な 空間 が な けれ 
eee CE eae 人 
細胞 が イン プラ ント を 被覆 し 、 適 切な 場合 に は 、 イ ンプ ラン ト に 侵入 する こと を 助長 する 
Re a ae CLS UPAR SCE TES Ow, 

[0019] 

本 発明 の イン プラ ント は 、 動 脈 間 の 内 側 の 解剖 学 的 形態 に 正確 に 一 致す る 必要 は な く 、 
低 コ スト の 材料 か ら 製 造 可能 で ある た め 、 注 文 製 で ある 必要 は な く 、 標 準 的 な 形状 お よび 
サイ ズ の 範囲 で 提供 され 、 外科医 まほ た は 他 の 臨床 医 は それ か ら 1 つ 以 上 の 好適 な 要素 を 選 
択 す る こと が で きる 。 

{0020} 

イン プラ ント は 、 こ の よう な 線維 芽 細胞 の 移入 を 助長 する 材料 で 処理 また は 形成 され る 
こと が 更に 好ま し い 。 ま た 、 イ ンプ ラン ト は 、 そ の 三次 元 形状 お よび その サイ ズ 、 弾 性 、 
お よび 他 の 物理 的 特性 に 関し て 構成 され 、 イ ンプ ラン ト を 動脈 癌 壁 に 固定 する 疹 痕 組織 が 
結果 と し て 形成 され る こと を 促進 する よう に 化学 的 また は 生化 学 的 に 好適 に 構成 され る こ 
と も 望ま し い 。 
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[0021] 

BMEWORMBRCH. BOILEMCX4ZIVTIAIY bl, RATERS, SEUR 
開 可 能 な 部 分 と 一 体 化 し て いる ステ ム 状 の 突出 部 分 を 備え 、 略 マッ シュ ルー ム 形 、 ま た は 
ワイ ング ラス 形 と する こと が で きる 。 展 開 可 能 な 部 分 は 、 動 脈 交 の 内 壁 に 接し て 静 置 され 
、 そ れ を 支持 する こと が で きる と 同時 に 、 デ バイ ス の 挿入 お よび 位置 決め を 容易 に する た 
め 、 外科医 は 突出 部 分 を 把持 する こと が で きる 。 展開 可能 な 部 分 は 、 内 面 お よび 外面 を 備 
えて も よく 、 動脈 交 の 内 壁 と 動脈 痛 処 置 デ バイ ス の 外面 と の 間 の 血 流 を 促進 する よう に 
外面 に 隆起 と 窪み が 設け られ る 。 本 発明 の 特に 好ま し い 実 施 形 態 は 、 協 働 し て 動脈 痛 を 安 
定 化 させ る こと が で きる 1 対 の イン プラ ント を 備え る 。 こ の 目的 の た め 、1 つの イン プラ 
ント を 動脈 交 の 吾 部 に 配置 し 、 且 つ 展 開 す る 部 分 を 動脈 痛 の 中 に 展開 させ て 動脈 交 に 隣接 
する 動脈 交 壁 を 支持 する こと が で きる と 同時 に 、 も う 一 方 を 動脈 癌 内 に 配置 し 、 且 つ 展 開 
する 部 分 は 動脈 交 の 吾 部 の 反対 側 の 動脈 痛 壁 を 支持 する 。1 OOTY TIY hb lk, BUT 
ング ラス 形 と する こと が で き 、 も う 一 方 の イン プラ ント は 、 略 マッ シュ ルー ム 形 と する こ 
と が で きる 。 こ の よう な 形状 は 、 与 えら れる 情況 で 適切 に 変更 する こと が で きる 。 
[0022] 

HREM ETT A, 物理 的 構造 に 関す る 限り 、 好 まし く は 、 本 質 的 に 全て 、 ま た は 
原則 的 に 、 イ ンプ ラン ト する た め 圧 縮 さ れ て カテ ー テ ル に 挿入 する こと が で きる ポリ マー 
フォ ー ム 、 ま た は 網状 生物 耐久 性 エラ スト マー マト リッ クス な どか ら 形 成 さ れる 。 ま た 、 
イン プラ ント は 、 例 えば 、 親 水性 材料 (任意 に 、 親 水性 フォ ー ム ) で コー ティ ング され る 
こと に より 、 そ の 細 孔 表面 が 親水 性 に な る よう に コー ティ ング され て いる 疎水 性 フォ ー ム 
で 形成 する こと も で きる 。 好ま し く は 、 フ ォ ー ム 全体 が 、 フ ォ ー ム の 細 孔 全体 に この よう 
な 親水 性 コー ティ ング を 有する 。 

[002 3] 

一 実施 形態 で は 、 親 水性 材料 は 、 線 維 芽 細胞 の 増殖 を 促進 する た め 、 薬 理学 的 試 剤 、 例 
えば 、 エ ラス チン を 担持 する 。 ま た 、 薬 理学 的 試 剤 が 硬化 剤 (sclerotic agents)、 炎 症 誘 
導 剤 、 線 維 芽 細胞 の 増殖 を 促進 で きる 成長 因子 、 ま た は 遺伝 子 工学 に よる お よび ググ また は 
遺伝 学 的 作用 の ある 治療 薬 を 包含 する こと も 本 発明 の 範囲 に 入る 。 好 まし く は 、 イ ンプ ラ 
ント に よっ て 長 時 間 に わ た り 、1 種類 また は 複数 種類 の 薬理 学 的 試 剤 が 分 配 さ れる 。 KH 
明 の 実施 に 使用 する の に 好適 な 複合 フォ ー ム の 親水 相 に 、 生 物 学 的 に 活性 な 試 剤 を 組み 込 
お こと が 、 ト ム ソ ン (Thomson)、 米 国 特許 出願 公開 第 20020018884 号 明細 書 に 
記載 され て お り 、 こ れ は 下記 に 更に 完全 に 記載 され る 。 

[0024] 

別 の 態様 で は 、 本 発明 は 

a) 処置 され る 動脈 痛 を 画像 化し 、 そ の サイ ズ お よび 解 章 学 的 形態 を 決定 する 段階 、 

b ) 動脈 交 を 処置 する 際 に 使用 する 請求 項 1 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス を 選択 する 段 
階 、 お よび 

c ) MIRA MBT NTA DIRBK TV FSV A する 段階 、 
AGOMWMADOMUBAKE EETA., 

[0025] 

好ま し く は 、 本 方 法 は 、 更 に 

d ) 動脈 交 処 置 デ バイ ス を カテ ー テ ル に 装填 する 段階 

e ) 動脈 を 通し て カテ ー テ ル を 動脈 交 に 送る 段階 、 お よび 

f ) 動脈 交 処 置 デ バイ ス を 動脈 痛 内 に 位置 決め し 、 解 放す る 段階 、 

を 含む 。 
[0026] 

核 磁気 共鳴 画像 法 ( MRI ) 、 コ ンピュータ 連動 断層 撮影 (CT スキ ャ ン ) 、 造 影 剤 を 
H い た XX 線画 像 化 ま た は 超 音 波 診断 な どの 好適 な 画像 化 技術 を 使用 し て 処置 すべ き 動 脈 冶 
が 識別 され る と 、 外 科 医 は 、 和 形状 と サイ ズ の 両方 で 、 そ の 動脈 韻 に 最適 で ある と 感じ る イ 
ンプ ラン ト を 選択 する 。 1 つ 以 上 の イン プラ ント を 単独 で 使用 する こと が で きる か 、 ま た 
は 本 発明 の 動脈 冶 処 置 デ バイ ス は また 、 動 脈 の 管 腔 内 に 配置 され 、 動 脈 交 の 洞 を 被覆 する 
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o a ae 
CLR MBI TFSEAKAPAENS., TUT, ERINI つま た は 複数 の イン プラ ント 
ee A NS イン プラ ント は 、 
カテ ー テ ル に すぐ に 装填 で きる 状態 に 予め 圧縮 され た 構成 で 、 減 菌 包装 abn deeds 
で きる 。 或いは 、 イ ンプ ラン ト は 、 膨 張 し た 状態 で 、 好 まし く は 、 減 菌 包装 で 利用 可能 
es a 
る よう に イン プラ ント を 圧縮 する の に 好適 な は デバ イス を 使用 する こと が で きる 。 
[0027] 

イン プラ ント が カテ ー テ ル に 装填 され た 状態 で 、 当 該 技術 分 野 で 既知 の 任意 の 好適 な 技 
術 を 使用 し に て 、 カ テー テル は 動脈 を 通し て 、 置 され た 動脈 の 病変 部 分 に 送ら れる 。 次 いで 
、 カ テー テル を 使用 し て 、2 つ 以 上 を 使用 する 場合 に は 1 つ ず つ 、 イ ンプ ラン ト を 動脈 痛 
内 に 挿入 し 、 位 置 決 めす る 。 イ ンプ ラン ト が 圧縮 状態 で 入っ て いる カテ ー テ ル か ら 、 イ ン 

ント が 解放 され 、 膨 張 し 、 好 適 な 位置 に な る よう に 操作 され る と 、 動 脈 交 を 支持 する 
役割 を 果たす こと が で きる 。 こ の 位置 は 最終 位置 で な く て も よく 、 最 終 位 置 は 自然 の 力 に 
よる 、 特 に 血 流 に よる イン プラ ント の 移動 の 結果 と し て 達せ られ て も よい 。 
[0028] 

本 発明 、 お よび 本 発明 の 製造 お ちよ び 使 用 の 1 つ 以 上 の 実施 形態 、 並 びに 本 発明 の 実施 の 
想 到 され る 最良 の モー ド を 、 例 証 と し て 、 添 付 の 図面 を 参照 し て 、 下 記 に 詳 述 する 。 

【 発明 を 実施 する た め の 最 良 の 形態 】 
【0029】 

本 発明 は 、 動脈 交 を 原 位置 で 処置 する シス テム お よび 方 法 に 関す る 。 下記 に 詳 述 する よ 
S ye a a 
いる 1 つ 以 上 の イン プラ ント を 備え る 動脈 痛 処 置 デ バイ ス を 提供 する 。 下記 に 詳 述 する イ 
ンプ ラン ト は 、 様 々 な サイ ズ お よび 形状 に 製造 する こと が で きる 。 ABR. BAO DIK 
交 を 処置 する の に 最良 の サイ ズ お よび 形状 を 選択 する こと が で きる 。 本 発明 の 動脈 痛 処 置 
デバ イス は 、 一 度 挿入 され る と 、 動 脈 韻 の 脆弱 化し て いる 壁 に 物理 的 な 支持 を 与え 、 こ れ 
ら の 壁 に 加え られ る 脈 圧 を 低下 させ る か 、 ま た は な くす よう に 設計 され て いる 。 更に 、 本 
発明 の 動脈 閣 処 置 デ バイ ス は 、 治 癒 を 助け る た め 、 動 脈 閣 の 療 痕 形成 を 促進 する た め 、 更 
な る 損傷 を 防止 する た め 、 ま た は 処置 不全 の リス ク を 低減 する た め な どの 様々 な 処置 の た 
め 、 冒 され た 部 位 で 放出 する こと が で きる 広範 囲 の 有益 な 薬物 お よび 化学 物質 の うち 1 種 
類 以 上 を 担持 する こと が で きる 。 本 発明 の デバ イス お よび 方 法 を 使用 し て これ ら の 楽 物 お 
よび 化学 物質 を 局所 的 に 放出 する こと に より 、 そ の 全身 的 な 副作用 が 低減 する 。 

E OL 

この よう な 望ま し い ゆい 効果 は 、 図 6 に 表 さ れる イン プラ ント 1 0 の 好ま し い 実 施 形態 を 使 
i る 。 Ce a の 
エラ スト マー マト リッ クス また は 他 の 好適 な 材料 で 形成 され る 本 体 を 備え る こと が で き 、 
カテ ー テ ル を 通し て 動脈 痛 に 挿入 され る よう に 設計 で きる 。 好 まし い フ ォ ー ム は 、 膨張 し 
過ぎ て 動脈 癌 を 断裂 させ る こと な く 、 動 脈 交 内 で 膨張 し 、 動 脈 間 の 脆弱 化し て いる 壁 に 支 
持 を 提供 する 能力 が 得 ら れる よう に 選択 され る 、 圧 縮 性 で 軽量 の 材料 で ある 。 EZ, HA 
プロ セス が 起こ る ほとん どの 場合 、 イ ンプ ラン ト 10 は 、 動 脈 交 の 空間 全体 を 占め る 可能 
作 は な い が 、 イ ンプ ラン ト 1 0 が 動脈 韻 の 空間 全体 を 占め れ ば 、 治 癒 プ ロ セ ス に 必要 な 動 
脈 益 を 通る 血 流 は 停止 する 。 し か し 、 イ ンプ ラン ト 10 は 、 和 血管 の 壁 に 加え られ る 脈 圧 を 
減衰 させ 、 動脈 将 の 更 な る 損傷 お よび 漏出 の リス ク が 低減 する ほど 十分 に 大 きく な けれ ば 
な ら な い 。 

[0031] 

2 つ 以 上 の イン プラ ント を 単 一 の 動脈 冶 に 使用 し て も よい 。 動脈 痛 の 部 位 の ホス ト EIR 
の 正常 な 外側 周縁 部 の 外側 に poaa E a 
複数 の イン プラ ント の 容積 は 、 好 まし く ! 動脈 韻 の 容積 より 顕著 に 小さ く 、 例 えば 、 動 
A EA 
ント の 容積 は 、 好 まし く は 、 動 脈 交 の 内 容積 の 約 60% 以 下 、 更 に 好ま し く は 、 動 脈 間 の 
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内 容積 の 約 1 0 C 約 4 0 % で ある 。 

[0032] 

炎症 反応 が 起こ る た め に は 、 HAN OMRMSI HERS ARO, 
血 流 に 耐え られ る と 決定 する 場合 、 外 科 医 は 血 流 を 可能 に する 後述 の イン プラ ント の 実施 
形態 を 利用 する 。 し か し 、 動 脈 交 が 漏出 し て いる か 、 ま た は 人 外科医 が 動脈 痛 壁 は 薄 過 ぎ て 
血 流 に 耐え られ な いと 決定 する 場合 、 外 科 医 は 動脈 交 を 封鎖 する 実施 形態 を 選択 し て も よ 
い 。 

[0033] 

線維 芽 細 胞 お よび 他 の 細胞 の 侵入 を 支持 で きる イン プラ ント の 使用 に よっ て 、 イ ンプ ラ 
ント が いずれ 治癒 され た 動脈 韻 の 一 部 に な る こと を 可能 に する 。 ま た 、 イ ンプ ラン ト 上 に 
エラ スチ ン を コー ティ ング し 、 更 な る 血 餅 形成 方 法 を 提供 する こと が で きる 。 
[0034] 


外科 医 が 、 動 脈 痛 は 


また 、 イ ンプ ラン ト は 、 イ ンプ ラン ト の 向き 、 位 置 、 お よび 他 の 特徴 を 決定 する た め 、 
X 線 撮影 法 ま た は 超 音 濾 診 断 に よる 視認 性 の た め 、 放 射線 不 透 過 性 物質 を 含有 する こと も 
で きる 。 

[00365] 


BHO, M6 お よび 図 7 を 参照 する と 、 図 示さ れ て いる イン プラ ント 1 0 は 、 BROK 


お 
コー ティ ング され て いる 疎水 性 フォ ー ム 複合 体 で 、 ま た は 本 明細 書 に 記載 の 他 の 好適 な 材 


料 で 形成 する 
ボウ ル の よう 


と が で き 、 逆 さ の 傘 、 ま た は ボウ ル の 


に 成形 され て いる 。 イ ンプ ラン ト 1 0 は 、 


! に 直立 する 
外側 の 略 凸 


心 突 起 1 2 を 有する 
状 の 表面 1 6 に 平坦 な 


領域 1 4 を 有 し 、 内 側 の 略 凹 状 の 表面 18 を 有する 。 側壁 2 0 が 上 面 16 か ら 上 面 1 6 の 
外周 の 周り で 上 向き に 延び 、 平 坦 な 領域 1 4 から 外側 に 湾曲 し て いる 。 必要 に 応じ て 、 補 
強 リ ブ ( Mares) を 内 面 1 6 に 設け て 、 ボ ウル の 全体 的 な 弾性 を 増大 させ 、 原 位置 で 脱 
張 し て 形状 を と る 能力 を 向上 させ る こと が で きる 。 

[0036] 

本 発明 の 一 実施 形態 で は 、 突 起 1 2 の 幅 ま た は 厚 さ は 、 イ ンプ ラン ト に 構造 的 支持 を 提 
供する の に 十分 で あり 、 突起 1 2 の 遠 位 先端 を 把持 する こと に よっ て イン プラ ント 1 0 を 
効果 的 に 操作 する こと が で きる 。 こ の 目的 の た め 、 突起 1 2 は 、 側 壁 2 0 に よっ て 画定 さ 
れる 直径 の 約 1 0 て 40% の 厚 さ を 有 し て も よい 。 し か し 、 適 用 する 際 、 突起 は 、 支 持 、 
また は カテ ー テ ル 内 に 挿入 する た め に 畳む こと が で きる 能力 な どの 所 望 の 目的 に 役立つ よ 
うに 、 そ れ よ り 厚 くさ て も 、 ま た は 狭く て も よい 。 図示 され る 実施 形態 で は 、 イ ンプ ラン ト 
1 0 の 外側 表面 2 1 は 、 比 較 的 平滑 で 、 動 脈 交 の 内 璧 の 大 部 分 と 接触 する よう に 設計 され 
て いる 。 

[0037] 

必要 に 応じ て 、 イ ンプ ラン ト の 製造 後に 外側 表面 16 お よび 2 1 を 本 明細 書 に 記載 され 
る も の な どの 機能 性 試 剤 で コー ティ ング する こと が で き 、 任 意 に 、 表 面 お よび 外側 表面 に 
隣接 する フォ ー ム 細 孔 に 機能 性 試 剤 を 固定 する 補助 剤 を 使用 する こと が で き 、 こ の 場合 、 
試 剤 は 迅速 に 利用 可能 に な る 。 本 明細 書 に 記載 の フォ ー ム イン プラ ント の 細 孔 内 、 お よび 
好ま し く は 細 孔 全体 に 提供 され る 内 部 コー ティ ング と は 異な る 場合 が ある 、 こ の よう な 外 
部 コー ティ ング は 、 線維 芽 細胞 の 成長 を 促進 する フィ ブリ ン お よび ププ ま た は 他 の 試 剤 を 含 
むこ と が で きる 。 
[0038] 

図 7 に 示さ れる よう に 、 


イン プラ ント 1 0 は 、 平 面 で 見 る と 略 円 形 で ある 。 し か し 、 イ 
ンプ ラン ト 1 0 は 平面 で 任意 の 所 望 の 形状 を 有 し て も よい が 、 長 円 形 ま た は 橋 円 形 な どの 
対称 的 な 形状 が 好ま し い 。 そ れ に も 関わ ら ず 、 必 要 に 応じ て 、 六 角形 、 八 角形 、 ま た は 十 
二 角 形 な どの 多角 形 の 形状 を 使用 する こと が で きる 。 更 に 、 平 面 の 断面 形状 は 幾何 学 的 に 
規則 的 で ある 必要 は な いこ と が 分 か る で あろ う 。 例え ば 、 イ ンプ ラン ト の 主 構造 材料 と し 
て 網状 生物 耐久 性 エラ スト マー マト リッ クス 、 ポ リマ ー フ ォ ー ム 、 ま た は 同等 に 開裂 可能 
な 材料 を 使用 し 、 外 科 医 は イン プラ ント 前 に 、 必 要 に 応じ て 、 お そら く は 側壁 2 OK MR 
の 噛合 う 形 状 の 切抜き を 作る こと に よっ て 、 イ ンプ ラン ト を 動脈 交 内 の 不 規則 な 構造 に 電 


10 


20 


30 


50 


( 16) JP 2006- 521907 A 2006. 9. 28 


合 す る 形状 を と る よう に 容易 に 切り 整え る こと が で きる 。 

[0039] 
図 8 に 表 さ れる 本 発明 の 代替 の 実施 形態 で は 、 イ ンプ ラン ト 2 2 は ワイ ング ラス に よく 
似 た 形状 で ある 。 よ り 上 具体 的 に は 、 イ ンプ ラン ト 1 4 は 、 実質 的 に 平坦 な 基部 2 4 、 カ ラ 
ム 2 6 、 お よび ボウ ル 2 8 を 備え る 。 基部 2 4 は 、 任 意 の 幾何 学 的 形状 を 有する こと が で 
き 、 図 示さ れる 本 発明 の 実施 形態 で は 、 基 部 2 4 は 円 形 で ある 。 カ ラム 2 6 は 、 基 部 2 4 
の 中 心から 突出 し 、 基 部 2 4 と 一 体 に な っ て いる 。 カ ラム 2 6 の 側壁 3 0 は 、 真 直ぐ と す 
る こと が で きる か 、 ま た は 好ま し い 実 施 形態 に お ける よう に 、 僅 か な 凹面 を 有する 。 ボウ 
ル 2 8 は 、 基 部 2 4 か ら 最 も 遠い 端 部 で カラ ム 2 6 に 接合 し 、 そ れ と 一 体 に な っ て いる 。 
ボウ ル 2 8 は 丸い 底部 3 2 を 有 し 、 側 璧 3 4 が 丸い 底部 3 2 か ら 上 向き に 延び 、 側 壁 が ボ 
ウル 2 8 内 の 空隙 3 6 を 画定 し て いる 。 カ ラム 2 6 は 、 実 質 的 に 底部 3 2 の 中 心 で ボウ ル 
2 8 に 接続 し て いる 。 

[0040] 
M6 RINE CHB RCH. MRS 4, MHS 4 MMROBRKEBATSEDIL HA 
い 底 部 32 OF He kT. MKOHS 21k, MIATA MRM AST IO CeEHVSE 
同時 に 、 BARRA CHOU 出さ れる 圧力 に 適応 する 手段 を 提供 する こと が で きる 。 例え ば 、 
HMB 内 の 圧力 を 動脈 癌 の 用 部 の 方 に 向け る 代わ り に 、 側 璧 3 4 の 凹 状 の 形状 は 、 頸 部 
の 近傍 の 動脈 洋 の 内 壁 の 形状 に 近似 し これ ら の 壁 に か か る 圧力 を 軽減 する の に 役立つ 。 
更に 、 ボ ウル 2 8 内 に 向け られ る 圧力 は 、 壁 46 の 内 面 47 の 方 に それ る 。 

[0041] 

イン プラ ント 2 2 の 各部 位 は 、 特 定 の 目的 に 役立つ こ 。 ボ ウル 2 8 ADRAC CRASNA, 
動脈 間 壁 に 支持 を 提供 する 。 カラ ム 3 0 は 、 動 脈 間 の 有 筆 部 に 支持 を 提供 する 。 基 部 2 4 は 
、 動脈 痛 の 外側 で 置 さ れ て いる 動脈 の 管 腔 内 に 留まる こと が で き 、 イ ンプ ラン ト 2 2 を 所 
定 の 位置 に 保持 する の に 役立つ 。 更 に 、 イ ンプ ラン ト 2 2 の 幾つ か の 変形 で は 、 必 要 に 応 
じ て 、 基 部 2 4 を 動脈 交 の 洞 お よび 取 囲 ん で いる 動脈 壁 に 接し て 配置 する こと が で き 、 動 
脈 間 を 封鎖 する の に 役立つ 。 

[0042] 

イン プラ ント 1 0 お よび 2 2 は 、 低 コス ト の 材料 で 容易 に 形成 する こと が で き 、 従 っ て 
異な る サイ ズ お よび 形状 の 範囲 また た は キッ ト で 提供 する こと が で き 、 外 科 医 は 特定 の 処 
置 に 使用 する た め 、 そ れ か ら 1 つ 以 上 を 選択 する 。 グ リー ン (Greene) ら の 教示 の 場合 の よ 
うに 、 イ ンプ ラン ト を 製造 する 前 に 動脈 痛 の 地図 を 作成 する 必要 は な い 。 複数 の サイ ズ ( 
例え ば 、2 ~1 0 の 異な る サイ ズ ) 、 お よび 、 お そら くま た 異な る 形状 (例え ば 、1 OD 
上 の 特定 の サイ ズ の 2 ~6 の 異な る 形状 ) を 有する この よう な キッ ト は 、 あ る 範囲 の 状態 
に 役立つ こと が で き 、 ま た 、 救 急 処 置 に 使用 する の に 特に 価値 が ある 。 

[0043] 

外科 医 は 、 前 述 の イン プラ ント を 処置 され る 特定 の 動脈 韻 に 単独 で 、 ま た は 1 つ 以 上 の 
他 の イン プラ ント と 組み 合わ せ て イン プラ ント する こと が で きる 。 核 磁気 共鳴 画像 法 ( M 
RI), 、 コ ンピュータ 連動 断層 撮影 (CT スキ ャ ン ) 、 造 影 剤 を 用 いた X 線 画像 化 ま た は 
超 音 波 診 断 な どの 好適 な 画像 技術 を 使用 し て 動脈 次 を 識別 する と 、 外 科 医 は 、 形 状 と サイ 
ズ の 両方 で 、 そ の 動脈 痛 に 最適 で ある と 感じ る イン プラ ント また は デバ イス を 選択 する 。 
次 いで 、 選 択 さ れ た 1 つの イン プラ ント また は 複数 の イン プラ ント を 圧縮 状態 で 血管 内 カ 
テー テル に 装填 する 。 イ ンプ ラン ト は 、 カ テー テル に 装填 され る 、 予 め 圧 縮 さ れ た イン プ 
ラン ト を 収容 する 滅菌 包装 で 販売 する こと が で きる 。 或いは 、 イ ンプ ラン ト は 脱 張 し た 状 
態 で 減 菌 包装 で 販売 する こと が で き 、 イ ンプ ラン ト の 現場 の 外科 医 は 、 カ テー テル に 装填 
まぐ のだめ の め イツ デラ ント を eee or IT ACMA DY Se MA, また は ググ ュ ー ド な ど 
) を 使用 する こと が で きる 。 


イン プラ ント を カテ ー テ ル に 装填 する と 、 そ の 後 、 当 該 技術 分 野 で 通常 の 技術 の いずれ 
か を 使用 し 、 動 脈 を 通し て 、 カ テー テル を 置 さ れ て いる 動脈 の 疾患 部 分 に 進め る 。 その後 
カテ ー テ ル を 使用 し て 、 イ ンプ ラン ト を 動脈 痛 内 に 挿入 し 、 位 置 決 めす る 。 イ ンプ ラン 
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ト は 圧縮 状態 か ら 解 放さ れる と 、 膨 張 し 、 動 脈 痛 を 安定 化す る こと が で きる 。 
( 


図 9 を 参照 する と 、 イ ンプ ラン ト 1 0 お よび 2 2 lk, NRMUBMRAT 内 に 位置 し て いる 
の が 分 か る 。 こ の 実施 例 で は 、 外 科 医 は イン プラ ント 1 0 & HRAT OFMM2 3 か ら 最 も 
遠 位 の 動脈 痛 壁 に 接し た 状態 で 、 お よび イン プラ ント 1 2 R2 3 の 部 位 に 、 洞 か ら 下 
の 動脈 に 延び 出る 状態 で イン プラ ント し て いる 。 

[0046] 
原 位 置 で 適切 に 配置 され る と 、 本 発明 の 教示 に 従っ つて 、 イ ンプ ラン ト 1 0 お よび 12 は 
、 動脈 痛 内 の 血液 の 脈 圧 か ら 動 脈 交 壁 を 直ぐ に 保護 する こと が で きる が 、 さ も な けれ ば 、 
既に 膨張 し て いる 動脈 痛 壁 の 特に 脆弱 化し て いる 部 分 に 負担 が か か り 、 そ の 結果 、 動 脈 交 
が 破局 的 な 破裂 に 至る 場合 が ある 。 壁 が この よう に 保護 され る 間 、 イ ンプ ラン ト 1 0 お よ 
び 1 2 (任意 に その イン プラ ント 、 ま た は 各 イ ンプ ラン ト 上 に 担持 され る 1 種類 以上 の 薬 
理学 的 試 剤 を 含む ) が 存在 する と 、 線 維 芽 細胞 の 増殖 、 イ ンプ ラン ト の 周り に お ける 痕 痕 
組織 の 成長 、 お よび 動脈 冶 の 最終 的 な 固定 が 促進 され る 。 

[0047] 

イン プラ ント は 、 好 まし く は 、 そ れ ぞ れ 動 脈 痛 自 体 よ り 実 質 的 に 小さ く 、 軽 量 で あり 、 
比較 的 柔軟 で 、 原 位置 で その 形状 を 維持 する の に 十分 な だ け の 弾性 を 有する こと が で きる 
た め 、 イ ンプ ラン ト が イン プラ ント 術中 に また は 後 で 動脈 交 を 破裂 させ た り 、 ま た は さも 
な けれ ば 更に 悪化 させ る リス ク は 低い 。 


レッ 


SN 


イン プラ ント 1 0 お よび イン プラ ント 2 2 は 組み 合わ せ て 使用 する こと が で き 、 イ ンプ 
ラン ト 1 0 の 突起 1 2 は 、 イ ンプ ラン ト 2 2 の 空隙 3 6 の 内 側 に 少な く と も 部 分 的 に 培 合 
する こと が で きる 。 或 い は 、 図 9 に 表 さ れる よう に 、 イ ンプ ラン ト 1 0 は 、 イ ンプ ラン ト 
10 と イン プラ ント 2 2 と の 間 に 接 触 が 全く また は ほとん ど な い 状態 で 、 イ ンプ ラン ト 2 
2 上 に 位置 する こと が で きる 。 

【 


或いは 、 図 1 0 に 表 さ れる よう に 、 イ ンプ ラン ト は 、 動 脈 将 の 妥 部 2 3 が 実質 的 に シー 
ス 38 の 中 央 の 下 で 中 央 に 位置 し 、 動 脈 痛 へ の 血 流 が 遮断 され る よう に 動脈 痛 壁 に 適用 さ 
れる 、 ボ スト ン ・ サ イエ ン テ ィ イフ ィ ッ ク 社 に より 供給 され る よう な 、 半 円 形 に 区 分 され た 
シー ス 3 8 と 組み 合わ せ て 、 記 載 さ れ て いる 。 或いは 、 動 脈 交 へ の 血 流 が 可能 に な る よう 
YAS 8 SAAT SLED CSS y 
050] 
1 
| 


1 に 表 さ れる 本 発明 の 更に 別 の 代替 の 実施 形態 で は 、 イ ンプ ラン ト 1 1 0 お よび 1 


2 は 、 リ ブ 状 の 外面 を 有 し 、 リ ブ 1 40 間 の 谷 部 は 、 低 圧 血 流 の た め の チ ャ ネル 1 4 2 
提供 する 。 更に 、 リ ブ の 形成 に よっ て 、 イ ンプ ラン ト 1 1 0 お よび 1 2 2 の 壁 が 補強 さ 
る 


この よう な リプ 状 の イン プラ ント は 、 部 分 的 に また は 全部 、 フ ォ ー ム 以外 の 材料 で 製造 
eet る 。 例え ば 、 傘 の よう に 、 リ ブ は 、 中 心 の スト ラッ ト か ら 放 射 状 に 広がり 
こ 向 か っ て 屈曲 可能 な 支持 ロッ ド で 形成 する こと が で き 、 リ ブ 間 の 領域 は 可 握 性 シ 

a リブ は 、 ウ ェ ブ の 内 側 あ っ て も 、 ま た は 外側 に 
っ て も よい 。 

[0052] 

ここ で 、 図 1 2 を 参照 する と 、 イ ンプ ラン ト 210 は 図 6 に 表 さ れる イン プラ ント 1 0 
に 類似 し て いる が 、 底 面 2 1 8 の 湾曲 が 側壁 2 2 0 の 湾曲 と 連続 する よう に 、 底 面 2 1 8 
は 丸く な っ て いる と いう こと が 異な る 。 底面 21 8 お よび 側壁 2 2 0 は 、 実 質 的 に 半球 状 
の 形状 を 形成 する こと が で きる 。 

[0053] 

イン プラ ント 1 0 お よび 2 1 0 は 、 そ の 外面 20、220 が それ ぞ れ 、 動 脈 痛 1 ON 
と 接触 する よう に 設計 され て いる i 心 突起 1 2 212, WIRE RHEL. BEV 
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HBR kKoCMASHNSE HAE AMFSIOULMPCSS, 更に 、 既 に 挿入 され カテ ー テ ル 
か ら 解 放さ れ た イン プラ ント 1 0 、2 1 0 を 更に 位置 決め する た め 、 外 科 医 は 突起 1 2 、 
2 12 を 使用 する こと が で きる 。 

【0054】 
図 1 3 に 表 さ れる 本 発明 の 実施 形態 は 、 リ ブ 状 の 支持 部 材 間 に 開放 し た 空間 が ある 財 格 
構造 を 有する 。 動脈 立 に 挿入 され る と 、 リ ブ 1 4 0 は 動脈 交 壁 を 支持 する こと が で き 、 必 
要 に 応じ て 、1 種類 以上 の 薬理 学 的 試 剤 を 放出 し て も よい 。 リ ブ 間 に ある 1 4 2 の よう な 
空間 は 、 血 液 が 動脈 痛 を 通 流す る こと を 可能 に する 。 

[0055] 
図 1 ARINE REOR HERET, MHS 34 DARE ÉRTÉK., WÆE3 4 
6 は 丸い 底部 3 3 2 か ら 真 直ぐ 上 に 延び て いる 。 こ の 実施 形態 で は 、 側 壁 3 3 4 は 、 動 脈 
痛 の 内 面 に 接し て 静 置 する こと が で きる 。 図 1 5 に 表 さ れる 更に 別 の 実施 形態 で は 、 丸 い 
底部 4 3 2 は 、 図 8 お よび 1 4 に 表 さ れる も の より も 鋭角 で な い 湾 曲 を 有する 。 本 発明 の 
この 実施 形態 で は 、 側 壁 は な い 。 し か し 、 人 側壁 が 丸い 底部 4 3 2 か ら 上 方 に 延び 、 必 要 に 
応じ て 、 動 脈 疹 壁 を 更に 支持 で きる こと が 想 到 され る 。 

[0056] 
図 1 6 お よび 1 7 の 実施 形態 は 、 底 部 552 、 高 さ 554、 お よび 上 部 区 分 5 6 が 全て 
一 体 に 形成 され て いる 、 弾 丸 形 の イン サー ト 550 を 表し て いる 。 EMEA, Rokk 
ころ の ある 形状 、 平 坦 な 形状 、 ま た は 好ま し い 実 施 形態 に お ける よう に 、 実 質 的 に 滴 曲 し 
て いる 形状 な どの 任意 の 形状 を 有する こと が で きる 。 イ ンプ ラン ト 550 の 側壁 を 構成 す 
る 高 さ 5 5 4 は 、 比 較 的 真直 ぐ で 、 底 部 552 は 、 丸 い 形 状 、 和 失っ た と ころ の ある 形状 、 
また は 好ま し い 実 施 形 態 に お ける よう に 、 比 較 的 平坦 な 形状 な どの 任意 の 形状 を 有する こ 
と が で きる 。 イ ンプ ラン ト 550 の 底面 図 で ある 図 1 7 は 、 イ ンプ ラン トト 5 5.0 中 で 作ら 
れる 薄 片 558 を 示す 。 落 片 558 は 、 イ ンプ ラン ト 560 の 区 分 60 を 作り 出す 。 こ れ 
ら の 区 分 56 0 に よっ て イン プラ ント 550 の 表面 積 が 増大 し 、 動 脈 交 お よび 血液 は 添加 
され る 化学 試 剤 と より 多く 接触 し 、 イ ンプ ラン ト 550 は 膨張 する 時 、 動 脈 痛 の 形状 に 更 
に 良好 に 追従 する こと が で きる 。 

[0057] 

M1 8 に 表 さ れる 類似 の 実施 形態 で は 、 イ ンプ ラン ト 650 の 区 分 660 は 、 そ れ ら の 
間 に 空 間 6 6 2 を 有 し 、 タ コ の 触 腕 ま た は スパ ゲッ ティ に 類似 し て いる 。 
[0058] 
図 19 は 、 イ ンプ ラン ト 750 を 表し 、 上 部 756 お よび 底部 752 部 分 は 実質 的 に 
実 で あり 、 側壁 は 細い スト リッ プ 7 60 を 備え る 。 イ ンプ ラン ト 7 5 0 の 2 つの 実施 形態 
を 表す 図 2 0 お よび 2 1 に 表 さ れる よう に 、 イ ンプ ラン ト 7 50 の 断面 は 、 中 空 7 6 2 と 
する こと が で き 、 人 側壁 スト リッ プ 7 6 0 は 、 ち ょ うど 、 イ ンプ ラン ト 7 50 の 外周 に ある 
( 図 2 0 ) 。 或いは 、 図 2 1 に 表 さ れる よう に 、 線 20-20 に 沿っ て 見 られ る 断面 は 、 
イン プラ ント 7 5 0 の 実質 的 に 全 断 面 を 占め る スト リッ プ 86 0 で 構成 する こと が で きる 
【0059】 
図 2 2 は 、 本 明細 書 の 他 の 部 分 で 記載 され る よう な 、 好 適 な 多孔 質 エ ラス トマ ー 材 料 で 
形成 され る 略 管状 の イン プラ ント 9 30 を 示し 、 イ ンプ ラン ト 9 3 0 の 全体 的 な 圧縮 性 が 
向上 する よう に 内 部 が くり 抜か れ て いる 正 円 柱 の 形態 で ある 外側 形態 9 3 2 を 有 し 、 端 部 
が 開放 し て いる 中 空 容積 9 3 4 を 有する が 、 こ れ は 正 円 柱 で あっ て も 、 ま た は 他 の 任意 の 
所 望 の 形状 で あっ て も よい 。 

[0060] 
図 2 3 は 、 ブ ライ ンド の 中 空 容積 9 3 8 を 有する 、 弾 丸 状 の イン プラ ント 9 3 6 を 表し 
て いる 。 図 2 4 は 、 テ ー パ の 付い た 円 鈴 台 の イン プラ ント 9 40 を 表し て お り 、 こ れ は 章 
部 が 開放 し て いる 中 空 容積 9 42 を 有する 。 イ ンプ ラン ト 936 お よび 940 は 、 イ ンプ 
ラン ト 9 SB ONG CaO. 3 つの インフ プラ シンド ト 980。.9.96 、 お よび 9 4 0 は 全 
て 、 円 形 、 正 方 形 、 長 方 形 、 お よび 多角 形 な どの 、 任 意 の 所 望 の 外部 また は 内 部 断面 形状 
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を 有 し て も よい 。 可能 性 が ある 他 の 形状 を 後述 する 。 或 い は 、 イ ンプ ラン ト 9 30, 9 3 
6 お よび 9 4 0 は 、「 中 実 」 で あっ て も よく 、 前 述 の 外部 形状 の いずれ か を 有 し 、 多 孔 質 
材料 で 全体 が 構成 され 、 巨 視 的 な スケ ー ル で の 中 空 の 内 部 が 欠如 し て いて も よい 。 望ま し 
く は 、 ど も 中 空 の 内 部 も 閉鎖 し て お ら ず 、 巨 視 的 に 流体 の 進入 に 対し て 開放 し て いる 、 即 
ち 、 流 体 は イン プラ ント 構造 の 巨視 的 内 部 、 例 えば ま 、 空洞 9 3 4 、9 38、 ま た は 9 4 

こ 直 接 ア クセ ス で き 、 ま た 、 細 孔 網目 構造 を 通し て イン プラ ント の 中 に 移動 で きる 
[0061] 

イン プラ ント 922 の 外側 周縁 部 は 、 十 分 平滑 で ある よう に 示さ れ て いる が 、 所 望 の 目 
WOR MIL, EV 複雑 な 形状 、 例 えば 、 波 形 を 有する こと が で きる 。 テ ー パ の 付い た また 
は 弾丸 形 の 外側 プロ ファ イル は 、 と り わ け 、 意 図 さ れる イン プラ ント 群 の 大 部 分 が 既に 標 
的 部 位 に 送達 され た 後に 到着 する 後 の イ ンプ ラン ト の 送達 を 容易 に する 場合 が あり 、 新 し 
く 到 着 す る イン プラ ント の 収容 に 抵抗 する 場合 が ある こと が 想 到 され る 。 こ の 目的 の た め 

イン プラ ント の テー パ の つい た 端 部 また は 弾丸 端 部 を 導入 器 中 で 遠 位 方 向 に 向け 、 動 脈 
韻 の 容積 中 に イン プラ ント が 受容 され る こと を 容易 に する こと が で きる 。 
[0062] 

空洞 9 3 4 、9 3 8 、 お よび 9 4 2 の 相対 的 な 容積 は 、 圧 縮 性 が 向上 する と 同時 に 、 イ 
ンプ ラン ト 9 30、936、 お よび 940 が 血 流 に 抵抗 する こと を 依然 と し て 可能 に する 
よう に 選択 され る 。 こ の よう に 、 中 空 容積 は 、 各 イン プラ ント 容積 の 任意 の 好適 な 割合 、 
例え ば 、 約 1 0 て 約 9 0 % の 範囲 を 構成 する こと が で き 、 他 の 有用 な 容積 は 、 約 20~^ 約 
5 0 % の 範囲 で ある 。 
【0063】 

成形 され た イン プラ ント の 個々 の も の は 、 円 柱 、 円 氏 、 円 雛 台 、 弾 丸 形 、 環 形 、C 字 形 

S 字形 、 渦 巻き 、 螺 旋 、 球 状 、 長 円 形 、 エ リプ ソイ ド 、 多 角形 、 星 状 、 こ れ ら の 2 つ 以 
上 の 複合 また は 組合 せ 、 お よび 当 業 者 に は 明らか で ある よう な 、 好 適 な 場合 が ある 他 の こ 
MNO II OWN 
有する こと が で きる 。 好ま し い 中 空 の 実施 形態 は 、 流 体 が イン プラ ント の バル ク 構 成 の 内 
oe ee RA GAN 
Rik. 添付 の 図面 の 図 8 よび 図 1 0 て 図 2 1 を 参照 し 、 ま た は それ に 示さ れる よう に 記載 
する こと が で きる 。 成形 され た イン プラ ント の 更に 他 の 可能 な 実施 形態 は 、 原 位置 で イン 
プラ ント が 占有 する 容積 に 対し て 、 圧 縮 時 に 更に コン パク ト な 構成 を 提供 する よう に 、 折 
り た た お む お 、 コ イル 状 に する 、 テ ー パ を 付け る 、 ま た は 中 空 に する こと な ど に よる 前 記 の 構 
成 の 変更 を 含む 。 中 実 ま た は 中 空 で 、 円 柱 、 弾 丸 状 、 お よび テー パ の 付い た 形状 な どの 比 
較 的 単純 な 細長 い 形 状 を 有する イン プラ ント は 、 本 発明 の 実施 に 特に 有用 で ある と 想 到 さ 


S 


れる 。 
【0064】 
血管 障害 を 処置 する た め に 使用 され る 、 占 有する イン プラ ント 群 の 個々 の イン プラ ント 


は 、 別 の も の と 同一 の も の に する こと が で きる か 、 ま た は 異な る かま た は 異な る サイ ズ 
また は その 両方 を 有 し て も よい 。 必要 に 応じ て 、 標 的 の 容積 内 に 良好 に 充填 され る よう 
TE a es a 
よい 。 
【0065】 
好都合 に は 、 成形 さ れ た イン プラ ント は 、 必 要 に 応じ て 、 前 述 の 材料 化学 的 性 質 お よび 
微細 構造 を 有する 多孔 質 の エラ スト マー イン プラ ント を 含む こと が で きる 。 
【0066】 
本 発明 は 、 ま た 、 動 脈 交 ま た は 他 の 標的 部 位 を 処置 する た め 、 例 えば 、 約 2 ~ 約 1 00 
の 範囲 、 ま た は 約 4 C 約 3 0 の 範囲 の 多数 の イン プラ ント を 使用 する こと を 含む お 。 イ ンプ 
ント 9 30、936 お よび 940、 ま た は 本 明細 書 に 記載 の 他 の イン プラ ント を この 目 
的 に 使用 し て も よい 。 
[0067] 
本 発明 の 特定 の 実施 形態 は 、 圧 縮 性 も あり 回 復 時 に 弾性 を 示す 、 網 状 生物 耐久 性 
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トマ ー 製 品 を 含み 、 こ れ に は 様々 な 用 途 が あり 、 例 証 と し て 、 動 脈 痛 制 御 、 動 静脈 奇形 、 
動脈 血栓 形成 、 若 し く は 他 の 血管 異常 な どの 血管 奇形 の 管理 に 、 ま た は 薬学 的 に 活性 な 試 
pe ae 例え ば 、 薬物 送達 な ど に 使用 する こと が で きる 。 そ の た め 、 本 明細 書 で 
使用 する 場合 、「 血管 奇形 」 の 用 語 に は 、 以 下 に 限定 され な い が 、 動脈 交 、 動 静脈 奇形 、 
動脈 血栓 形成 、 お よび 他 の 血管 異常 が 包含 され る 。 他 の 実施 形態 は 、 カ テー テル 、 内 視 鏡 
、 関 節 鏡 、 腹 腔 鏡 、 勝 腕 鏡 、 シ リン ジ 、 ま た は 他 の 好適 な 送達 デバ イス を 介し た 生体 内 送 
達 の た め の 網 状 生 物 耐 久 性 エラ スト マー 製品 を 包含 し 、 長 期間 、 例 えば 、 少 な く と も 2 9 
日 間 、 満 足 に イン プラ ント で きる か 、 ま た は さも な けれ ば 生活 組織 お よび 流体 に 曜 露 する 
こと が で きる 。 

[0068] 

本 発明 に より 認識 され る よう に 、 生 体内 の 患者 の 部 位 に 、 例 えば 、 ヒ ト の 愚者 の 部 位 に 
送達 する こと が で き 、 ホ スト に 害 を 与え る こと な く 、 長 期間 その 部 位 を 占有 する こと が で 
きる 、 無 害 で イン プラ ント 可能 な デバ イス が 医学 で 必要 と され て いる 。 一 実施 形態 で は 
この よう な イン プラ ント 可能 な デバ イス は また 、 最終 的 に 組織 と 一 体 化 され る 、 例 えば 
組織 が 内 方 成長 (ingrown) す る こと が で きる 。 長い 間 、 様 々 な イン プラ ント が 、 生 物 学 的 
に 活性 な 試 剤 の 局所 的 原 位 置 送達 に 有用 な 可能 性 が ある と 考え られ て きた が 、 更 に 最近 で 
は 、 大 脳 お よび 腹部 大 動脈 の 動脈 交 、 動 静脈 奇形 、 動 脈 血 栓 形成 、 ま た は 他 の 血管 異常 な 
どの 生命 を 脅かす 可能 性 が ある 症状 を 含む 、 血 管内 症状 の 制御 に 有用 で ある と 想 到 され て 
いる 。 

【0069】 

例え ば 、 人 任意 に 、 更 な る 抵抗 に よっ て 引き 起こ され る 圧力 低下 に より 血 流 を 減少 させ 、 
任意 に 、 血 餅 形成 に 繋が る 即時 の トロ ン ビ ン 反 応 を 引き 起こ し 、 最 終 的 に 線維 増 多 に 繋が 
る こと が で きる 、 即 ち 、 血 管 奇 形 お よび 血管 奇形 に 配置 され て いる イン プラ ント 可能 な 
バイ ス の 気泡 空間 へ の 自然 な 細胞 の 内 方 成長 (ingrowth) お よび 増殖 を 可能 に し 、 促 進 し 、 
生物 学 的 に 健全 で 、 有 効 且 つ 持 続 す る 方 式 で この よう な 特徴 を 安定 化し 、 お そら く は 封鎖 
する 、 イ ンプ ラン ト 可能 な シス テム を 有する こと が 望ま し い 。 

[0070] 

どの 特定 の 理論 に も 裏付け られ な い が 、 好 適 に 成形 され た 網状 エラ スト マー マト リッ ク 
ス で は 、 原 位置 で 、 拍 動 性 血圧 な どの 流体 力学 に よっ て 、 例 えば 、 エ ラス トマ ー マ ト リッ 
クス が その 部 位 の 周縁 部 、 即 ち 壁 の 近く に 移動 する 場合 が ある と 考え られ る 。 網状 エラ ス 
トマ ー マ ト リッ クス は 、 体 液 が 通過 する 導管 ( 例え ば 、 管 腔 また は 血管 ) 内 に 配置 され る 
と 、 ま た は 導管 に 運ば れる と 、 そ れ は 血液 な どの 体液 の 流れ に 対す る 即時 の 抵抗 を 提供 す 
る 。 こ れ は 、 炎症 反 応 、 お よび 血栓 反応 に よる 血 餅 の 形成 に 繋が る 活 固 カス ケー ド の 活性 
化 に 関連 が ある 。 そ の た め 、 イ ンプ ラン ト 可 能 な デバ イス の 表面 に よっ て 局部 的 乱 流 お よ 
び よ ど み 点 が 発生 し 、 血 小 板 活性 化 、 凝 固 、 ト ロン ビン 形成 お よび 血液 の 血 餅 形成 に 繋が 
る 場合 が ある 。 

COO Ty 

一 実施 形態 で は , 線維 芽 細胞 な どの 細胞 実体 お よび 組織 は 、 綱 状 エ ラス トマ ー マ ト リッ 
クス 内 に 侵入 し 、 成 長 す る こと が で きる 。 や が て 、 こ の よう な 内 方 成長 は 、 挿 入 さ れ た 網 
状 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス の 内 部 細 孔 お よび 間隙 内 に 延び る こと が で きる 。 最終 的 に 
エラ スト マー マト リッ クス は 、 そ の 部 位 ま た は その 中 の 気泡 空間 を 占有 する こと が で きる 
塊 を 提供 する 、 増殖 する 細胞 の 内 方 成長 で 実質 的 に 充填 され る 可能 性 が ある 。 内 方 成長 可 
能 な 組織 の 種類 に は 、 以 下 に 限定 され な い が 、 線 維 組 織 お よび 内 皮 組 織 が 挙げ られ る 。 
[0072] 

別 の 実施 形態 で は 、 イ ンプ ラン ト 可 能 な デバ イス また は デバ イス シス テム は 、 部 位 全体 

部 位 境界 全体 、 ま た は 露出 面 の 一 部 に 細胞 の 内 方 成長 お よび 増殖 を 引き 起こ し 、 そ れ に 
よっ て 、 部位 を 封鎖 する 。 長い 間 に 、 和 組織 の 内 方 成長 か ら 生 じ る この 誘発 され た 線維 血管 
実体 に よっ て 、 イ ンプ ラン ト 可能 な デバ イス を 導管 に 組み 込む こと が で きる 。 組織 内 方 成 
長 は 、 イ ンプ ラン ト 可能 な デバ イス が 長い 間 に 移 動 す る こと に 対す る 非常 に 有効 な 抵抗 と 
な る 可能 性 が ある 。 こ れ は 、 ま た 、 動 脈 交 ま た は 他 の 標的 部 位 の 再 疎 通 を 防止 する 場合 が 
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ある 。 別 の 実施 形態 で は 、 組 織 内 方 成長 は 、 持 続 し 、 無 害 な 可能 性 が ある 、 お よび また 
は 機械 的 に 安定 な 可能 性 が ある 療 痕 組織 で ある 。 別 の 実施 形態 で は 、 時 間 が 経過 する と 、 
例え ば 、2 週間 か ら 3 ヶ 月 、1 年 まで 、 イ ンプ ラン ト さ れ た 綱 状 エラ スト マー マト リッ ク 
ス は 、 組 織 、 線 維 組 織 、 療 痕 組 織 な ど に よっ て 完全 に 充 塞 され る 、 お よび ノノ ま た は 被 包 化 
され る 。 

[0073] 

イン プラ ント 可能 な デバ イス の 特徴 、 そ の 機能 、 並 びに 、 導管 、 管 腔 、 お よび 体腔 と の 
相互 作用 は 、 前 述 の よう に 、 多 く の 動 静脈 奇形 (「 AVM」) また は 他 の 血管 尋常 の 処置 
に 有用 な 可能 性 が ある 。 これ ら は 、AVM、 栄 養 補 給 お よび 排出 静脈 の 異常 、 動 静脈 着 、 
例え ば 、 大 動静 脈 接続 の 異常 、 腹 部 大 動脈 韻 エ ンド グラ フト エン ドリ ー ク (abdominal aor 
tic aneurysm endograft endoleaks)( 例え ば 、 エ ンド グラ フト 愚者 に お ける 1I I 型 エ ン 
ドリ ー ク の 発現 と 関連 する 下 腸 間 膜 動脈 お よび 腰 動脈 ) が 挙げ られ る 。 

[0074] 

RE の た め 、 網 状 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス は 、 標 的 部 位 の 
壁 と 、 動 脈 間 を 処置 する た め に 挿入 され る グラ フト 要素 と の 間 に 配 置く され る 。 典型 的 に 
、 動 脈 間 の 処置 に Ce ee よっ て 部 分 
的 に 取 囲 まれ 、 こ れ は 、 動 脈 間 が 再 形成 し 得る また は 第 2 の 動脈 韻 が 形成 し 得る 部 位 を 提 
供する 場合 が ある 。 幾つ か の 場合 、 動 脈 韻 を 処置 する た め に グラ フト が イン プラ ント され 
た 後 で も 、 望 まし く な い 閉 塞 、 流 体 の 閉じ 込め 、 ま た は 流体 貯留 が 起こ る 場合 が あり 、 そ 
れ に よっ て 、 イ ンプ ラン ト さ れ た グラ フト の 効能 が 低下 する 。 ど の 特定 の 理論 に も 裏付け 
られ な い が 、 本 明細 記載 され る よう に 、 本 発明 の 網状 エラ スト マー マト リッ クス を 使 
qH す る こと に よっ て 、 こ の よう な 閉塞 、 流 体 の 閉じ 込め 、 ま た は 流体 貯留 を 回 避 す る こと 
が で き 、 処 置 さ れ た 部 位 は 、 線 維 組 織 お よび ノ ま た は 内 皮 組 織 を 含む 組織 が 完全 に 内 方 成 
長 し 、 ON NE A S 
IN で は 、 イ ンプ ラン ト 可能 な デバ イス は 、 線 維 被 包 化 に よっ て 固定 され る 場合 

が あり 、 そ の 部 位 は 、 更 に 、 幾 分 、 永 久 に 封鎖 され る 場合 が ある 。 

[0075] 

一 実施 形態 で は 、 患 者 は 、 デ バイ スシ ステ ム が 存在 する 標的 の 腔 また は 他 の 部 位 へ の 入 
口内 で 画定 され る 容積 に 対し て 、 本 質 的 に 、 お よび 、 ひ と り で に 、 デ バイ スシ ステ ム が 存 
在 す る 標的 の 腔 また は 他 の 部 位 を 完全 に 充 塞 し な い イ ンプ ラン ト 可能 な デバ イス また は デ 
バイ スシ ステ ム を 使用 し て 処置 され る 。 一 実施 形態 で は 、 イ ンプ ラン ト 可能 な デバ イス ま 
た は デバ イス シス テム は 、 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス 細 有 孔 が 生物 学 的 流体 また は 組織 で 占 
有 さ れ た 後 で さえ 、 イ ンプ ラン トシ ステ ム が 存在 する 標的 の 腔 また は 他 の 部 位 を 完全 に 
充填 し な い 。 別 の 実施 形態 で は 、 原 位置 で 完全 に 膨張 し た イン プラ ント 可能 な デバ イス ま 
た は デバ イス シス テム の 容積 は 、 そ の 部 位 の 容積 より 少な く と も 5 % 小 さく 、 更 に は 1 0 
% 小さ い 。 別 の 実施 形態 で は 、 原 位置 で 完全 に 膨張 し た イン プラ ント 可能 な デバ イス また 
a ステ ム の 容積 は 、 そ の 部 位 の 容積 より 少な く と も 15% 小 さい 。 別 の 実施 形 

で は 、 原 位置 で 完全 に 膨張 し た イン プラ ント 可能 な デバ イス また は デバ イス シス テム の 
EAE 
oes 

イン ント 可能 な デバ イス また は デバ イス シス テム は 、 腔 の 中 心 位置 を 占有 する 1 つ 
on と も 2 つの エラ スト マー マト リッ クス を 備え て も よい 。 イ ンプ ラン ト 可能 な 
TIA AD RAS NAY AS Ak, OA a sve ie ae BS asec つ 以 上 の エラ スト 
マー マト リッ クス を 備え て も よい 。 別 の 実施 形態 で は 、 イ ンプ ラン ト 可 能 な デバ イス また 
は デパ バイ スシ スム . 健 、. 同 携 必 で お ちく - ほ ター トド ROI つ 以 上 の エラ スト マー ダマ ト リサ リッ 
クス を 具備 する 。 別 の 実施 形態 で は 、 イ ンプ ラン ト 部 位 で 好適 な 流体 力学 に よっ て 補助 さ 
れる 、 こ の よう な エラ スト マー マト リッ クス は 、 移動 し 、 腔 の 壁 に 隣接 し て 位置 する 。 
[0077] 

成形 お よび サイ ズ 決 め に は 、 当 業者 に 既知 の 画像 化 ま た は 他 の 技術 で 決定 され る よう な 

特定 の 患者 の 特定 の 処置 部 位 に イン プラ ント 可能 な デバ イス を 合わ せる た め 注 文 式 の 成 
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形 お よび サイ ズ 決 め を 挙げ る こと が で きる 。 特に 、1 つま た は 少な く と も 2 つ で 、 BEL 
く な い 腔 、 例 えば 、 血 管 奇形 を 処置 する た め の イ ンプ ラン ト 可能 な デバ イス シス テム を 構 
成す る 。 

[0078] 

ここ で 、 イ ンプ ラン ト の 製造 に 好適 な 幾つ か の 材料 を 記載 する 。 本 発明 で 有用 な イン プ 
ラン ト ま た は 好適 な 疎水 性 骨格 は 、 生 物 部 位 に 送達 され た 後 、 そ の 形状 を 回 復 す る よう な 
弾性 圧縮 性 を 有する 生物 耐久 性 ポリ マー で 形成 され る 多孔 質 綱 状 ポ リマ ー マ ト リッ クス を 
備え る 。 本 発明 の エラ スト マー マト リッ クス の 構造 、 形 態 お よび 特性 は 、 異 な る 機能 また 
は 治療 に 使用 する た め 、 出 発 材 料 お よび ノ ま た は 処理 条件 を 変え る こと に より 、 広 範囲 の 
性 能 で 作製 する また は 調製 する こと が で きる 。 

【0079】 

多孔 質 生物 耐久 性 エラ スト マー マト リッ クス は 、 そ の 徴 細 構 造 ま た は 内 部 構造 が 、 堅 竹 
な 構造 を 構成 する スト ラッ ト ま た は 交差 の 構成 に よっ て 結合 され て いる 内 部 接続 され た 開 
放 細 孔 を 備え る た め 、 網 状 で ある と 考え られ る 。 相互 接続 され た 連続 的 な 気泡 相 は 、 網状 
構造 の 主 な 特徴 で ある 。 

【0080】 

イン プラ ント 用 の 好ま し い 骨 格 材 料 は 、 十 分 且つ 必要 な 液体 透過 性 を 有 し 、 そ の た め 血 
液 ま た は 他 の 適切 な 体液 が イン プラ ント の 内 面 に アク セス で きる よう に 選択 され て いる 多 
孔 質 で 網状 の 構造 を 有 し 、 任 意 に 、 意 図 さ れる イン プラ ント 期間 中 、 薬 物 を 担持 し て も よ 
い 。 こ れ は 、 薬学 的 に 活性 な 試 剤 (例え ば 、 薬 物 ま た は 生物 学 的 に 有用 な 物質 ) が 溶出 す 
る よう に 、 マ トリ ックス 全体 お よび マト リッ クス 内 部 へ の 流体 アク セス を 提供 する 流体 通 
路 ま た は 流体 透過 性 を 形成 する 内 部 接続 され た 網状 の 開放 細 孔 が 存在 する た め に 生じ る 。 
この よう な 物質 は 、 任 意 に 、 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス の 内 面 に 直接 また は コー ティ ング 
に よっ て 固定 され て も よい 。 本 発明 の 一 実施 形態 で は 、 イ ンプ ラン ト の 制御 可能 な 特性 は 
、 意 図 さ れる イン プラ ント 期間 一 定 速 度 の 薬物 放出 を 促進 する よう に 選択 され る 。 ま 
た 、 通 路 は 、 可 能 に する よう に 十分 調節 され て も よい 。 

[0081] 

前 述 の 要件 を 満た す 様 々 な 材料 の いずれ か を 使用 し て も よい 。 好ましい フォ ー ム また は 
他 の 多孔 質 材 料 は 、 原 位置 に お ける 構造 安定 性 、 送 達 さ れる 薬物 を 維持 する 能力 に 関し て 

高 液体 透過 性 に 関し て 、 お よび 、 圭 内 で 圧縮 前 の 形状 お よび サイ ズ を 実質 的 に 回 復 す る 
能力 に 関し て 選択 され た 圧縮 性 で 軽量 の 材料 で あり 、 適 切な 物質 が 装填 され る と 、 血 液 ま 
た は 他 の 流体 の 中 に 放出 され 得る 生物 試 剤 の 貯蔵 器 と な る 。 好適 な 物質 を 更に 後述 する 。 
[0082] 

本 発明 に よる イン プラ ント を 製造 する の に 好ま し い フ ォ ー ム また は 疎水 性 網状 お よび 多 
孔 質 ポリ マー マト リク ス 材 料 は 、 可 択 性 で 、 回 復 時 に 弾性 が だ が あり 、 そ の た め イ ンプ ラン ト 
が 圧縮 され 、 そ の 圧縮 力 が 解放 され る と 実質 的 に 元 の サイ ズ お よび 形状 に 、 ま た は それ に 
向かっ て 回 復 す る こと を 可能 に する 圧縮 性 の 材料 で ある 。 例え ば 、 イ ンプ ラン ト は 、 生 体 
内 送達 の た め 、 周囲 条件 ( 例え ば 、2 5 で C) で 紅 緩 し た 構成 、 ま た は サイ ズ お よび 形状 か 
ら 、 圧 縮 さ れれ た サイ ズ お よび 形状 に 圧縮 され 、 圭 ま た は 他 の 好適 な 体内 部 位 に 挿入 する た 
め の 導 入 器 具 に 了 合 する こと が で きる 。 或いは 、 イ ンプ ラン ト は 、 圧 縮 さ れ た 構成 で 、 例 
Ald, 包装 、 好 まし く は 滅菌 包装 に 収容 され て 、 イ ンプ ラン ト 術 を 実施 する 医療 従事 者 に 
供給 され て も よい 。 イ ンプ ラン ト の 製造 に 使用 され る エラ スト マー マト リッ クス の 弾性 に 
よっ て 、 導 入 器 具 内 で 圧縮 され た 状態 か ら イ ンプ ラン ト 部 位 で 解放 され た 後 、 原 位置 に お 
ける 有効 サイ ズ お よび 構成 に 回 復 す る 。 有効 サイ ズ お よび 形状 、 ま た は 構成 は 、 原 位置 に 
お ける 回 復 の 後 、 元 の サイ ズ お よび 形状 に 実質 的 に 類似 し た も の に な る こと が で きる 。 
[0083] 

好ま し い 骨 格 は 、 意 図 さ れる イン プラ ント 期間 、 意 図 さ れる 生物 環境 に 耐え る 十分 な 構 
造 的 一 体 性 お よび 耐久 性 を 有する 網状 で 相互 接続 され た 多孔 質 ポ リマ ーー 材料 で ある 。 構造 
お よび 耐久 性 の た め 、 少なくとも 部 分 的 に 疎水 性 で ある ポリ マー 骨格 材料 が 好ま し い が 、 
本 明細 書 に 記載 の 要件 を 満た す 場 合 、 他 の 材料 を 使用 し て も よい 。 有 用 な 材料 は 、 圧 縮 す 
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る こと が で き 、 実 質 的 に 圧縮 前 の 状態 に 弾性 回 復 で きる と いう 点 で 、 好 まし く は エラ スト 
マー で ある 。 例え ば 、 織 布 若 し く は 不織布 、 ま た は 様々 な 形態 の 微細 構造 要素 の 網目 構造 
複合 体 な ど 、 生 物流 体 が イン プラ ント の 内 部 全体 に 容易 に アク セス する こと を 可能 に する 
代替 の 多孔 質 ポ リマ ー 材 料 を 使用 し て も よい 。 
[0084] 
部 分 的 に 疎水 性 の 骨格 は 、 好 まし く は 、 意 図 さ れる イン プラ ント 期間 、 十 分 な 生物 耐久 
性 を 有 し 、 イ ンプ ラン ト が 生物 環境 で イン プラ ント 期間 中 に 構造 的 一 体 性 を 失わ な いよ う 
に 選択 され る 材料 で 構成 され る 。 骨格 を 形成 する 生物 耐久 性 エラ スト マー マト リッ クス は 
、 あ る 期間 に わた る 薬学 的 に 活性 な 試 剤 (例え ば 、 薬 物 ま た は 他 の 生物 学 的 に 有用 な 物質 
) の 制御 放出 また は 溶出 な どの 、 イ ンプ ラン ト 可 能 な デバ イス の 使用 に 比例 し た 期間 、 生 
物 環 境 お よび ノ ま た は 身体 応力 に 明 露 され た と き 、 破 壊 、 分 解 、 侵 食 の 顕著 な 徴候 、 ま た 
は その 使用 に 関す る 機械 的 特性 の 顕 閉 な 低下 を 示さ な い 。 HRB BCA, MEO SH 
間 は 、 少 な く と も 2 9 日 で ある と 理解 され る 。 こ の 尺度 は 、 フ ラグ メン ト 、 例 えば 、 不 必 
要 な 組織 反応 を 引き 起こ す な ど の 望ま し く な い 効 果 を 有する 可能 性 が ある フラ グ メ ント に 
分 
( 


解 ま た は 劣化 する 場合 が ある 骨格 材料 を 回 避 す る こと が 意図 され て いる 。 

0085】 

本 発明 の イン プラ ント の 製造 に 使用 され る 多孔 質 網 状 ポ リマ ー マ ト リッ クス の 好ま し く 
は 連続 的 で 相互 接続 され て いる 気泡 相 は 、 い ずれ か の 任意 の 内 部 細 孔 表面 コー ティ ング ま 
た は 積層 が 施さ れる 前 、 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス の 間隙 が 提供 する 容積 に 対し て 、 エ ラ 
スト マー マト リッ クス の 容積 の 5 0 % し か 構成 し な く て も よい 。 一 実施 形態 で は 、 今 、 規 
定 さ れ た よう に 、 気 泡 相 の 容積 は 、 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス の 容積 の 約 7 O~MI 9 % 
で ある 。 別 の 実施 形態 で は 、 気 泡 相 の 容積 は せ 、 エラストマー マト リッ クス の 容積 の 約 8 0 
~ 約 9 8 % で ある 。 別 の 実施 形態 で は 、 気 泡 相 の 容積 は エラストマー マト リッ クス の 容 
積 の 約 9 0 て 約 9 8 % で ある 。 

[0086] 

本 明細 書 で 使用 する 場合 、 細 孔 が 球状 また は 実質 的 に 球状 で ある と き 、 そ の 最大 横断 寸 
法 は 、 細 孔 の 直径 に 等 し い 。 細 孔 が 非 球状 、 例 えば 、 エ リプ ソイ ド ま た は 四面 体 で ある と 
き 、 そ の 最大 横断 寸法 は 、 細 孔 内 の 一 細 孔 表面 か ら 別 の 細 孔 表面 まで の 最大 距離 、 例 えば 
、 エ リプ ソイ ド 細 孔 で は 主軸 長 さ 、 ま た は 四面 体 細 孔 で は 最長 の 辺 の 長 さ に 等 し い 。 4 
者 に つい て は 、 平 均 セ ル 直 径 (ミク ロン 単位 ) か ら 細 孔 頻 度 を 日 常 的 に 推定 する こと が で 
きる 。 

[0087] 

一 実施 形態 で は 、 本 発明 の イン プラ ント の 製造 に 使用 され る 多孔 質 綱 状 ポ リマ ー マ ト リ 
ックス は 、 十 分 な 流体 透過 性 を 提供 し 、 細 孔 の 平均 直径 また は 他 の 最大 横断 寸法 は 、 約 5 
Oum~W8 00 um 即ち 、 直 線 で 1 インチ 当り 細 孔 約 300~ て 25 個 ) 、 好 まし く は 
100um~500um( Wb, ERTI イン チ 当 り 細 孔 約 150~ て 35 個 )、 最 も 好ま 
し く は 2 00 um~400 um( 即ち 、 直 線 で 1 TY F MV MALNWS8O0O~40 fh) で ある 
【0088】 

一 実施 形態 で は 、 本 発明 の 骨格 部 分 の 製造 に 使用 され る エラ スト マー マト リッ クス は 、 
ヒト の 体内 に イン プラ ント する た め に 圧縮 され た 後 、 少 な く と も 一 寸法 で 実質 的 な 回 復 ( 
例え ば 、 引 緩 し た 構成 の サイ ズ の 少な く と も 約 5 0 % ま で の 回 復 ) を 可能 に する の に 十分 
な 弾性 、 例 えば 、 低 圧縮 永久 歪 ( 例え ば 2 5 C ど また は 3 7 で における) 、 並 びに 、 マ トリ 
ックス を 薬学 的 に 活性 な 試 剤 (例え ば 、 薬 物 ) の 制御 放出 、 お よび 他 の 医療 用 途 に 使用 す 
る の に 十分 な 強度 お よび 通 流 を 有する 。 別 の 実施 形態 で は 、 本 発明 の エラ スト マー マト リ 
ックス は 、 ヒ ト の 体内 に イン プラ ント する た め に 圧縮 され た 後 、 少 な く と も 一 寸法 で 、 池 
緩 し た 構成 の サイ ズ の 少な く と も 約 6 0 % ま で の 回 復 を 可能 に する 十分 な 弾性 を 有する 。 
別 の 実施 形態 で は 、 本 発明 の エラ スト マー マト リッ クス は 、 ヒ ト の 体内 に イン プラ ント す 
る た め に 圧縮 され た 後 、 少 な く と も 一 寸法 で 、 紅 緩 し た 構成 の サイ ズ の 少な く と も 約 9 0 
% ま で の 回 復 を 可能 に する 十分 な 弾性 を 有する 。 
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[0089] 

一 実施 形態 で は 、 本 発明 の イン プラ ント の 製造 に 使用 され る 多孔 質 綱 状 ポ ボリ マー マト リ 
ックス は 、 他 の 特性 と 一 致す る 任意 の 好適 な 加 密 度 ( 比重 と し て も 知ら れる ) を 有する 。 
例え ば 、 一 実施 形態 で は 、 高 密度 は 、 約 0 .005^- 約 0O.15g/ プ cc( 約 0.31^ 約 
9 .4 ポン ド ググ 立方 フィ ー ト ) 、 好 まし く は 約 0 .015 ~ 約 0 .115g グ cc( 約 0.9 
3 と 約 7 .2 ポン ド / 立 方 フィ ー ト ) 、 最 も 好ま し く は 約 0 .02 4 一 約 0 .104g Ye 
c ( 約 1.5 約 6 .5 ポン ド グ 立 方 フィ ー ト ) で あっ て よい 。 

【0090】 

網状 エラ スト マー マト リッ クス は 、 片 また は 粒子 に 断裂 、 破 壊 、 破 砕 、 細 分 化 、 ま た は 
さも な けれ ば 有 崩壊 、 細 断 す る か 、 ま た は さも な けれ ば 、 そ の 構造 的 一 体 性 を 失う こと な く 

意図 され る 適用 の 間 に 、 お よび 必要 と され る また は 所 望 さ れる 場合 が ある 後 処理 段階 の 
間 に 、 通 常 の 手 に よる 取扱 いま た は 機械 に よる 取扱 い に 耐 える こと が で きる よう に 、 十 分 
な 引張 強度 を 有する 。 出発 材料 の 引張 強度 は 、 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス の 製造 また は 他 
の 処理 に 干渉 する ほど 高く て は な ら な い 。 そ の た め 、 例 えば 、 一 実施 形態 で は 、 本 発明 の 
イン プラ ント の 製造 に 使用 され る 多孔 質 綱 状 ポ ボ ポリマー マト リッ クス の 引戸 強度 は 、 約 7 0 
0 と 約 52 , 500kg ン ノン m2( 約 1 て 約 75p si ) で あっ て よい 。 別 の 実施 形態 で は 
エラ スト マー マト リッ クス の 引張 強度 は 、 約 7 00~ 約 2 1 , 000kg / グ m2 ( 約 1 
ご 約 3 0 p si ) で あっ て よい 。 ま た 、 十 分 な 極限 引張 伸び も 望ま し い 。 例 えば 、 別 の 実 
施 形態 で は 、 網 状 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス の 極限 引張 伸び は 、 少 な く と も 約 1 0 0 %~ て 
少な く と も 約 5 0 0 % で ある 。 

[0091] 

一 実施 形態 で は 、 本 発明 の イン プラ ント の 製造 に 使用 され る 網状 エラ スト マー マト リッ 
クス の 圧縮 強度 は 、5 0 % の 圧縮 歪 で 約 700~- 約 140,.000kg グ m2( 約 1~ 約 
200psi ) で ある 。 別 の 実施 形態 で は 、 網 状 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス の 圧縮 強度 は 
、7 5 % の 圧縮 歪 で 約 7, 000^ 約 210,.000kg ン ンプ m2( 約 10 て 約 300ps 
i) で ある 。 

【0092】 

別 の 実施 形態 で は 、 本 発明 の イン プラ ント の 製造 に 使用 され る 網状 エラ スト マー マト リ 
ックス の 圧縮 永久 歪 は 、 約 2 5 で で その 厚 さ の 5 0 % に 圧縮 され る と き 、 約 3 0 % 以 下 で 
HS, 別 の 実施 形態 で は 、 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス の 圧縮 永久 歪 は 、 約 2 0 % 以下 で あ 
る 。 別 の 実施 形態 で は 、 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス の 圧縮 永久 歪 は 、 約 1 0 % 以下 で ある 
。 別 の 実施 形態 で は 、 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス の 圧縮 永久 歪 は 、 約 5 % 以下 で ある 。 
(009 3} 

別 の 実施 形態 で は 、 本 発明 の イン プラ ント の 製造 に 使用 され る 網状 エラ スト マー マト リ 
ックス の 引張 強度 は 、 約 0 .1 8 て 約 1 .7 8 kg / ノ 直線 cm( 約 1 ~ 約 1 0 ポン ド / ノ 直線 

ンチ ) で ある 。 
【0094】 

概ね 、 本 発明 の イン プラ ント の 製造 に 使用 され る 、 ま た は 、 本 発明 の 実施 に お いて イン 
プラ ント 用 の 骨格 材料 と し て 使用 され る 、 好 適 な 多孔 質 生物 耐久 性 網状 エラ スト マー 部 分 
ee CD 本 明細 書 に 
NN RB LEA CX. 且つ 十 分 な 
生物 耐久 性 の 合理 的 な 期待 値 を 提供 する よう oo oo i 
エラ スト マー を 含む 。 

【0095】 

様々 な 網状 疎水 性 ポリ ウレ タン フォ ー ム が この 目的 に 好適 で ある 。 一 実施 形態 で は 、 本 
発明 の 多孔 質 エ ラス トマ ー の 構造 材料 は 、 合 成 ポ リマ ー、 と り わ け 、 し か し 排他 的 で は な 
ODS, 生物 学 的 劣化 に 対す る 耐性 が ある エラ スト マー ポリ マー、 例 えば 、 ポ リカ ー ボ ネー 
ト ポ リ ウレ タン 、 ポ リエ ー テ ルポ リウ レタ ン 、 お よび ポリ カー ボネ ー ト ポリ シロ キサ ン な 
ど で あ る 。 こ の よう な エラ スト マー は 、 概 ね 疎水 性 で ある が 、 本 発明 に 従っ て 、 低 疎水 性 
また は 幾 分 親水 性 の 表面 を 有する よう に 処理 され て も よい 。 別 の 実施 形態 で は 、 こ の よう 
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ZIZA X-k., WRKM EK URAOMKHEORMEATSESIRMaErSnNeeeEeEW., 
【0096】 

本 発明 は 、 イ ンプ ラン ト す る た め 、 イ ンプ ラン ト ま た は 材料 を 製造 する た め 、 網 状 化 可 
能 な 多孔 質 生物 耐久 性 エラ スト マー 部 分 疎水 性 ポリ マー 骨格 材料 を 使用 する こと が で きる 
。 更に 詳細 に は 、 一 実施 形態 で は 、 本 発明 は 、 重 合 、 架 橋 、 お よび 発泡 、 そ れ に よっ て 細 
孔 を 形成 し た 後 、 フ ォ ー ム を 網状 化し て 網状 化 可 能 な 生物 耐久 性 エラ スト マー 製品 を 提供 
する こと に より 、 ポ リカ ー ボ ネー ト ポリ オー ル 成 分 お よび イソ シア ナー ト 成 分 を 含む 、 生 
物 耐久 性 エラ スト マー ポリ ウレ タン マト リッ クス を 提供 する 。 製品 は 、 ポ リカ ー ボ ネー ト 
ポリ ウレ タン と 称 さ れ 、 例 えば 、 ポ リカ ー ボ ネー ト ポリ オー ル 成 分 の ヒド ロキ シル 基 お よ 
び イ ソ シ ア ナ ー ト 成分 の イソ シア ナー ト 基 か ら 生 成 さ れる ウレ タン 基 を 含む お ポリ マー で あ 
る 。 こ の 実施 形態 で は 、 プ ロ セ ス は 、 制御 され た 化学 を 使用 し て 、 良 好 な 生物 耐久 性 を 有 
する 網状 エラ スト マー 製品 を 提供 する 。 フ ォ ー ム 製品 は 、 そ の 中 で 生物 学 的 に 望ま し く な 
いま た は 有害 な 構成 要素 が 回 避 さ れる 化学 を 使用 する 。 

[0097] 

一 実施 形態 で は 、 多孔 質 生物 耐久 性 網状 エラ スト マー 部 分 疎水 性 ポリ マー マト リッ クス 
の 出発 材料 は 、 少 な く と も 1 種類 の ポリ オー ル 成 分 を 含有 する 。 こ の 用 途 の 目的 で は 、「 
ポリ オー ル 成 分 」 の 用 語 は 、 平 均 、1 分 子 当 り 約 2 個 の ヒド ロキ シル 基 を 含む 分 子 、 即ち 
、 二 官能 性 ポリ オー ル ま た は ジオ ー ル 、 並 びに 、 平 均 、1 分 子 当 り 約 2 個 よ り 多 く の ヒ ド 
ロキ シル 基 を 含む 分 子 、 即 ち 、 ポ リオ ー ル また は 多 官 能 性 ポリ オー ル を 包含 する 。 例示 的 


な ポリ オー ル は 、 平均 、1 分 子 当り 約 2 一 約 5 個 の ヒド ロキ シル 基 を 含む お こと が で きる 。 
一 実施 形態 で は 、 本 プロ セス は 一 出発 材料 と し て 二 官 能 性 ポリ オー ル 成 分 を 使用 する 。 こ 


の 実施 形態 で は 、 ジ オー ル の ヒド ロキ シル 基 官 能 価 は 約 2 で ある 。 別 の 実施 形態 で は 、 ソ 
フト セグ メン ト は 、 概 ね 、 典 型 的 に は 約 1 , 000~ 約 6 , 000 ダ ルト ン の 比較 的 低 分 
子 量 を 有する ポリ オー ル 成 分 か ら 構 成 さ れる 。 そ の た め 、 こ れ ら の ポリ オー ル は 、 概 ね 、 
液体 また は 低 融 点 固 体 で ある 。 こ の ソフ ト セ グ メ ント ポリ オー ル は 、 一 級 ま た は 二 級 の ヒ 
ドロ キシ ル 基 で 終端 を な す 。 
{009 8 } 

好適 な ポリ オー ル 成 分 の 例 に は 、 ポ リエ ー テ ルポ リオ ー ル 、 ポ リエ ステ ルポ リオ ー ル 、 
ポリ カー ボネ ー ト ポリ オー ル 、 須 化 水素 ポリ オー ル 、 ポ リ シ ロ キサ ン ポ リオ ー ル 、 ポ リ ( 
エー テル - c o ステル ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( エー テル - c o ー ボ ネー ト ) ポリ オ 
ー ル 、 ポ リ ( =z ルー co 炭化 水素 ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( エー テル - c o シロ キサ 
ンジ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( エス テル - © OS カー ボネ ー ト ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( エス テル - 
c o- RIEKER) ポリ オー ル 、 ポ リ ( エス テル ーco- シ ロキ サン ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( 
カー ボネ ー ト - co- 炭 化 水素 ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( カ ー ボ ネー ト - co- シロ キサ ン ) 
ポリ オー ル 、 ポ リ ( 有 炭 化 水素 - co- シロ キサ ン ) ポリ オー ル 、 ま た は これ ら の 混合 物 が 
ある 。 
{0099 } 

ポリ シロ キサ ン ポ リオ ー ル は 、 例 えば 、 ジ メチ ル シ ロ キサ ン 、 ジ フェ ニル シロ キサ ン 、 
また は メチ ルフ ェ エニ ル シ ロ キサ ン の よう な アル キル お よび ププ また は アリ ー ル 置換 シロ キサ 
ン な どの オリ ゴマ ー で あり 、 ヒ ドロ キシ ル 末 端 基 を 含む 。 1 分 子 当 り の ヒド ロキ シル 基 の 
平均 数 が 2 個 よ り 多 い ポ リ シ ロ キサ ン ポ リオ ー ル (例え ば 、 ポ リ シ ロ キサ ント リオ ー ル ) 
は 、 ポ リ シ ロ キサ ン ポ リオ ー ル 成分 の 調製 に 、 例 えば 、 メ チル ヒド ロキ シメ チル シロ キサ 
ン を 使用 し て 製造 する こと が で きる 。 
[0100] 

特定 の 種類 の ポリ オー ル は 、 も ちろ ん 、 単 一 の モノ マー 単位 か ら 生 成 さ れる も の に 限定 
する 必要 は な い 。 例 えば 、 ポ リエ ー テ ル タ イ プ の ポリ オー ル は 、 エ チレ ン オ キシ ド と プロ 
ピレン オキ シド と の 混合 物 か ら 生 成す る こと が で きる 。 更に 、 別 の 実施 形態 で は 、 コ ポリ 
ー ま た は コ ポ リ オ ー ル は 、 当 業者 に 既知 の 方 法 に より 、 前 記 の ポリ オー ル の いずれ か か 
生成 する こと が で きる 。 そ の た め 、 以 下 の 二 元 系 成分 ポリ オー ルコ ポリ マー を 使用 する 
と が で きる 。 ポ リ ( エーテル - co- エス テル ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( エー テル - c o - 
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カー ボネ ー ト ) ポリ オー ル 、 SSF テル - ceo- 炭化 水素 ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( エー 
テル ー co- シロ キサ ン ) ポリ オー ポリ ( エス テル - c o- カー ボネ ー ト ) ポリ オー 
ル 、 ポ リ ( エス テル - co - k eee ee wes ポリ ( エス テル - c o- シロ キサ ン 
) ポリ オー ル 、 ポ リ ( ee wel o- RikKR) ポリ オー ル 、 ポ リ ( カーボ ネー ト 


ー- co- シロ キサ ン ) ポリ オー ル 、 お よび ポリ (炭化 水素 = co- シロ キサ ン ) ポリ オー 
ル 。 例え ば 、 ポ リ ( エー テル - co- エス テル ) ポリ オー ル は 、 エ チレ ング リコ ー ル アジ 
ペー ト を 含む ポリ エス テル の 単位 と 、 エ チレ ン オ キシ ド か ら 生 成 さ れる ポリ エー テル の 単 
位 を 共 重 合 さ せ て 生成 する こと が で きる 。 別 の 実施 形態 で は 、 コ ポリ マー は 、 ポ リ ( エー 
テル - co- カーボ ネー ト ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( エー テル - co - 炭化 水素 ) ポリ オー ル 
ポリ (エー テル - co - シロ キサ ン ) ポリ オー ル 、 ポ リル カー ポ ネ ー ト ーc@-=- 炭 背水 
素 ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( カー ボネ ー ト - co- シ ロキ サン ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( 炭化 水素 
-co- シロ キサ ン ) ポリ オー ル 、 ま た は これ ら の 混合 物 で ある 。 別 の 実施 形態 で は 、 コ 
ポリ マー は 、 ポ リ ( カ ー ボ ネー ト - CO - RIEKA) ポリ オー ル 、 ポ リ ( カーボ ネー ト - 
co- シロ キサ ン ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( 有 炭化 水素 - co- シロ キサ ン ) ポリ オー ル 、 ま た 
は これ ら の 混合 物 で ある 。 別 の 実施 形態 で は 、 コ ポリ マー は 、 ポ リ ( カ ー ボ ネー ト - co 
- 炭化 水素 ) ポリ オー ル で ある 。 例え ば 、 ポ リ ( カー ボネ ー ト -co- 上 炭化 水素 ) ポリ オ 
ー ル は 、1 , 6- へ ヘキサン ジオール 、1 4- FRY YAH Ws PEO RALKBRS ATO 
ポリ オー ル を カー ボネ ー ト と 一 緒 に 重合 させ る こと に よっ て 生成 で きる 。 
[0101] 
更に 、 別 の 実施 形態 で は 、 本 発明 の エラ スト マー マト リッ クス 中 に ポリ オー ル お よび コ 
ポリ オー ル の 混合 物 、 混 和 物 、 お よび ノ プ ま た は ブレ ンド を 使用 する こと が で きる 。 別 の 実 
施 形 態 で は 、 ポ リオ ー ル の 分 子 量 は 様々 で ある 。 別 の 実施 形態 で は 、 ポ リオ ー ル の 官能 価 
は 様々 で ある 。 
[0102] 

一 実施 形態 で は 、 多孔 質 生 物 耐久 性 網状 エラ スト マー 部 分 疎水 性 ポリ マー マト リッ クス 
の 出発 材料 は 、 い わ ゆ る 「 ハー ド セ グ メン ト 」 を 提供 する た め 、 少 な く と も 1 種類 の イソ 
シア ナー ト 成 分 、 お よび 任意 に 、 少 な く と も 1 種類 の 鎖 延 長 剤 成分 を 含有 する 。 こ の 用 途 
の 目的 で は 、「 イソ シア ナー ト 成 分 」 の 用 語 は 、 平 均 、1 分 子 当 り 約 2 個 の イソ シア ナー 
ト 基 を 含む 分 子 、 並 びに 、 平均 、1 分 子 当 り 約 2 個 よ り 多 く の イ ソ シ ア ナ ー ト 基 を 含む 分 
子 を 包含 する 。 イ ソ シ ア ナ ー ト 成分 の イソ シア ナー ト 基 は 、 他 の 原料 の 反応 性 水素 基 と 、 
例え ば 、 ヒ ドロ キシ ル 基 中 の 酸素 に 結合 し て いる 水素 と 、 お よび ポリ オー ル 成 分 の アミ ン 
基 中 の 窒素 に 結合 し て いる 水素 、 鎖 延長 剤 、 架 橋 剤 、 お よび また は 水 と 反応 性 が ある 。 
[0103] 

一 実施 形態 で は 、 イ ソ シ ア ナ ー ト 成分 中 、1 分 子 当 り の イソ シア ナー ト 基 の 平均 数 は 
W2 CHS, 別 の 実施 形態 で は イジ ツジ シテ ナート 成分 中 ae a i 活 
の 平均 数 は 、 約 2 より 大 きい 。 

【0104】 
当 業 者 に 周知 の 量 で ある 、 イ ソ シ ア ナ ー ト 指数 は 、 反 応 に 利用 可能 な 配合 物 中 の イソ シ 
アナ ー ト 基 の 数 と 、 そ れ ら の イソ シア ナー ト 基 と 反応 で きる 配合 物 中 の 基 ( 例え ば 、 ジ オ 

ー ル 、 ポ リオ ー ル 成分 、 鎖 延長 剤 、 お よび 水 ( 存在 する 場合 ) の 反応 基 ) の 数 と の モル 比 

aa. 一 実施 形態 で は 、 イ ソ シ ア ナ ー ト 指数 は 、 約 0 .9 て 約 1 .1 で ある 。 別 の 実施 形 

で は 、 イ ソ シ ア ナ ー ト 指数 は 、 約 0 .9 て 約 1 .0 2 CHS, a は 、 イ ジン 
アナ ー ト 指数 は 、 約 0 .9 8 て 約 1 .0 2 で ある 。 別 の 実施 形態 で は 、 イ ソ シ ア ナ ー ト 指数 
は 、 約 0 .9 ~ 約 1 .0 CHS. 別 の 実施 形態 で は 、 a eee 約 0 .9 ~ #9 
0 .9 8 で ある 。 
[0105] 
エラ スト マー ポリ ウレ タン は 、 ハ ー ド セグメント を 10>~7 0 重量 %、 好 まし く は ハー 
ド セ グ メン ト を 15 有 ~35 重 量 % 含 有 し て も よく 、 ソ フト セグ メン ト を 30・^~8 5 重量 % 
好ま し く は ソフ ト セ グ メ ント を 50<80 重 量 % 含 有 し て も よい 。 
[0106] 
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例示 的 な ジイ ソ シ ア ナ ー ト に は 、 脂肪 族 ジ イソ シア ナー ト 、 芳香 族 基 を 含む お イソ シア ナ 
ー ト 、 い わ ゆ る 「 芳香 族 ジ イソ シア ナー ト 」、 お よび これ ら の 混合 物 が 挙げ られ る 。 脂肪 
族 ジ イソ シア ナー ト に は 、。、 テ トド ラメ スチ レン ジイ ソ シ ア ナ ー ト 、 シ クロ ヘキサ ンー 1 , 2 テ 
イソ シア ナー ト 、 シ クロ へ キサ ンー- 1 , 4- ジイ ソ シ ア ナ ー ト 、 へ キサ メチ レン ジイ ソ 
ァ ナ ー ト 、 イ ソ ホ ロン ジイ ソ シ ア ナ ー ト 、 メ チレ ン - ビ ス -(p- シク ロ ヘ へ ヘキシル イソ 
アナ ー ト ) (「 H1 2 MDI 」) 、 お よび これ ら の 混合 物 が 挙げ られ る 。 芳香 族 ジ イソ 
アナ ー ト に は 、p- フェニ レン ジイ ソ シ ア ナ ー ト 、4 , 4 '- ジ フェ ニル メタ ンジ イソ 
TPR f Aly tA PS DD al に 2 4 リピ マタ クル メタ スジ ツン プイ ツン アサ ナード も) 
ye Se MIT る トド ルル エッ ジイ ツジ ジテ チー CC 区 AERD hg 2 
6 - トル エン ジイ ソ シ ア ナ ー ト (「2,6-TDI 」) 、m- テト ラメ チル キシ レン ジ 
ソ シ ア ナ ー ト 、 お よび これ ら の 混合 物 が 挙げ られ る 。 

0107] 

一 実施 形態 で は 、 イ ソ シ ア ナ ー ト 成分 は 、2 , 4'- MDI を 少な く と も 約 5 重量 %~ 

5 0 重量 % と 4. 4'-MDI を 50 重 量 %9 5 重量 % と の 混合 物 を 合 有 する 。 ど の 

OD a a a 
ント 結晶 性 妨害 の た め 、4, 4'- MDI と の プレ ンド 中 に 使用 すず る 2 , 4'- MDI の 

A より ソフ ト な エラ スト マー マト リ ee NS 

【0108】 

一 実施 形態 で は 、 多孔 質 生物 耐久 性 網状 エラ スト マー 部 分 疎水 性 ポリ マー マト リッ クス 
の 出発 材料 は 、 好 まし く は ハー ド セ グ メン ト の た め の 好 適 な 鎖 延長 剤 を 含有 し 、 こ れ に は 
ジオ ー ル 、 ジ アミ ン 、 ア ルカ ノー ル ア ミ ン 、 お よび これ ら の 混合 物 が 挙げ られ る 。 一 実施 
形態 で は 、 鎖 延長 剤 は 、 有 炭素 原子 2 て 1 0 の 脂肪 族 ジ オー ル で ある 。 別 の 実施 形態 で は 

ー ル 鎖 延 長 剤 は 、 エ チレ ング リコ ー ル 、1 , 2 - プロ パン ジオ ー ル 、1 , 3 - プロ パ 
ンジ オー ル 、1 , 4- ブ タン ジオ ー ル 、1 , 5- ペン タン ジオ ー ル 、 ジ エチ レン グリ コー 
ル 、 ト リエ チレ ング リコ ー ル 、 お よび これ ら の 混合 物 か ら 選 択 さ れる 。 別 の 実施 形態 で は 

鎖 延長 剤 は 、 有 炭素 原 子 2 て 1 0 の ジア ミン で ある 。 別 の 実施 形態 で は 、 ジ アミ ン 鎖 延長 


DONG ACG NEON 


mH. 


剤 は 、 エ チレ ンジ アミ ン 、1 , 83- ジ アミ ノブ タン 、1 , 4- ジ アミ ノブ タン 、1 , 5 = 
ジア ミノ ペン タン 、1 , 6- ジ アミ ノ ヘ キサン 、1 , 7ー ジ アミ ノ ヘ へ プ タ ン 、1 , 8- ジ 
アミ ノ オ ク タン 、 イ ソ ホ ロン ジア ミン 、 お よび これ ら の 混合 物 か ら 選 択 さ れる 。 別 の 実施 


形態 で は 、 鎖 延長 剤 は 、 有 炭素 原子 2 て 1 0 の アル カノ ー ル アミ ン で ある 。 別 の 実施 形態 で 
人 に デア ッ ルカ クマ ル ア ミ ン 錯 閥 胡 導 は 、 ジ と エタノール ダ 人 シン 、 ト リモ ギタ クール ダミ ョ ミン 、 ゴツ 
プロ パ ノ ー ル アミ ン 、 ジ メチ ル エ タ ノ ー ル アミ ン 、 メ チル ジ エ タ ノー ル ア ミ ン 、 ジ エチ ル 
エタ ノー ル ア ミ ン 、 お よび これ ら の 混合 物 か ら 選 択 さ れる 。 

[0109] 

— MBB CL. 多孔 質 生物 耐久 性 網状 エラ スト マー 部 分 疎水 性 ポリ マー マト リッ クス 
の 出発 材料 は 、 多 官能 性 ヒド ロキ シル 化合 物 な どの 少量 の 任意 成分 を 含有 すす る か 、 ま た は 
架橋 を 可能 に する た め 、 官 能 価 が 2 より 大 きい 他 の 架橋 剤 (例え ば 、 グ リセ ロー ル ) が 存 
在 す る 。 別 の 実施 形態 で は 、 任 意 の 多 官 能 性 架橋 剤 は 、 安 定 な フォ ー ム 、 即 ち 、 崩 壊し て 
非 フ ォ ー ム 状 に な ら な い フ ォ ー ム が 得 ら れる の に ちょ うど 十分 な 量 で 存在 する 。 或いは 
また は 更に 、 脂 肪 族 お よび 脂 環 式 イ ソ シ ア ナ ー ト の 多 官 能 性 アダ クト を 使用 し 、 芳 香 族 ジ 
イソ シア ナー ト と 組み 合わ せ て 上 架橋 を 付与 する こと が で きる 。 或 い は 、 ま た は 更に 、 脂 肪 
族 お よび 脂 環 式 イ ソ シ ア ナ ー ト の 多 官 能 性 アダ クト を 使用 し 、 脂 肪 族 ジ イソ シア ナー ト と 
組み 合わ せ て 架橋 を 付与 する こと が で きる 。 

[0110] 

— MBH Cl. 多孔 質 生物 耐久 性 網状 エラ スト マー 部 分 疎水 性 ポリ マー マト リッ クス 
の 出発 材料 は 、 市 販 の ポリ ウレ タン ポリ マー で あり 、 直 鎖 で 架橋 され て いな い ポ リマ ー で 
ある た め 、 そ れ ら は 可溶性 で 、 溶 融 す る こと が で き 、 容易 に 分 析 可 能 で 容易 に 特徴 付け る 
こと が で きる 。 この 実施 形態 で は 、 出 発 ポ リマ ー は 、 良 好 な 生物 耐久 性 を 提供 する 。 MAR 
Bo ee RG O 最 終 
イン プラ ント また は 骨格 の 微細 構造 の 構成 を 画定 する 表面 を 有する よう に 製造 され た 金 型 
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こそ の ポリ マー 溶液 を 仕込 み 、 ポ リマ ー 材 料 を 固化 させ 、 BAS HW (sacrificial nmpld) を 
溶融 、 溶 解 、 ま た は 昇華 させ る こと に より 算 牲 金 型 を 除去 し て 製造 され る 。 フ ォ ー ム 製品 
は 、 そ の 中 で 生物 学 的 に 望ま し く な いま た は 有害 な 構成 要素 が 回 避 さ れる 発泡 プロ セス を 
使用 する 。 
[0111] 

特に 重要 な の は 、 例 えば 、 ポ リウ レタ ン な どの 熱 可 張 性 エラ スト マー で あり 、 そ の 化学 
的 性 質 は 良好 な 生物 耐久 性 と 関連 し て いる 。 一 実施 形態 で は 、 こ の よう な 熱 可 張 性 ポリ ウ 
レタ ン エ ラス トマ ー に は 、 ポ リカ ー ボ ネー ト ポ リ ウレ タン 、 ポ リエ ステ ルポ リウ レタ ン 、 
ポリ エー テル ポリ ウレ タン 、 ポ リ シ ロ キサ ン ポ リウ レタ ン 、 い わ ゆ る 「 混合 」 ソ フト セグ 

ント を 有する ポリ ウレ タン 、 お よび これ ら の 混合 物 が 挙げ られ る 。 混 合 ソ フト セグ メン 
ト ポ リ ウレ タン は 、 当 業者 に 既知 で あり 、 例 えば 、 ポ リカ ー ボ ネー ト - ポリ エス テル ポリ 
ウレ タン 、 ポ リカ ー ボ ネー ト - ポリ エー テル ポリ ウレ タン 、 ポ リカ ー ボ ネー ト - ポリ シロ 
キサ ン ポ リウ レタ ン 、 ポ リエ ステ ルー- ポリ エー テル ポリ ウレ タン 、 ポ リエ ステ ル - ポリ シ 
CN お よび ポリ エー テル - ポリ シロ キサ ン ポ リウ レタ ン が 挙げ られ る 
。 別 の 実施 形態 で は 、 熱 可 問 性 ポリ ウレ タン エラ スト マー は 、 イ ソ シ ア ナ ー ト 成分 中 の 少 
な く と も 1 種類 の ジイ ソ シ ア ナ ー ト 、 少 な く と も 1 種類 の 鎖 延 長 剤 、 お よび 少な く と も 1 
種類 の ジオ ー ル を 含み 、 前 記 に 詳 述 し た ジイ ソ シ ア ナ ー ト 、 二 官能 性 鎖 延長 剤 、 お よび ジ 
オー ル の 任意 の 組合 せ か ら 生 成 さ れ て も よい 。 
[0112] 

— BRC, AO BME LF AR x- 0RR, 
0, 000 FMKY CHS, WOMB RCR. MT MHT 
lk, M50, 000~ 約 250, 000 ダ ルト ン で ある 。 
[0113] 

KHET EDOR A A ERY UAY, AM E T R 
れる よう な 、 好 適 な 特徴 を 有する 一 実施 形態 で は 、 メ イジ ス ( Mei js ) ら に より 米国 
特許 第 6 , 313, 254 号 明細 書 に 開示 され る よう な ポリ エー テル お よび ププ ま た は ポリ 
カー ボネ ー ト 成分 と 共に ポリ シロ キサ ン を 含む お 混合 ソフ ト セ グ メ ント を 有する ポリ ウレ タ 
ン 、 並 びに 、 ジ ・ ド メニ コ (DDomenicoO) ら に より 米国 特許 第 6 , 1 49,678 号 明細 書 
、 周 6 111,052 号 明細 書 、 お よび 同 5 , 9 86 0 34 号 明細 書 に 開示 され る ポ 
リウ レタ ン が 挙げ られ る 。 


30, 000 ~®5 0 
マー の 重量 平均 分 子 量 


Ts 


[0114] 
A FEW O Kil HAT SOK RRoD R AETIA h YS, Fe R 
LYS デ ク ググ ブロ ジー グル ー プ 祉 (カリ フラ ォ ルニア 州 パ ー ク ルー) (The Polymer Techn 


ology Group Inc. (Berkeley, CA)) に より 、 バ イオ ネー ト (RIONATE)( 登録 商標 ) の 商標 で 
供給 され る ポリ カー ボネ ー ト ポリ ウレ タン の 系 列 が 挙げ られ る 。 例え ば 、 非常 に 良好 な 特 
徴 を 有する 等 級 の ポリ カー ボネ ー ト ポリ ウレ タン ポリ マー、 バ イオ ネー ト (BIONATE)( 登 
録 商標 ) 80 A、55 お よび 9 0 は 、THF 中 に 可溶性 で あり 、 加 工 性 が あり 、 報 告 に 
れ ば 良好 な 機械 的 特性 を 有 し 、 細 胞 毒 性 が な く 、 突然 変 異 促進 性 が な く 、 発 冶 性 が な く 、 
非 溶血 性 で ある 。 本 発明 の 実施 に 使用 する の に 好適 な 別 の 市 販 の エラ スト マー は 、 カ ー デ 
ィ オ ・ テ ッ ク ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル 社 ( マサチューセッツ 州 ウ ォ ー バ パーン) (Cardio Tech 
International,Inc.(Woburn, MA)) か ら 入手 可能 な 、 ク ロ ノ フレ ックス (CHRONOFLEX) ( & 
録 商標 ) C 系 列 の 生物 耐久 性 医用 ポリ カー ボネ ー ト 芳香 族 ポ リウ レタ ン 熱 可 有 張 性 エラ スト 
マー で ある 。 本 発明 の 実施 に 使用 する の に 好適 な 更に 別 の 市 販 の エラ スト マー は 、 ザ ・ ダ 
ウ ・ ケ ミカ ル 社 (ミシガン 州 ミ ッ ド ラン ド ) (The Dow Chemical Conpany( M dl and, M ch. ) 
) に より 供給 され る 、 ペ ル エ タン (PELLETHANE) ( 登録 商標 ) 系 列 の 熱 可 須 性 ポリ ウレ タン 
エラ スト マー、 特 に 、2 36 3 シリ ー ズ の 製品 、 お よび 更に 詳細 に は 、81A お よび 85 
A と 称 さ れる 製品 で ある 。 こ れ ら の 市 販 の ポリ ウレ タン ポリ マー は 、 直 鎖 で 、 架 橋 さ れ て 
いな い ボ ポリ マー で ある た め 、 従 っ て 、 そ れ ら は 可溶性 で 容易 に 分 析 可 能 で 、 容 易 に 特徴 付 
けら れる 。 

[0115] 
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本 発明 の 別 の 実施 形態 で は 、 イ ンプ ラン ト の 製造 に 使用 され る 網状 エラ スト マー マト リ 
ックス は 、 液 体 を 容易 に 透過 させ る こと が で き 、 血 液 を 含む 液体 が 本 発明 の 複合 デバ イス 
を 通 流す る こと を 可能 に する 。 網状 エラ スト マー マト リッ クス の 透水 性 は 、 約 2 5 エグ 分 
グ p si グ cm2 て 約 1000L ノ 分 /p si グ cm2 、 好 まし く は 約 100L ン 分 /p 
siYem2~M600LYAYpsi / グ cm2 CHS, 

【 実施 例 】 
[0116] 
実施 例 - 網状 架橋 ポリ ウレ タン マト リッ クス の 製造 

芳香 族 イ ソ シ ア ナ ー ト 、 ル ビ ネ ー ト (RUBINATED9 2 58( ハン ツマ ン (Hhnntsnan) 製 : 4 
, 4'- MDI お よび 2 , 4'- MDI の 混合 物 を 含む ) を イソ シア ナー ト 成 分 と し て 使用 
する 。 ル ビ ネ ー ト (RUBINATE)9 258 は 、4, 4'- MDI を 約 6 8 重量 %、2, 4'- M 
DI を 約 32 重量 % 含 有 し 、 イ ソ シ ア ナ ー ト 官能 価 が 約 2 .3 3 CHV. 25 C で 液体 で 
ある 。 ポ リオ ー ル - 1 , 6 - へ キサ メチ レン カー ボネ ー ト (デス モ フ ェ ン (Desnpphen) L 
S 2 39 1 、 バ イエ ル ・ ポ リマ ー ズ (Bayer Polyners)) 、 即 ち 、 分 子 量 約 2 , 000 ダ ル 
トン の ジオ ー ル を ポリ オー ル 成 分 と し て 使用 し 、 こ れ は 2 5 C で 固体 で ある 。 発泡 剤 と し 
Che FATS. 発泡 触媒 は 、 三 級 ア ミン で あり 、 ジ プロ ピレン グリ コ ル 中 3 3 % の ト 
リエ チレ ンジ アミ ン ( エア ー・ プ ロダ クツ (Air Products) に より 供給 され る DABCO3 
SLV) で ある 。 シ リコ ー ン ベー ス の 界面 活性 剤 ( ゴー ルド シュ ミッ ト (Gol dschm dt) に 
より 供給 され る テ ゴ ス タプ ブ (TEGOSTAB)( 登録 商標 ) BF237 0 ) を 使用 する 。 整 泡 剤 (c 
mee オー テ ゴ ル (ORTEGOL)( 登録 商標 ) 50 1 ( ゴー ルド シュ ミッ ト (Goldsch 
serene より 供給 ) CHS. Ek. RERMPAIC YAY: YVR YU Y F(Sigm- Aldrich) に 

より 供給 され る ポリ プロ ピレン カー ボネ ー ト ) も 使用 する 。 使用 する 成分 の 割合 を 表 1 に 
記載 する 。 

[0117] 

LRI 

原料 重量 部 

ポリ オー ル 成 分 - デ スモ フェ ン (Desmophen)LS2391 100 

粘度 降下 剤 - 炭 酸 プ ロビ ピレン 5.7 6 

界面 活性 剤 - テ ゴ ス タブ ( TEGOSTAB) ( 登録 商標 ) BF2 370 2.16 
整 泡 剤 (Cell Opener)- オー テ ゴ ル (ORTEGOL)( 登録 商標 ) 50 1 0.48 
イソ シア ナー ト 成 分 ルビ ネー ト (RUBINATE)9 2 58 53.8 

イィ イソ シア ナー ト 指 数 1 .0 0 

蒸留 水 2 .8 2 

発泡 触媒 0.4 4 


{O11 8} 

ポリ オー ル 、 デ スモ フェ ン (Desnpphen)LS2391 を 空気 循環 型 オ ー ブ ン 中 で 7 0 で 
で 液化 し 、 と の 1 5:0 ems 0 ポリ エチ レン カッ プ に 入れ る 。 粘度 降下 剤 ( 炭 
酸 プ ロ ピ レン ) 8 .7 g を ポリ オー ル に 添加 し 、 混 合 シ ャ フト を 装備 し た ドリ ルミ キサ ー 


を 用 いて 3100rpm で 1 5 混合 する (混合 1 ) 。 界面 活性 剤 ( CN 
ostab)BF-2370) 3.3g を 混合 1 に 添加 し 、 更 に 15 秒間 混合 する (混合 2 ) 。 
整 泡 剤 (cell-opener)( オー テ ゴ ル (Crtegol)501)0.75g を 混合 2 に 添加 し 、15 
秒間 混合 する ( 混合 3 ) 。 イソ シア ナー ト ( ル ビ ネ ー ト (Rubinate)9258)80.9g 
を 混合 3 に 添加 し 、60 エ 1 0 秒間 混合 する (系 A) 。 
[0119] 

小さ い プ ラス チッ ク カ ッ プ 内 で 小さ い ガ ラス 棒 を 使用 し て 6 0 秒間 、 蒸 留 水 4.2 g を 
発泡 触媒 (Dabco33LVO .6 6 g と 混合 する (系 B) 。 
{0120} 

系 B を 系 A に で きる だ け 迅 速 に こぼさ ず に 注ぎ 、 ド リル ミキ サー で 1 0 秒間 激しく 混合 
し 、 内 側 を アル ミニ ウム 箱 で 被覆 され て いる 9 イン チ メ メ 8 イ ンチ ※5 イ ンチ の 厚紙 の 箱 に 
注ぐ 。 発泡 プロ ファ イル は 、 以 下 の 通 り で ある 。 拉 拓 時 間 1 0 秒 、 発 泡 開始 時 間 (creamt 
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ime)1 8 秒 、 お よび 発泡 終了 時 間 (rise tine)8 5 秒 。 

[012 1] 

フォ ー ム 混合 の 開始 2 分 後 、 フ ォ ー ム を キュ ア す る た め 100 て 105C の オー ブン に 
6 0 分 間 入 れる 。 フ ォ ー ム を オー ブン か ら 取 り 出 し 、 室 温 で 15 分 間 冷 却 す る 。 ス キン を 
鑑 で 切断 し 、 セ ル 窓 (cell mndow を 開放 する た め 、 フ ォ ー ム を 全 側 面 か ら 手 で 押圧 す 
フォ ー ム を 空気 循環 型 オ ー ブ プン に 戻し 入れ 、1 00~105 で て で 5 時 間 、 ポ スト キュ 
ァ さ せる 。 

{012 2 } 

光学 顕微 鏡 で 観察 し た 時 、 フ ォ ー ム の 細 孔 平均 直径 は 150~300 um で ある 。 
{012 3 

以下 の フォ ー ム 試験 は 、ASTM D3574 に 従っ て 実施 する 。 密度 は 、50mmx※X 
50mmx25mm の 試験 片 で 測定 する 。 サ ンプ ル の 重量 を 試験 片 の 体積 で 除 し て 密度 を 
計算 する 。2 .5 ポン ド ノ 立 方 フィ ー ト の 値 が 得 ら れる 。 

{012 4} 

引張 試験 は 、 フ ォ ー ム の 気泡 成長 方 向 に 平行 な 方 向 と 垂直 な 方 向 の 両方 で 切断 され た サ 
ンプ ル に つい て 実施 する 。 犬 の 骨 の 形状 の 引張 試験 刻 は 、 そ れ ぞ れ 厚 さ 約 1 2 .5mm、 
幅 約 2 5 .4 mm お よび 長 さ 約 1 40mmc の フォ ー ム の ブロ ッ ク か ら 切 断 さ れる 。 引張 特 
性 ( 破断 点 強 度 お よび 破断 点 伸 び が ) は 、 イ ンス トロ ン ユ ニ バ ー サ ル 試 験 機 、 モ デル 1 1 2 
2 (INSTRON Universal Testing Instrument Model 1122) を 使用 し 、 ク ロス ヘッ ド RES 
00mm グ 分 (19.6 イ ンチ ング ノ 分 ) で 測定 する 。 フ ォ ー ム の 気泡 成長 に 対し て 直交 する 
2 つの 方 向 か ら 測定 され る 平均 引張 強度 は 、2 4 .6 4 十 2 .35p si CHS, 破断 まで 
の 伸び は 、 約 2 15 十 12 % で ある 。 

【0125】 

フォ ー ム の 圧縮 強度 は 、5 0 mmX50mmXxX25mm の 試験 片 で 測定 する 。 試験 は 
イン スト ロン ユニ バー サル 試験 機 、 モ デル 1 1 2 2 (INSTRON Universal Testing Instrum 
ent Model 1122) を 使用 し 、 ク ロス ヘッ ド 速 度 1 0mm ン 分 (0.4 イ ンチ グ 分 ) で 実施 す 
る 。 50%K BU SHMMEU. H1 24+ 3 psi で ある 。 サン プル が 40 で て で 2 2 時間 
5 0 % の 圧縮 を 受け 、 そ の 応力 が 解放 され た 後 の 圧 縮 永 久 歪 は 、2 % で ある 。 
[0126] 

7Fa-AOBVBABHRMEBI. W152 mmx25mmx12.7 mm ORME CHET 
る 。 各 試 験 片 の 一 方 側 で 40mm の 切片 を 作る 。 引 像 強度 は 、 イ ンス トロ ン ユ ニ バ ー サ ル 
試験 機 、 モ デル 1 1 2 2 (INSTRON Universal Testing Instrument Model 1122) を 使用 し 
クロ スペ ヘッ ド 速 度 50 0mm グ 分 (19.6 イ ンチ ング 分) で 測定 する 。 引 裂 強 度 は 、 約 
2 .9 十 0.1 ポン ドブ プイ ンチ と 決定 され る 。 後 の 網状 化 手順 で は 、 SN の の 
圧力 チャ ン バ に 入れ 、 チ ャ ン パ の ドア を 閉鎖 し 、 気 密 シ ー ル を 維持 する 。 圧力 を 8 ミリ ト 
ー ル 未満 に 低減 し 、 フ ォ ー ム 中 の 実質 的 に 全て の 空気 を 除去 す る 。 水素 対 酸素 の 燃焼 比 (c 
onbustible ratio) の ガス を 3 分 間 よ り 長 く チ ャ ン バ に 充填 する 。 次 いで 、 チ ャ ン バ 内 の 
ガス を 点火 プラ グ で 点火 する 。 点火 に よっ て フォ ー ム セル 構造 内 の ガス が 爆発 する 。 こ の 
爆発 に よっ て 多く の フォ ー ム セル 窓 が 破裂 し 、 そ れ に よっ て 網状 エラ スト マー マト リッ ク 
ス 構 造 が 作り 出さ れる 。 

[0127] 

引張 試験 は 、 フ ォ ー ム の 気泡 成長 方 向 に 平行 な 方 向 と 垂直 な 方 向 の 両方 で 切断 され た 網 
状 サ ンプ ブル で 実施 する 。 犬 の 骨 の 形状 の 引張 試験 庁 は 、 そ れ ぞ れ 厚 さ 約 12.5mm、 幅 
約 2 5 .4 mm お よび 長 さ 約 1 40mmc の フォ ー ム の ブロ ッ ク か ら 切 断 さ れる 。 引張 特性 
( 破断 点 強 度 お よび 破断 点 伸 び が ) は 、 イ ンス トロ ン ユ ニ バ ー サ ル 試 験 機 、 モ デル 1 1 2 2 
(INSTRON Universal Testing Instrument Model 1122) を 使用 し 、 ク ロス ヘッ ド 速度 5 0 
0 mm グ 分 (19.6 イ ンチ ング 分 ) で 測定 する 。 フ ォ ー ム の 気泡 成長 に 対し て 直交 する 2 
つの 方 向 か ら 測定 され る 平均 引張 強度 は 、2 3 .5p s i で ある 。 破断 まで の 伸び は 、 約 
1 9 4% で ある 。 

[0128] 
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網状 化 後 の フ ォ ー ム の 圧縮 強度 は 
スト ロン ユニ バー サル 試験 機 、 モ デル 1 1 2 2 (INSTRON Universal Testi 
1122) を 使 
お ける 圧縮 強度 は 、 約 6 


。 試験 は 、 イ ン 
ng Instrument Model 
) で 実施 する 。5 0 % に 
{0129} 
本 発明 で 使 
コー ティ ング 
好適 な この よう 
され た 、 ト ムツ ソン 
, 617, 0 1 
出願 和信: ハイ ド 
) に 開示 され 請 
RIC kU AS BA A 


され た 親水 性 


に 組み 込 


I 


1H す る の に 可能 な 一 材料 は 


な 材料 の 1 つ は 、 
(Thomson) の 米国 特許 出願 番号 2 0020018884、 米 国 特許 第 6 
4 号 明 細 書 、 
ロフ イィ イリ ックス LLC (Hydrophilix, LLC ) 、 
求 さ れ て いる 複合 フォ オー ム で あり 、 
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50mmX50mmX※X25mm の 試験 片 で 測定 する 


速度 1 0mm ン グン 分 (0.4 イ ンチ グ 分 
-5 p Ss i で ある 。 


クロ スス ヘッド 


IU., 


疎水 性 フォ ー ム 骨格 の 細 孔 表面 上 お よび 全体 に 
圧縮 性 複合 ポリ ウレ タン フォ ー ム を 含む 。 
ハイ ドロ フィ リッ クス LLC (Hydrophilix,LLC.) に 譲渡 


フォ ー ム を 含む 弾性 


お よび PCT 0 1 7/74582 号 パ ン フ レッ ト ( 
2001 年 1 0 月 1 1 日 公開 
これ ら の 各 特 許 出願 の 全開 示 内 容 は 参 


貴 水 性 フォ ー ム は 、 支持 お よび 弾性 圧縮 性 を 提供 し 


国際 公開 第 


まれ る 。 


送達 お よび 原 位置 で の 再 構成 の た め 、 イ ンプ ラ 


o 


[0130] 


親水 性 フォ ー ム を 使用 し て 、 


る こと が で きる 
内 へ の 内 方 成 
試 剤 、 ま た は 動脈 痛 の 療 痕 
更に 、 親 水性 フォ ー ム 、 ま 
損し て いる 酵素 の 置換 する 
ー ク を 処置 する こと 、 お よ 
抑制 する の に 役立て る こと 
[0131] 


試 剤 (エラ 


本 発明 に 従い 、 細 孔 表 面 
ERK IEZ a A Ai A 
[0132] 


ィ ン プ ラン ト に 含有 され る 


痕 を 形成 し 、 厚 くす る こと 
ポリ ヨウ 化 ヨ ウ 素 (pol yi 


長 を 促進 する 他 の 成長 因子 ) 、 フ 


ント を 必要 に 応じ て 畳む お こと を 可能 に する 


薬学 的 に 有用 な 様々 な 試 剤 、 例 えば 、 動 脈 韻 の 治癒 を 助け 
スチ ン 、 コ ラー ゲン 、 ま た は 、 線維 芽 細 胞 の 増殖 お よび 動脈 痛 
オォ オー ムイ ンプ ラン ト を 非 血栓 形成 性 に する 
形成 を 促進 する 炎症 性 化学 物質 な ど を 担持 する こと が で きる 。 
た は 他 の 試 剤 固定 化 手段 を 使用 し て 遺伝 子 治療 薬 ( 例え ば 、 欠 
た め ) を 担持 する こと 、 局 部 的 レベ ル で アテ ロー ム 硬 化 性 プラ 
び 酸 化 防止 剤 な どの 試 剤 を 放出 し て 動脈 痛 の 既知 の 危険 因子 を 
が で きる 。 


は 親水 性 フォ ー ム の 他 に 、 他 の 手段 を 使用 し 、 処置 剤 を 


し て も よい こと が 想 到 され る 。 


所 zo 


起こ し 、 HRIH EE 
うな 硬化 剤 
溶液 な どの 


試 剤 は 、 動 脈 益 内 で の 炎症 反応 を 引き 
が で きる 。 テ トラ デシ ル 硫 酸 ナ トリ ウム (STS) の よ 
odi nated iodine)、 高 張 食塩 水 、 ま た は 他 の 高 張 塩 


寺 意 の 好適 な 炎症 誘導 化 


ント は 、 成 長 因 子 、 腫 瘍 壊死 因子 お よび サイ トカ イン な ど 


ラ 
因子 を 含有 する こと が で き 


本 発明 者 に より 、 代 替 の 
kxn, MIMIC Oo kY 
こと が で きる 。 こ の よう な 
ニア (Greene,Jr.) ら に より 
こ で 参照 する こと に より 
Jr. ) ら 
た は 3 つま た は それ より 多 
また 、 本 明細 書 に 記載 の よ 
促進 する 薬理 学 的 試 剤 も 
に する た め 、 動 脈 交 より 
{013 4] 
動脈 痛 処 置 を 実施 する 医 
ュー タ 制 御 シ ステ ム を 使用 
その 画像 を コン ピュ ー タ 
。 ROT, 人 外科医 は 、 所 


本 明細 書 
に よる 教示 と は 対照 


含み 、 ま た 、 
十分 小さ < く 形成 され る 。 


に ロー ド す る こと が で きる 。 
望 す る タイ プ の イン プラ ント を 選 


学 物質 を 使用 し に て これ を 達成 する こと が で きる 。 
の 線維 


更に 、 イ ンプ 
芽 細胞 増殖 を 誘導 する 


る o 


標的 動脈 韻 が 識別 お よび 画像 


実施 形態 も 想 到 され 、 そ こ で は 、 
合う 、1 つ 以 上 の カス タマ イズ され た イン プラ ント を 提供 する 
カス タマ イズ され た イン プラ ント は 、 例 えば 、 グ リー ン ・ ジ ュ 
記載 され る 方 法 で 製造 する こと が で き 、 そ の 全開 示 内 容 は 、 こ 
に 組み 込ま れる 。 し か し 、 グ リー ン ・ ジュニア (Geene, 
的 に 、 こ の よう な カス タマ イズ され た イン プラ ント は 、2 つま 
く の 別 々 に 送達 され る イン プラ ント の 複合 体 で あっ て も よく 、 
うに 、 線 維 芽 細胞 の 侵入 お よび 療 痕 組織 に よる 動脈 問 の 封鎖 を 
好ま し く は 、 動 脈 約 の 周り の 制限 され た 血 流 を 可能 


療 施 設 
で きる こと が 更に 


は 、 好 適 な イン プラ ント を 製造 する た め 、 現 場 で コン ピ 
想 色 され る 。 そ の た め 、 動 脈 交 を 画像 化し 、 
コン ピュ ー タ で 動脈 痛 の 視 像 を 作る 
ERU, 普遍 的 形態 (universal f 
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orm を 機械 に ロー ド す る こと が で き 、 詠 シス テム で 動脈 彰 の 画像 に 従っ て その 形態 の サイ 
ズ お よび 形状 を 決め 、 外 科 医 は 仕様 を 入力 する 。 
[0135] 

別 の 態様 で は 、 本 発明 は 、 イ ンプ ラン ト さ れ た 血管 内 グラ フト か ら 標 的 血管 部 位 ( 例え 
ば 、 MIME AIRBAG) へ の エン ドリ ー ク (endoleaks) を 処置 また は 予防 する 方 
法 を 提供 し 、 本 方 法 は 、 圧 縮 状態 の 多数 の 多孔 質 エ ラス トマ ー イ ンプ ラン ト を 標的 部 位 に 
送達 する こと を 含む イン プラ ント の 数 は 、 約 2 て 約 100、 例 えば 、 約 4 て 約 3 0 の 範 
囲 、 ま た は 他 の 任意 の 好適 な 数 と する こと が で きる 。 

[0136] 

AAZ, TUFFY AL HIR KM BL CS RBM B (feeder vessel) を 
閉塞 し 、 側 副 動 脈 か ら の 逆流 に よっ て 引き 起こ され る 場合 が ある 1 I 型 エ ンド リー ク と し 
て 知ら れる も の を 制御 する こと が で きる 。 こ の 目的 の た め 、 エ ンド グラ フト と 動脈 癒 と の 
間 の グラ フト 周囲 空間 を 、 標 的 部 位 と 比較 し て 、 比 較 的 小さ い 多 数 の イン プラ ント で 充 寒 
する また は 実質 的 に 充 寒 する こと が で きる 。 一 実施 形態 で は 、 本 発明 に より 、 送 達 さ れる 
イィ イン プラ ント の 少な く と も 幾つ か は 、 完 全 で は な い が 、 部 分 的 に 原 位 置 で 膨張 し 、 残 留 圧 
縮 と し て 弾性 圧縮 の 一 部 を 保持 する 。 

[0137] 

この よう な エン ドリ ー ク 処置 方 法 を 、 術 後 、 適 切な 時 期 に 、 お そら く 、 エ ンド グラ フト 
の イン プラ ント の 数 日 後 、 数 週間 後 、 ま た は 数 ヵ月 後に 実施 し て も よい 。 或いは 、 好 適 な 
基準 が 充 守 さ れれ ば 、 エ ンド グラ フト の イン プラ ント 時 に 予防 的 に エン ドリ ー ク 処置 を 実 
施し て も よい 。 

[0138] 

本 発明 は 、 ま た 、 本 方 法 を 実施 する 装置 を 提供 し 、 装 置 は イン プラ ント を 送達 する 導 
入 器 お よび 標的 部 位 に 送達 する 好適 な 数 の イン プラ ント を 備え る 。 

[0139] 

Ae DIBA OOW MHE BUCMBULUEDS, KRHWOF NT AZABEVAR, HG 
の 処置 、 並 びに 動静 脈 奇 形 (AVM) 、 動 静脈 着 (AVF) 、 お よび 止血 不能 (uncontrol 
led bleeding) な どの 外傷 の 処置 を 含む 他 の 目的 に も 有用 と な り 得 る こと が 分 か る 。 
[0140] 

本 明細 書 ま た は 本 特許 出願 の 他 の 場所 で 参照 され る 米国 特許 また は 特許 出願 、 外 国 ま た 
は 国際 特許 公報 、 ま た は 他 の 公報 、 ま た は 未 公開 の 特許 出願 の それ ぞ れ の 全開 示 内 容 は 、 
それ ぞ れ を 具体 的 に 参照 する こと に より 本 明細 書 に 組み 込ま れる 。 

【 0 1 41 } 

一 実施 形態 で は 、 網状 生 物 耐 久 性 エラ スト マー マト リッ クス は 、 複 数 の 小さ い イ ンプ ラ 
ント を 使用 する と き 、 約 1 ー 約 100mm、 任 意 に 約 3 て 50mm の 更に 大 きい 寸法 を 有 
する こと が で きる 。 

{0142 } 

本 発明 の 例示 的 実施 形態 を 記載 し た が 、 勿 論 、 本 発明 の 変更 は 当 業 者 に は 明らか で ある 
こと が 分 か る 。 こ の よう な 変更 は 、 添 付 の 請求 項 に よっ て の み 限 定 お よび 規定 され る 本 発 
明 の 趣旨 お よび 範囲 に 入る 。 


( 図面 の 簡単 な 説明 】 

[0143] 

(C 図 1 】 動脈 の 解剖 学 的 構造 を 説明 する た め 、 層 が 部 分 的 に 破断 され て いる 動脈 の 側面 図 
で ある 。 

【 図 2 】 小岩 性 動脈 痛 を 有する 動脈 の 縦 方 向 断面 図 で ある 。 

【 図 3 】 紡 鍵 状 動脈 痛 を 有する 動脈 の 縦 方 向 断面 図 で ある 。 

[ 図 4 】 分 岐 に お ける 動脈 の 上 面 図 で ある 。 

【 図 5 】 分 岐 点 に 小 裏 性 動脈 疹 を 有する 、 分 岐 に お ける 動脈 の 上 面 図 で ある 。 

〔 図 6 】 平坦 な 底部 を 有する ボウ ル の よう な 形状 で 、 ボ ウル の 上 部 か ら 中 心 突起 が 突出 し 
て いる 、 本 発明 に よる 動脈 欧 処 置 イ ンプ ラン ト の 一 実施 形態 の 側面 図 で ある 。 


10 


20 


30 


50 


( 33) JP 2006- 521907 A 2006. 9. 28 


と ーー テー 


as 


> 
HARK 


umy 


w 


w 


a’ 


umy 


w 


HSHAKREZ 


ーー 


(x 


aN 
に アン 


テー 


AA 


(camp 
ERRHMBHREB HAH BHM M’TA 


テー 


AA 
Ex 


\ 
I 


7) M6 に 表 さ れ て いる 実施 形態 の 上 面 平面 図 で ある 。 
E な 形状 で 、 基 部 部 分 、 カ ラム 部 分 、 お よび 側壁 が 実質 的 に 凸 
ある ボウ ル 部 分 を 有する 、 本 発明 に よる 一 実施 形態 の 斜視 図 で ある 。 

9 】 本 発明 の 実施 形態 が 膨張 状態 で 小 埋 性 動脈 交 内 に イン プラ ント され て いる 、 小 裏 
脈 交 お よび 対応 する 動脈 セグ メン ト の 縦 方 向 断 面 図 で ある 。 
Se en re 
図 9 ee a a 

A ees 実施 形態 を 更に 表す 、 < 表 さ れ て いる も の に 類似 
脈 の 縦 方 向 断 面 図 で ある 。 

1 2 】 ボ ウル の 底面 が 丸い 、 図 6 に 類似 の 本 発明 に よる 一 実施 形態 の 側面 図 で ある 。 
1 3 】 骨格 状 の 構造 を 有する ワイ ング ラス の 形状 の 、 本 発明 の 代替 の 実施 形態 を 表す 
ある 。 

1 4 】 ボ ウル 部 分 の 側壁 が 実質 的 に 真直 ぐ で ある 、 図 1 3 に 類似 の 本 発明 の 一 実施 形 
斜視 図 で ある 。 

1 5 】 ボ ウル 部 分 の 底部 が 鈍 角 の 湾曲 を 有 し 、 側 壁 が ほとん ど ま た は 全く な い 、 図 1 
類似 の 本 発明 に よる 一 実施 形態 の 斜視 図 で ある 。 

1 6 】 縦 方 向 に 切断 され て いる 区 分 を 有する 、 弾 丸 の よ うな 形状 の 本 発明 に よる 一 実 
態 の 側面 図 で ある 。 

1 7 】 区 分 の パタ ー ン を 更に 表す 、 図 1 6 に 表 さ れ て いる 本 発明 の 実施 形態 の 底面 図 


umy 


A 


18) 区 分 が 空間 に よっ て 分 離さ れ て いる 、 図 1 6 の 実施 形態 に 類似 の 本 発明 の 代替 
施 形態 の 側面 図 で ある 。 

1 9 】 イン プラ ント の 中 心 を 通る 面 に 対し て 、 上 部 お よび 底部 が 鏡像 に な っ て いる 、 
8 の 実施 形態 に 類似 の 本 発明 の 一 実施 形態 を 表す 図 で ある 。 
2 0 】 図 1 9 に 表 さ れ 、 線 20-20 に 沿っ て 見 た 中 心 部 分 の 断面 図 で あり 、 区 分 は 
沿 つ っ て の み 配 置 さ れ て いる 
1 . 図 1 9 に 表 さ れ 、 線 2 0 -20 に 治っ て 見 た 中 心 部 分 の 断面 図 で あり 、 区 分 は 
ee i ES 

2 】 本 方 法 で 使用 する の に 好適 な 、 ま た は 本 発明 の 装 置 の 構成 要素 と し て 有用 な 多 
ラス トマ ー イ ンプ ラン ト の 実施 形態 を 表す 図 で ある 。 
3 】 本 方 法 で 使用 する の に 好適 な 、 ま た は 本 発明 の 装置 の 構成 要素 と し て 有用 な 多 
ラス トマ ー イ ンプ ラン ト の 実施 形態 を 表す 図 で ある 。 
4 】 本 方 法 で 使用 する の に 好適 な 、 ま た は 本 発明 の 装置 の 構成 要素 と し て 有用 な 多 
ラス トマ ー イ ンプ ラン ト の 実施 形態 を 表す 図 で ある 。 
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a 
kt EŠ 
m 


中 


手続 補正 1 】 
補正 対象 書類 名 】 特 
補正 対象 項目 名 】 全 
補正 方 法 】 変更 
補正 の 内 容 】 
特許 請求 の 範囲 】 
請求 項 1 】 

貴 乳 上 類 、 任 意 に ヒト 
デバ イス で あっ て 、 前 
処置 デバ イス は 、 前 記 


テー ニー と ーー と ーー テー テー テー テー テー テー 


前 記 イ ンプ ラン ト は 、 


記 内 容積 内 に 送達 する 
バイ ス は 、 圧 縮 さ れ た 

前 記 圧 縮 性 イン プラ 
ポリ ウレ タン フォ ー ム 
か ら 膨 張 す る こと が で き 


許 請求 の 範囲 


】 平成 17 年 6 月 28 日 ( 2005. 6. 28) 


X 


OMMBE ito h E EA RMB CUBTSELOOMMAUEA 
記 動 脈 韻 ま た は 血管 異常 は 内 容積 を 画定 する 血管 内 壁 を 有 し 、 前 記 
内 容積 内 に 送達 可能 な 少な く と も 1 つの 圧縮 性 イン プラ ント を 備え 
前 記 血 管内 壁 を 支持 する た め の 第 1 の 比較 的 大 きい 構成 か ら 、 前 
た め の 第 2 の 圧縮 され た 構成 に 圧縮 可能 で あり 、 前 記 動 脈 間 処置 デ 
構成 か ら 原 位置 で 膨張 可能 で ある 動脈 交 処 置 デ バイ ス に お いて 、 
ント また は その それ ぞ れ が 弾性 圧縮 性 ポリ マー フォ ー ム 材 、 任 意 に 
を 備え 、 前 記 ポ リマ ー フ ォ ー ム 材 の 弾性 に よっ て 、 圧 縮 さ れ た 構成 
前 記 原 位置 で 膨張 し た デバ イス 構成 の 前 記 動 脈 冶 処置 デバ イス 


は 、 前 記 内 容積 を 完全 
【 請求 項 2 】 

前 記 比 較 的 大 きい イ 
HAD A HE OD — HB EU I 
バイ ス 。 

【 請求 項 3 】 
複数 の イン プラ ント 


TERUR OTL RAALTE, WREEF A. 


ンプ ラン ト 構成 の 前 記 少 な く と も 1 つの イン プラ ント が 、 前 記 動 脈 
支持 を 提供 する こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 に 記載 の 動脈 疹 処置 デ 


を 備え 、 前 記 複 数 の イン プラ ント の それ ぞ れ が 、 ほ ば ぼ 半 球状 の 外面 
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を 有する こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1[ また は 2 ERODE A.’ 
請求 項 4 】 

前 記 複 数 の イン プラ ント また は その それ ぞ れ が 、 円 柱 、 円 雛 、 円 氏 台 、 弾 丸 形 、 環 形 、 
C 字形 、S 字形 、 渦 巻き 、 螺 旋 、 球 状 、 長 円 形 、 エ リプ ソイ ド 、 多 角形 、 星 状 で ある か 、 
また は 、 ブ ライ ンド の 中 空 容積 を 有する 弾丸 形 で ある か 、 ま た は 、 任 意 に 、 円 、 正 方 形 、 
長方形 、 多 角形 の 断面 を 有 し 、 端 部 が 開放 し た 中 空 容積 を 有する テー パ の 付い た 円 雛 台 の 
月 状 を 有する こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 また は 2 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 5 】 

前 記 圧 縮 性 イン プラ ント また は その それ ぞ で れ が 、 圧 縮 か ら の 弾性 回 復 を 示し 、 前 記 ポ リ 
ー フ ォ ー ム 材 が 網状 エラ スト マー マト リッ クス を 含み 、 前 記 ポ リマ ー フ ォ ー ム 材 が 任 
生物 耐久 性 で ある こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 て 4 の いずれ か 1 項 に 記載 の 動脈 交 処 
WHA, 

請求 項 6 】 

前 記 イ ンプ ラン ト ま た は その それ ぞ れ が 、 配 備 部 位 に 送達 する た め 、 カ テー テル に 装填 
可能 で ある よう に 十分 に 小さ く 圧 縮 さ れれ た サイ ズ を 有する こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 ~ 
5 の いずれ か 1 E ERO HAMLETA, 

[ 請求 項 7 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 エ ンド グラ フト と 動脈 癌 と の 間 の グラ フト 周囲 空間 内 で 、 動 脈 冶 
雲 内 で 使用 され る よう に 、 ま た は イン プラ ント され た 血管 内 グラ フト か ら の エン ドリ ー ク 
を 制御 する よう に 構成 され て いる 生物 耐久 性 部 材 を 備え る こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 ~ 
6 の いずれ か 1 項 に 記載 の 動脈 痛 処置 デバ イス 。 

【 請求 項 8 】 

前 記 ポ ボ ポリマー フォー ム は 、 前 記 デ バイ ス が 前 記 動 脈 交 内 に 収容 され て いる と き 、 前 記 内 
壁 に お ける 細胞 内 方 成長 お よび 増殖 を 支持 する の に 十分 な 、 前 記 動 脈 痛 の 前 記 内 璧 へ の 血 
流 を 可能 に する た め 、 前 記 イ ンプ ラン ト を 通る 流体 通路 を 画定 する こと を 特徴 と する 、 請 
求 項 1 ~7 の いずれ か 1 項 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 9 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 前 記 内 壁 の 表面 に お ける 細胞 代謝 を 促進 する 血 流 を 可能 に する よ 
うな 構造 に 作ら れ て いる 隆起 お よび 紀 み の ある 表面 を 有する こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 
【 


テー 


ma elk 


ic! 


8 の いずれ か 1 EERO HIB WIT NTA, 

請求 項 1 0 】 

前 記 ポ ボ ポリマー フォー ム が 、 前 記 内 壁 の 一 部 を 支え 、 前 記 内 壁 部 分 を 支持 する 相互 接続 さ 
れ て いる 複数 の スト ラッ ト を 備え る こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ 
WHA, 

【 請求 項 1 1 】 

前 記 ポ リマ ー フ ォ ー ム が 、 網 状 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス で あり 、 前記 スト ラッ ト AD, 
相互 接続 され た 開放 細 孔 を 画定 する こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 0 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ 
WHA, 

【 請求 項 1 2 】 

第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント を 更に 備え 、 前 記 第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント が 比較 
的 小さ い 構 成 か ら 比 較 的 大 きい 構成 に 膨張 可能 で あり 、 前 記 第 2 の イン プラ ント が 膨張 可 
能 な ポリ マー フォ ー ム を 備え 、 前 記 第 2 の イン プラ ント が 前 記 比 較 的 小さ い イ ンプ ラン ト 
構成 で 前 記 内 容積 内 に 送達 可能 で あり 、 前 記 膨 張 可 能 な イン プラ ント お よび 前 記 第 2 OW 
張 可 能 な イン プラ ント は 、 前 記 内 壁 の 一 部 が 前 記 イ ンプ ラン ト と 接触 し な いよ うに 構成 さ 
れ 、 そ の よう な 寸法 に 作ら れる こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 て 1 1 の いずれ か 1 項 に 記載 
の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 1 3 】 

第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント を 更に 備え 、 前 記 第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント が 比較 
的 小さ い 構 成 か ら 比 較 的 大 きい 構成 に 膨張 可能 で あり 、 前 記 第 2 の イン プラ ント が 膨張 可 
能 な ポリ マー フォ ー ム を 備え 、 前 記 第 2 の イン プラ ント が 前 記 比 較 的 小さ い イ ンプ ラン ト 


ay 
= 


構成 で 前 記 内 容積 内 ( 

張 可 能 な イン プラ ント 

寸法 に 作ら れ て いる こ 

置 デ バイ ス 。 

[ 請求 項 1 4 】 
aa aie 
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に 送達 可能 で あり 、 前 記 膨 張 可 能 な イン プラ ント お よび 前 記 第 2 OW 


は 、 前 記 イ ンプ ラン ト 間 に 空 間 が ある よう に 構成 され 、 そ の よう な 
と を 特徴 と する 、 請 求 項 1 ~10 の いずれ か 1 項 に 記載 の 動脈 痛 処 


突出 部 分 が 、 Nee Goa era 決め を 容易 に する た め 外 科 医 


こ 把 持 さ れる よう に 構成 され 、 そ の よう な 寸法 に 作ら れ 、 お よび 位置 決め され る こと を 特 


n 
[ 請求 項 1 5 ] 

前 記 圧 縮 性 フォ ー ム 
項 1 ~1 4 の いずれ か 
[ 請求 項 1 6 】 

前 記 圧 縮 性 フォ ー ム 
か 、 ま た は スト ラッ 


バイ ス 。 
請求 項 1 7 】 

前 記 イ ンプ ラン ト ま 
て いる こと を 特徴 と す 
求 項 1 8 】 


Tyr N 
g 


~ 
LL 
fr 


きす る こと を 特徴 と 


【 請求 項 1 9 】 
前 記 イ ンプ ラン ト ま 


AB 
前 記 イ ンプ ラン ト が 、 
有 


1 ere ar ete pn 


と は 異な る 材料 で 製造 され る 要素 を 備え る こと を 特徴 と する 、 請 求 
1 項 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 


と は 異な る 材料 で 製造 され る 前 記 要 素 は 、 屈 曲 性 お よび 支持 性 が あ 
ト の よう で ある か 、 ま た は 支持 ロッ ド を 備え る か 、 ま た は 屈曲 性 お 


可 携 性 の ある 支持 ロッ ド を 備え る こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 5 に 記載 の 動脈 痛 処 置 


た は その それ ぞ れ は 、 完 全 に 配備 され て いる と き 、 実 質 的 に 紅 緩 し 
る 、 請 求 項 1 ご 1 6 の いずれ か 1 項 に 記載 の 動脈 疾 処 置 デ バイ ス 。 


支持 部 材 を 備え 、 前 記 支 持 部 材 間 に 開 放 空 間 を 画定 する 骨格 構造 
する 、 請 求 項 1 1 7 の いずれ か 1 項 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 


た は その それ ぞ れ が 、 相 互 接続 され た 連続 的 な 気泡 を 画定 し 、 高 液 


体 透 過 性 を 有する 固体 フォ ー ム 部 材 で ある こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 ~1 8 の いずれ か 


1 項 に 記載 の 動脈 癌 処 
{ 請求 項 2 0 】 

前 記 ポ ボ ポリマー フォー 
た は 1 セン チ メ ー ト ル 


表 求 項 2 1 】 
前 記 ポ リマ ー フ ォ ー 
ポリ ウレ タン が ポ 
特徴 と する 、 請求 
求 項 2 2 】 

前 記 イ ンプ ラン ト ま 
マー マト リッ クス を 備 
オー ル 、 ポ リカ ー ボ ネ 

ポリ ( エー テル - c 
) ポリ オー ル 、 ポ リ ( 
シロ キサ ン ) ポリ オー 
ステ ル - co - 炭化 水 

ポリ ( カー ボネ ー ト 
キサ ン ) ポリ オー ル 、 
ポリ オー ル の 混合 物 か 
リウ レタ ン で ある こと 

デバ イス 。 

【 請求 項 2 3】 
前 記 イ ンプ ラン ト ま 


But 


£ 
ul z 
cu 


anaes hs 
Rt 


oul 
at 


置 デ バイ ス 。 


ム が 多孔 質 で あり 、1 セン チ メ ー ト ル 当 り 細 孔 約 1 4 て 6 0 個 、 ま 
当り MALM1 6 ~3 2 個 の 細 孔 密度 を 有する こと を 特徴 と する 、 請 


求 項 1 1 9 の いずれ か 1 項 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 
【 


ム が 、 生 物 耐 久 性 エラ スト マー ポリ ウレ タン マト リッ クス を 含み 、 
リカ ー ボ ネー ト ポ リ オー ル 成 分 お よび イソ シア ナー ト 成 分 を 含む こ 
項 1 て 2 0 の いずれ か 1 項 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 


た は その それ ぞ れ が 、 前 記 


リマ ー 材 料 の 生物 耐久 性 網状 エラ スト 


ィ 
11 2b 


え 、 ポ リマ ーー 材料 が 、 ポ リエ ー テ ルポ リオ ー ル 、 ポ リエ ステ ルポ リ 
ー ト ポリ オー ル 、 炭化 水素 ポリ オー ル 、 ポ リ シ ロ キサ ン ポ リオ ー 
o- エス テル ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( エー テル - co - カー ボネ ー ト 
エー テル - co - 有 炭化 水素 ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( エー テル - c o - 
ポリ ( エス テル - co- カー ボネ ー ト ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( エエ 
素 ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( エス テル - co - シロ キサ ン ) ポリ オー 
-c o- 炭化 水素 ) ポリ オー ル 、 ポ リ ( カ ー ボ ネー ト - co- シロ 


ポリ ( 炭化 水素 - co- シロ キサ ン ) ポリ オー ル 、 お よび これ ら の 
ら な る 和 群 か ら 選 択 さ れる ポリ カー ボネ ー ト ポリ オー ル 成 分 を 含む ポ 
を 特徴 と する 、 請 求 項 1 て 2 1 の いずれ か 1 項 に 記載 の 動脈 溜 処置 


た は その それ ぞ れ が 、 放 射線 不 透 過 性 物質 、 お よび また は 、 コ っ 


m 
Nii 
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スチ ン 、 線維 芽 細胞 の 増殖 を 促進 で きる 成長 因子 、 薬 理学 的 試 剤 、 硬 化 剤 (sclerotic age 
nt)、 炎 症 物質 、 遺 伝 学 的 作用 の ある 治療 薬 お よび 遺伝 子 工 学 に よる 治療 薬 か ら な る 群 か 
ら 選択 され る 1 種類 以上 の 生物 活性 物質 を 更に 含む こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 ~2 2 の 
いずれ か 1 項 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 

[ 請求 項 2 4 】 

前 記 フ ォ ー ム 部 材 は 、 前 記 フ ォ ー ム 体 の 中 の 前 記 フ ォ ー ム の 細 孔 表面 が 親水 性 に な る よ 
うに 、 任 意 に 親水 性 フォ オー ム 材 の コー ティ ング で コー ティ ング され て いる 疎水 性 フォ ー ム 
骨格 部 材 を 含む こと を 特徴 と する 、 請 求 項 1 て 2 3 の いずれ か 1 項 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ 
バイ ス 。 

[ 請求 項 2 5 】 

路 乳 類 、 任 意 に ヒト の 動脈 交 の 原 位置 に お ける 処置 の た め の 動 脈 欧 処置 デバ イス で あっ 
T, 前 記 動 脈 癌 が 内 容積 を 画定 する 内 壁 を 有 し 、 前 記 処 置 デ バイ ス が 少な く と も 1 OOP 
張 可 能 な イン プラ ント を 備え 、 前 記 少 な く と も 1 つの 膨張 可能 な イン プラ ント が 第 1 の 比 
較 的 小さ い イ ンプ ラン ト 構成 か ら 第 2 の 比較 的 大 きい イン プラ ント 構成 に 膨張 可能 で あり 

前 記 比 較 的 大 きい イン プラ ント 構成 の 前 記 少 な く と も 1 つの イン プラ ント Mii HMA 
の 内 璧 の 少な く と も 一 部 の た め に 支持 を 提供 し 、 前 記 少 な く と も 1 つの イン プラ ント が 前 
記 比 較 的 小さ い イ ンプ ラン ト R TAT ad RA KA HE CHS WHIM WBS NTA 
BOT, 

前 記 少 な く と も 1 つの イン プラ ント が 脱 張 可能 な エラ スト マー マト リッ クス を 備え 、 前 
記 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス は 、 前 記 デ バイ ス が 前 記 内 容積 内 に 収容 され て いる と き 、 前 
記 内 壁 に お ける 細胞 の 内 方 成長 お よび 増殖 を 支持 する の に 十分 な 、 前 記 動 脈 痛 の 前 記 内 壁 
へ の 血 流 を 提供 する 流体 通路 を 前 記 エ ラス トマ ー マ ト リッ クス に 画定 する こと を 特徴 と す 
る 、 動 脈 間 処置 デバ イス 。 

[ 請求 項 2 6 】 

第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント を 更に 備え 、 前 記 第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント が 比較 

的 小さ い 構 成 か ら 比 較 的 大 きい 構成 に 膨張 可能 で あり 、 前 記 第 2 の イン プラ ント が 膨張 可 

エラ スト マー マト リッ クス を 備え 、 前 記 第 2 の イン プラ ント が 前 記 比 較 的 小さ い イ ン 
プラ ント 構成 で 前 記 動 脈 交 内 に 送達 可能 で あり 、 前 記 膨 張 可 能 な イン プラ ント お よび 前 記 
第 2 の 膨張 可能 な イン プラ ント は 、 前 記 内 壁 の 一 部 が 前 記 イ ンプ ラン ト と 接触 し な いよ う 
に 、 お よび 前 記 イ ンプ ラン ト 間 に 空 間 が ある よう に 構成 され 、 そ の よう な 寸法 に 作ら れ て 
いる こと を 特徴 と する 、 請 求 項 2 5 に 記載 の 動脈 癌 処置 デバ イス 。 
【 請求 項 2 7 】 

前 記 ポ ボ ポリマー フォ ー ム 材 が 、 生物 耐久 性 網状 エラ スト マー マト リッ クス を 含む こと を 特 
徴 と する 、 請求 項 2 5 また は 2 6 に 記載 の 動脈 痛 処 置 デ バイ ス 。 

[ 請求 項 2 8 】 

前 記 イ ンプ ラン ト が 、 前 記 内 壁 の 表面 で 前 記 イ ンプ ラン ト 内 へ の 内 方 成長 を 促進 する 血 
流 を 可能 に する よう な 構造 に 作ら れ て いる 隆起 お よび 紅 み の ある 表面 を 有する こと を 特徴 
と する 、 請 求 項 2 5 ~2 7 の いずれ か 1 項 に 記載 の 動脈 交 処 置 デ バイ ス 。 

[ 請求 項 2 9 】 

BRUT NT AD, WRN RIC DDS MES MASE. RAOV AVE RRT 
る の に 十分 大 きい こと を 特徴 と する 、 請 求 項 2 5 て 2 8 の いずれ か 1 Wik RR O E IRA 
置 デ バイ ス 。 

【 請求 項 3 0 】 

前 記 動 脈 疹 処置 デバ イス の 容積 が 、 前 記 内 容積 より 実質 的 に 小さ いこ と を 特徴 と する 、 
求 項 2 5 て 2 9 の いずれ か 1 H ERO HIRAM ETA. 

請求 項 3 1 】 

複数 の イン プラ ント を 備え 、 前 記 複 数 の イン プラ ント が 互い に 実質 的 に 同一 で ある こと 
特徴 と する 、 請 求 項 25 ~30 の いずれ か 1 項 に 記載 の 動脈 間 処 置 デ バイ ス 。 
請求 項 3 2 】 

路 乳 上 類 の 動脈 疹 ま た は 他 の 血管 異常 の 処置 に 有用 な 動脈 問 処置 デバ イス の 製造 法 で あっ 
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て 、 HERLAER eb THU., MaD Zil E RBOAAARSE HETSAH 
を 有 し 、 前 記 方 法 は 、 前 記 内 容積 内 で 原 位 置 で 膨張 する こと が で きる マト リク ス を ポリ マ 
ー 材 料 か ら 形 成す る こと を 含む 製造 活 に お いて 、 

前 記 マ トリ ックス が 生物 耐久 性 エラ スト マー ポリ ウレ タン マト リッ クス と な る よう に 有形 
成 さ れ 、 前記 生物 耐久 性 エラ スト マー ポリ ウレ タン マト リッ クス は 、 ポ リカ ー ボ ネー ト ポ 
リオ ー ル 成分 と イソ シア ナー ト 成 分 を 重合 させ 、 避 橋 し 、 お よび 発泡 させ て フォ ー ム マト 
リッ クス を 形成 する こと に よっ て 形成 され 、 前 記 フ ォ ー ム マト リッ クス を 網状 化す る こと 
を 特徴 と する 、 製 造 法 。 

【 請求 項 3 3 】 

比較 的 大 きい 構成 の 前 記 ポ リマ ー マ ト リッ クス を 形成 し 、 そ の 後 、 前 記 比 較 的 大 きい ポ 
リマ ー マ ト リッ クス を 比較 的 小さ い 構 成 に 圧縮 し 、 前 記 内 容積 に 前 記 ポ ボ ポリマー マト リッ ク 
ス を 送達 し 、 前 記 比 較 的 大 きい 構成 に エラ スト マー 脱 張 させ る こと を 特徴 と する 、 請 求 項 
3 2 に 記載 の 方 法 。 

【 請求 項 3 4 】 

形成 後に 前 記 フ ォ ー ム マト リッ クス を 成形 する こと を 特徴 と する 、 請 求 項 3 2 また は 3 
3 に 記載 の 方 法 。 

【 請求 項 3 5 】 

前 記 フ ォ ー ム マト リッ クス を 人 金 型 で 成形 する こと を 特徴 と する 、 請 求 項 32、33 ま た 
は 3 4 に 記載 の 方 法 。 


(42) 


Y% 


報告 】 


ZN 


INTERNATIONAL SEARCH REPORT 


CLASSIFICATION OF SUBJECT MATTER 
ASIM 29/00 


According to International Patent Classification (PC) or to both national classification and 


JP 2006- 521907 A 2006. 9. 28 


International application No. 


PCT/US03/33750 


B. FIELDS SEARCHED 


U.S. : 606/76, 200, 213, 214; 424/422-424 


Minimum documentation searched (classification sysiem followed by Classification symbols) 


Please See Continuation Sheet. 


Decuinentation searched other than minimum documentation to the extent thai such documents are included in the fields searched 


Electronic data base consulted during the international search (name of data base and, where practicable, search terms used) 


C. DOCUMENTS CONSIDERED TO BE RELEVANT 


Citation of document, with indication, where appropriate, of the relevant passages 


Relevant to claim No. 


x US 4,994,069 A (RITCHART et 21.) 19 February 1991 (19.02.1991), See entire 1-3,9, 11,12, 14-16, 
ー- document, peters 

Y 8,10, 18-24 

A US 5,690,671 A (McGURK et al.) 25 November 1997 (25.11.1997), See entire document, 

xX US 6,454,780 Bi (WALLACE) 24 September 2002 (24.09.2002), See entire document. 1,4 


Further documents are listed in the continuation of Box €, 
= Special categories of cited doctunents: 


document defining the gereral state of the art whick is not considered to be 
of particular relevance 


“E” carlicr application or patent published on or after the international filing date 

YL? — document which may throw dovbts on priority clain(s) or which is cited to 
establish the publication date of another citation or oiher special reason {as 
specified) 

“O document referring lo an oral disclosure, use, exhibition Or other menns 

*P" — document published prior to the intemstions! fling date but Fatee than the 


priority date claimed 


Date of the actual completion of the international search 
20 December 2004 (20.12.2004 
Name and mailing address of the ISA/US 
Mail Stop PCT, Attn: ISA/US 
Commissioner for Patenls 


P.O. Box 1450 
Alexandria, Virginia 22313-1450 


Facsimile No. (703) 305-3230 
Porm PCT/ISA/210 (second sheet) July 1998) 


= 


are 


See patent family annex. 


Jater document published after the international filing date or priority 
date and not jn conflict with the application bul cited to understand dhe 
Principle or theory underlying the invention 

e document of particular relevance; the claimed inventon cannot be 
considered novel or cannot be considered to involve an inventive step 
when the document is taken aione 

“ye document of particular relevance; the claimed invention cannot be 
considered to involve an inventive step when the document is 
combined with one or mare other such documents, suck combination 
being obvious to a person skilled in the art 


“&”" document member of the samc patent family 


Date of mailing of the internationa) search report 


1 JAN 200 


ag 
Authorized officer A ン 


Pheirt ye 


<, 


Jufian W. Woo 
Telephone No. 571-272-2975 


( 43) JP 2006- 521907 A 2006. 9. 28 


PCT/US03/33750 


INTERNATIONAL SEARCH REPORT 


Continuation of B. FIELDS SEARCHED Item 3; 
EAST BRS 
search terms: aneurysm, foum, catheter, expandable, polyol, cup 


Form PCT/ISA/210 (second sheet) Guly 1998) 


( 44) JP 2006- 521907 A 2006. 9. 28 


フロ ント ペー ジ の 続き 


(81) 指定 国 AR GH ME LS, MYM, SD SL SZ TZ UG ZMZW, EA AMA BY, KG KZ, MD RU TJ, TM, FRAT, 

PR BG ICY, C E IK E ES, H, FR @ G WIE IT, LU M N PL ROSE SI, SK TR), OY BS B, Œ Gd, MG 

N GQ GML M Ne SN TD TG, Æ AG AL AMAT, AU AZ, BA B BG RR BY, BZ, CA CT CN OR U G E Ik HMI 

E EE F5 H, ŒG Q Œ GIA HWIDILINIS JP KE KG E KR ICIKIRIS LI, LU LV MM) NGM MN M 
WN M, N, NON, MPG PH PL PI, RO RU SC SD SE SG SK SL SY, TJ, TMTN TR TT, TZ U UG W VE W YU ZA ZM 
, ZW 


(2 発明 者) コン スム タン テイ ー ツ 、 ピ ー タ ー、 デ ィ 
アメ リカ 合衆国 、 ニ ュー ヨー ク 州 1 0 0 1 9 、 ニ ュー ヨー ク 、4 フロ ア 、41 ウエ スト 5 
7 スト リー ト 、 ザ バイ オメ リッ クス ヨー ポレ ーション 

( 7② 発明 者 フリ ー ド マン 、 ク レイ グ 、 デ ィ ー. 
アメ リカ 合衆国 、 ニ ュー ヨー ク 州 10019、 ニ ュー ヨー ク 、4 フロ ア 、41 ウエ スト 5 
7 スト リー ト 、 ザ バイ オメ リッ クス コー ポレ ーション 

(72) 発明 者 ダッ タ 、 ア リン ダム 
アメ リカ 合衆国 、 ニ ュー ヨー ク 州 1 0 0 1 9 、 ニ ュー ヨー ク 、4 フロ ア 、41 ウエ スト 5 
T スト リー ト 、 ザ バイ オメ リッ クス コー ポレ ーション 

( 7② 発明 者 ジョ ー ダ ン 、 メ イベ ル 
アメ リカ 合衆国 、 ニ ュー ヨー ク 州 1 0 0 1 9 、 ニ ュー ヨー ク 、4 フロ ア 、41 ウエ スト 5 
7 スト リー ト 、 ザ バイ オメ リッ クス コー ポレ ーション 

( 7② 発明 者 クレ スピ ー、 ヨ セ フ 
アメ リカ 合衆国 、 ニ ュー ヨー ク 州 1 0 0 1 9 、 ニ ュー ヨー ク 、4 フロ ア 、41 ウエ スト 5 
7 スト リー ト 、 ザ バイ オメ リッ クス コー ポレ ーション 

( 7② 発明 者 クレ ンプ ナー、 ダ ニ エ ル 
アメ リカ 合衆国 、 ニ ュー ヨー ク 州 1 0 0 1 9 、 ニ ュー ヨー ク 、4 フロ ア 、41 ウエ スト 5 
7 スト リー ト 、 ザ バイ オメ リッ クス コー ポレ ーション 

(72) 発明 者 アス キル 、 イ アン 、 エ ヌ . 
アメ リカ 合衆国 、 ニ ュー ヨー ク 州 1 0 0 1 9 、 ニ ュー ヨー ク 、4 フロ ア 、41 ウエ スト 5 
7 スト リー ト 、 ザ パイ オメ リッ クス ヨー ポレ ーション 

F ター ム ( 参考) 4Q060 103 HP48 MM5 


